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　今思えば、あれを一ひと目め惚ぼれと呼よぶのだろう。

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうに入学して、はじめて迎むかえた文化祭。

　大学の音楽ホールのステージに立つ彼かの女じよに、心を奪うばわれていた。
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　廊ろう下かの掲けい示じ板ばんに貼はり出された期末試験の順位表の前は、休み時間になると教室から出てきた生徒で賑にぎわっていた。

　「はじめて五十位以内に入って名前が載のった」とか、「順位がめちゃくちゃ落ちた」とか、「追試の常じよう連れんの俺おれには関係がない」とかいう話し声が、あちこちから聞こえてくる。

　そんな人だかりから少し距きよ離りを置き、生徒会長の館たて林ばやし総そう一いち郎ろうは苦々しい表ひよう情じようで、順位表に載った自分の名前を眺ながめていた。

　九位。

　決して悪い順位ではない。一学年が三百人以上いるスイコーにおいて、間ま違ちがいなく成せい績せき上じよう位い者であるし、誇ほこっていい成績と言えた。

　それでも、表情が優すぐれないのは、総一郎にとっては過か去こ最さい低ていの順位だったからだ。入学から今日まで……二年二学期の中間試験までは、ずっと二位をキープしていたのに……。期末ではその定位置から大おお幅はばにランクダウンしたことになる。

　そんな総一郎とは対照的に、一位には今回もまた当たり前のように同じ名前が鎮ちん座ざしていた。

　上かみ井い草ぐさ美み咲さき。

　入学から今日まで、そのポジションを一度も譲ゆずったことがない。まさしく、この学年における絶ぜつ対たい王おう者じやだった。

「九位か。こりゃまた今回は惨ざん敗ぱいだったな」

　窓まど際ぎわに立つ総一郎の隣となりにやってきたのは、細身で長身の男子生徒。整った顔立ちで、知的な眼鏡めがねがよく似に合あっている。二年連続で同じクラスになった三み鷹たか仁じんだ。

「今回は少し調子が悪かっただけだ」

「調子が悪くなった理由、生徒会長はわかってる？」

　軽い調子で仁が肩かたに手を置いてきた。

「上井草に勝つことを意い識しきしすぎたせいだ。本来、勉強とは勝ち負けを考えてやるものではなく、自分のためにやるものなのにな」

「生徒会長らしい、模も範はん解かい答とうだことで」

　総一郎の返事に、仁が呆あきれたようにため息を吐つく。

　とりあえず総一郎は、肩に置かれた仁の手を振ふり払はらった。

「つれないね～」

　とか言いながらも、仁じんはにやついている。

　はっきり言って、総そう一いち郎ろうは三み鷹たか仁というクラスメイトが嫌きらいだった。朝の遅ち刻こくは多いし、昼から学校に来ることもある。しかも、首くび筋すじにキスマークのおまけつきで……。

　常つねに五分前行動を心がけ、学校の廊ろう下かだって走ったことがない総一郎とは、まったく価か値ち観かんの違ちがったゆるさを仁は持っているのだ。しかも、試験前だからと言って、特に勉強をしている風ではないのに、毎回、順位表に名前を載のせてくる要よう領りようのよさも持ち合わせているから性質たちが悪い。

　今回も、三十九位に仁の名前は記しるされていた。

　そうしたスマートさも含ふくめて、人を食ったような態たい度どが、なにかと鼻につくのだ。今もまさにそうだった。

「模も範はん解かい答とうの何が悪い」

「教科書通りじゃ解とけない問題も、世の中にはあるでしょうが」

「どうして、三鷹にわかったようなことを言われなければならない」

「生徒会長よりは、生徒会長の心のうちをわかっているからかねえ」

「だったら、言ってみろ」

「後こう悔かいしない？」

「俺おれはお前のその持って回った態度が気に入らないから、早く言えと言っているんだ」

「そりゃ、失しつ敬けい」

　なおも、仁の表ひよう情じようから笑みは消えない。仁はそのままの態度で、

「生徒会長はさあ、最近、ある人のことばかりを考えているんじゃないの？」

　となんでもない風に言ってきた。

「なっ！」

　さらに文もん句くを言ってやろうと思っていた総一郎だったが、完全に不意打ちを食らって、言葉を詰つまらせた。頭に思い浮うかんだのは、ひとりの女子生徒の顔。ふわふわのショートヘアに、いつも大きなヘッドフォンをしている音楽科の生徒……。

　そんな総一郎の反はん応のうに、仁が「ほらな」と言わんばかりに片かた方ほうの眉まゆを持ち上げる。

「お、俺は、別に姫ひめ宮みやのことなど考えてはいない！」

「俺、誰だれとは言ってないけど？」

　自ら墓ぼ穴けつを掘ほったことに気づく。顔が紅こう潮ちようしているのが自分でもわかった。

「あ、いや、違う、違うぞ！」

　今さら否ひ定ていしたところで遅おそいのはわかっている。わかっているが、反はん射しや的てきに出てきた言葉はそれだった。

「ま、勉強に支し障しようが出ないように、片思いはほどほどにな」

「……わ、わかっている。俺では釣つり合わないことくらい」

「あれ？　今のはさっさと告白して、付き合えばって意味だけど？」

「お前、俺おれをからかってそんなに楽しいか」

「生徒会長なら、恋れん愛あいと勉強の両立くらい余よ裕ゆうでやれるだろ？」

「だから、お前は何を言っている」

「もう一年も片かた思おもいしてるんだから、そろそろ、その気持ちを相手に伝えてみたらどうだって言ってんの」

「お、お前、どうしてそれを!?」

　まさか自分の一ひと目め惚ぼれを他人に気づかれているとは思わなかった。

「そりゃあ、去年の文化祭で、誰だれかさんがコンサートホールのステージに立つ女の子に心を奪うばわれる瞬しゆん間かんを目まの当たりにしちまったからな」

「……」

　もはや言い訳わけのしようもない。羞しゆう恥ちを通り越こして、愕がく然ぜんとする思いだった。

「あんとき、俺、生徒会長の隣となりに座すわってたのは覚えてるよな？」

「あ、ああ」

「何度か声をかけたのは、覚えてないだろ？」

「……ああ」

「ま、そういうことだ」

「……」

　あの日のことを、総そう一いち郎ろうはよく覚えている。ただし、記き憶おくに残っているのは、ステージの上でピアノを奏かなでるひとりの女子生徒の姿すがただけだ。

　それは今から約一年前……まだ総一郎が一年生だった頃ころの話だ。
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　スイコーに入学してはじめての文化祭は、とにかく忙いそがしいという感想のまま、最終日である七日目を迎むかえていた。

　総一郎は文化祭実行委員として、事前の準じゆん備びから奔ほん走そうし、開かい催さい期き間かんも委員会の仕事と、クラスの出し物の店番に時間を取られていた。

　おかげで自由に動けるヒマはなかったけど、その分、誰よりも達成感に浸ひたれているという実感はあった。

　まともな自由時間ができたのは、最終日の午後になってからだ。総一郎は学校の屋上から、文化祭の様子を眺ながめていた。

「スイコーの文化祭は、やはりすごいな」

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくと共同開催される上に、駅前の赤レンガ通りの商店街とも協力して行うため、スイコーの文化祭は地ち域いきのお祭り状じよう態たいになる。それが、一週間も続くのだ。

　来場者の数は年々増ふえる一方で、学校関係者や地元の人以外にも、遠方からやってくるお客さんもいて、ものすごい賑にぎわいを見せる。

　屋上から見える景色の中には、呼よび込こみの看かん板ばんを持って校こう舎しやを一周する着ぐるみの行列もいれば、玉乗りに挑ちよう戦せんするピエロのフェイスペイントをした生徒の姿すがたもあった。学校の敷しき地ち内ないは、どこも人で溢あふれ、笑顔と笑い声に満たされている。

　去年、この光景を目の当たりにしたのを切っ掛かけにして、スイコーの受験を決めた総そう一いち郎ろうにとって、今、その中に自分が立っているというのは、感かん慨がい深ぶかいものがあった。

　自然と頰ほおが緩ゆるんでしまう。

　そんな総一郎の背せ中なかに、誰だれかが声をかけてきた。

「よっ、副会長」

　振ふり向かなくても、相手の顔が頭に浮うかぶ。クラスメイトの三み鷹たか仁じんだ。

「俺おれはまだ副会長に当選したわけではないぞ」

　向き直ると同時に、そう返事をする。

　スイコーの生徒会選挙は、一大イベントである文化祭の最中に行われる。投票結果は即そく日じつ開かい票ひようされ、毎年最終日にお祭りの一いつ環かんとして発表されるのだ。そして、文化祭後に引き継つぎが行われて、新しい生徒会を発足するシステムになっている。

　あと、一時間半ほど……午後の三時に、総一郎が副会長に立りつ候こう補ほした今年の生徒会選挙の投票結果は出る。そのせいで、昼を過すぎた頃ころから気持ちが落ち着かず、総一郎は気き分ぶん転てん換かんになればと思い、ひとり屋上にやってきていたのだ。

　なのに、今は仁が隣となりにいる。何食わぬ顔でフェンスに寄よりかかっていた。

「三鷹、ネクタイは上までしろ」

　仁のルーズな襟えり元もとを見るなり、総一郎はそう指し摘てきした。

「相変わらず、副会長は頭が固いねえ。さすが、美み咲さきにダイヤモンドヘッドとあだ名を付けられただけのことはある」

　その日のことを思い出したかのように、仁が喉のどの奥おくで笑った。

「三日かけて、そのあだ名は却きやつ下かしただろうが。嫌いやなことを思い出させるな」

「美咲相手に、三日も粘ねばれたのは賞しよう賛さんに値あたいするよ。さすが副会長だ」

「さっきも言ったが、俺はまだ副会長じゃない」

「んじゃ、いつも通り、総一郎君にしようか？」

「いつから名前で呼よばれるほど、俺と三鷹は親しくなったんだ？」

「ショックなこと言うね」

　そう口にしながらも、全然応こたえている様子はない。

「だいたい、三鷹はどうして俺にそんなに絡からんでくる」

「それ、俺おれのような軽けい薄はくな人間は、真ま面じ目めな副会長とは合わないはずだって話？」

　仁じんのこういうところも、総そう一いち郎ろうは苦手だった。一から十まで全部言わなくても、言葉の裏うらに含ふくんだ感かん情じようも、仁は拾い上げてくる。心を見み透すかされているようで、あまり気分のいいものではない。

　そんな総一郎の不ふ愉ゆ快かいな気持ちを察したのか、仁は屋上のフェンス際ぎわに立つと、視し線せんを文化祭で盛もり上がるグラウンドの方に向けた。

「まだうっすらと残ってるんだな」

　苦笑いする仁が見ているのは、ライン引きを使ってグラウンドに描えがかれた地上絵。文化祭の初日に、美み咲さきが何の申しん請せいも通さずにひとりで勝手に描かいてしまった作品だ。縦たて五十メートル、横八十メートルはあろうかという巨きよ大だいなクマの絵。

　何の下書きをすることもなく、美咲は追いかけてくる教きよう師しや実行委員の生徒を振ふり払はらい、フリーハンドでそれを描き上げた。総一郎も、実行委員のひとりとして、美咲の暴ぼう挙きよを止めようとしたのだが、途と中ちゆうから絵を描いていることに気づくと、最終的にはその様子を見守ってしまった。

　約一時間かけて完成した絵の出来栄えは圧あつ巻かんの一言に尽つき、たくさんの観客を集めて、美咲は拍はく手しゆと喝かつ采さいを浴びていた。理り屈くつとか常じよう識しきを軽々と突とつ破ぱしたところで、人の心を摑つかんでしまう。そういう力が美咲にはあるのだ。

「お前の幼おさななじみはなんなんだ」

　中学までは、美咲のような人間と出会うことはなかった。まったく人の話は聞かないし、行動力は尋じん常じようではないし、美び術じゆつ科かの特待生として入学したかと思えば、授じゆ業ぎよう中ちゆうもアニメばかりを作っていて、その権けん利りは剥はく奪だつされたらしいし……その上、総一郎よりも勉強ができるのだ。まさに未知の生物だった。

「宇う宙ちゆう人じんって言えば、納なつ得とくする？」

「同じ人類であることを信じるよりは容よう易いだな」

「ははっ、それは同感だ」

　からっと仁が声を上げて笑う。

　仁が黙だまると、一度会話が途と切ぎれた。

　ふたりしてフェンス際に並ならんで、なんとなく地上絵の残ざん骸がいを眺ながめていると、

「俺は、結けつ構こう、副会長と気が合うつもりなんだけど」

　と、仁が突とつ然ぜん言ってきた。

　一いつ瞬しゆん、何の話かと思ったが、さっき総一郎がした質しつ問もんの答えだとすぐに気づいた。

「どんなところがだ？」

　たいした興きよう味みもなく、総一郎は聞き返した。どうせ仁は、真面目な話に、真面目には答えない。そう思い込こんでいた……。

　そんな総そう一いち郎ろうに対して、仁じんは軽く挨あい拶さつでもするように、

「クラスメイトの男子を『ガキだな～』って思っているところとかさ」

　と言ってきた。

　絶ぜつ対たいに安全だと思っていた心の深い部分をあっさりと突つかれ、心しん臓ぞうが大きく跳はね上がった。ずきんと痛いたみが走る。

「……」

　体は素す直なおに反はん応のうして、総一郎は仁を睨にらみ付けていた。

「おっかない顔をしなさんなって」

「どうして、そう思った？」

「あら、否ひ定ていはしないのね」

「今は質しつ問もんをしているんだ」

「別に、たいした理由はないって。見てればわかる。副会長は物事を俯ふ瞰かん的てきに見られる人でしょ？　ま、俯瞰的にしか見られないって言い方もできるけど。そんでもって、自分のことも、外から見てる」

「……」

「それって、つまりは、外からの価か値ち観かんで生きているようなもんで、だから、教科書通りの模も範はん解かい答とうしか言わない。周囲が期待している通りの優ゆう等とう生せいだ。でも、そのせいで、どんなに言葉を交わしても深く踏ふみ込こまないし、踏み込ませないから、お互たがいどれが本音か結局わかんないんだよ、副会長の場合はさ」

「本音が見えてこないって点に関しては、その言葉、そっくりそのまま三み鷹たかに返すぞ」

「だから言ったろ？　俺おれと副会長は気が合うって」

　勝ち誇ほこったように、仁がわざとらしく笑みを作る。

「副会長はやめろ」

　話を変えるように、総一郎は三度同じ指し摘てきをした。

「あと一時間半もすれば、選挙の結果が出るんだからいいじゃないの」

「どういう理り屈くつだ。落選の可か能のう性せいだってあるんだぞ」

「せっかく、俺が投票したんだから、当選してくんないとね」

「お前、俺に入れたのか？」

　正直、意外だった。仁が自分に投票をしたことよりも、きちんと一票を投じていることが……。

「そりゃあ、友人代表としては、投票するでしょ」

「三鷹を友人代表にした覚えはない」

「寂しいこと言うねえ」

　言葉とは裏うら腹はらに、仁の笑みは乾かわいている。そこに本音はない。

「でも、まあ、当選した暁あかつきには、一票を投じたお礼に、副会長の権けん限げんで、寮りようの門もん限げんを撤てつ廃ぱいしてくんない？」

「無む断だん外がい泊はくばかりをして、さくら荘そうに島流しにされた今となっては手て遅おくれだろう」

「それもそうかね」

「三み鷹たかはそんなくだらないことを言うために、わざわざ来たのか？」

「いんや、目的は別にあるよ」

「言ってみろ」

「副会長をデートに誘さそいにきた」

　予想通りふざけた発言をしてきた仁じんに、総そう一いち郎ろうが鋭するどい視し線せんをぶつけたのは言うまでもない。





　仁に連れてこられたのは、大学の敷しき地ち内ないにあるコンサートホールだった。

　最さい大だい収しゆう容よう人にん数ずうは約六百人。国内でも屈くつ指しの音おん響きよう設せつ備びを誇ほこるらしく、一いつ般ぱんの音おん楽がく公こう演えんにも貸かし出され、幅はば広ひろく使われている水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく自じ慢まんの施し設せつのひとつだ。

　総一郎が会場に足を踏ふみ入れた時点で、座ざ席せきの八割わりは埋うまっていた。話し声と息いき遣づかいで空気がざわついている。

「おい、三鷹」

　声をかけると、仁は誰だれかを探さがすように会場全体を見回していた。

「お、いた」

「いたって誰が？」

「美み咲さきだよ」

　さも当然のように答えた仁が、ずんずんと前に行く。

「どこに、上かみ井い草ぐさがいるというんだ……」

　ざっと見み渡わたした程てい度どで、特定の誰かを見つけられる環かん境きようではない。五百人はいそうだ。

　仕方がなく仁についていく。だいぶ前までやってきて、ようやく総一郎は美咲の後ろ姿すがたを発見した。

　前から三列目の座席に座すわっている。

「美咲」

　仁が声をかけると、勢いきおいよく美咲が振ふり返る。両手をぶんぶんと振ってきた。

「こっち、こっち！」

　どうやら、席を取っておいてくれたらしい。

　美咲、仁、総一郎の順番に並ならんで座る。

　それにしても、よく仁はこの状じよう況きようであっさり美咲を見つけられたものだ。不思議そうに仁を見ていると、

「なに？」

　と聞いてきた。

「なんでもない」

「あ、そ」

「それよりも、こんなところに連れてきた理由をそろそろ説明しろ」

「はうはうだよ、副会長！」

　答えたのは美み咲さきだ。

「お前もか、上かみ井い草ぐさ。三み鷹たかにも言ったが、俺おれはまだ副会長じゃないぞ」

「元気出せよ、副会長！」

　全然、聞いちゃいない。

「絶ぜつ対たいに当選してるも～ん！」

「何を根こん拠きよに……」

「あたしが副会長に投票したんだぞ」

　美咲が自信満々に言い放つ。

「そして、当選したときには、副会長の権けん限げんで、学校をロボに改かい造ぞうしてもらうんだも～ん！」

「俺は根拠を聞いたんだ。それになんだ。ロボというのは……」

　今どき、小学生でも言わない。おかげで、総そう一いち郎ろうは脱だつ力りよくしていく一方だった。

　まったくもって、美咲の思考回路は理り解かい不ふ能のうだ。あらゆる面で自由すぎるのだ。周囲からの評ひよう価かや評ひよう判ばんを気にせず、周囲から浮うくこともいとわない美咲という存そん在ざいは、総一郎とは真ま逆ぎやくの生き物で、本当に理解に苦しむ。

「というわけで、はうはうだよ。副会長！」

　もう副会長の件けんはいいとしよう。落選していたら目も当てられないが、気にしたところで美咲をどうにかできるわけでもない。

　それよりも今は『はうはう』という謎なぞの単語の方が気になった。知らないものがあると落ち着かない性せい格かくなのだ。

「三鷹。今の上井草の発言を日本語に翻ほん訳やくしてくれ。『はうはう』とはなんだ？」

「ま、すぐにわかるって」

　仁は仁で美咲に振ふり回されている総一郎を面白がっているようで、まったく頼たよりにならない。

　ただ、仁の言った通りで、すぐに答えは出た。

　——これより、先月行われた全日本音楽コンクールにおいて、学生ピアノ部門、見事三位入賞を果たしました、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう、音楽科一年、姫ひめ宮みや沙さ織おりさんによる凱がい旋せんコンサートをはじめたいと思います

「はうはうだ！」

　美咲が身を前に乗り出す。

　自然と拍はく手しゆが沸わき起こった。けど、それはすぐに示しめし合わせたように鳴り止んでいき、十秒ほどして会場は完全に静まり返った。

　静せい寂じやく。

　ぴんと張はられた緊きん張ちよう感かんが会場を支し配はいする。

　その中に、誰だれかの足音がひとつ聞こえてくる。

　カツカツと床ゆか板いたの上を進んでくる。

　舞ぶ台たいの袖そでから出てきたのは、漆しつ黒こくのドレスに身を包んだ女子生徒。ふわふわのショートヘアは、どこか寝ね癖ぐせのようにも見えて愛あい嬌きようがある。だけど、背せ筋すじは真っ直ぐに伸のび、顔立ちも凛りんとして大人おとなびている。年上に思えた。だけど、先ほどのアナウンスでは、一年生だと言っていた。つまり、総そう一いち郎ろうと同い年。仁じんや美み咲さきとも同じだ。

　それを素す直なおに信じる気にはなれない。同い年の生徒がドレス姿すがたで物もの怖おじした様子もなく堂々とステージの上にいるというのは、総一郎にとってはまったく現げん実じつ感かんがなかったから。

　ピアノの脇わきに立つと、彼かの女じよは会場に向けて優ゆう雅がに一礼をした。

　それから、椅い子すの位置を確たしかめるようにしながら、ピアノの前に座すわる。

　鍵けん盤ばんに指を添そえたかと思うと、何の合図も、少しの予よ備び動どう作さもなく、美しい音色を奏かなではじめた。

　心の準じゆん備びをしていなかった総一郎は、演えん奏そう開かい始しの仕方にまず驚おどろいていた。

　クラシックに疎うとい総一郎でも知っている曲。曲名までは思い出せないけど、確たしかショパンの楽曲だ。

　ひとつひとつの音が存そん在ざい感かんを示しめしつつも、調和の取れたリズムを刻きざんでいく。

　頭が回っていたのはそこまでだった。

　音に意い識しきが集中して、彼女が奏でる音色に心をゆだねていた。

　感かん情じよう豊ゆたかに、まるで歌い上げるように、彼女は最初の一曲を弾ひき終えた。

　拍はく手しゆが彼女の演奏を称たたえる。

　総一郎も自然と拍手を送っていた。横で仁が何か言っているような気がしたけど、頭の中までは届とどいていなかった。

　このときすでに、総一郎は意識のすべてを、ステージ上の彼女に奪うばわれていた。




　コンサートは三曲で終しゆう了りようとなった。そのすべてがコンクールの課題曲として演奏されたものらしいことを、終わったところで総一郎は知った。

　演奏が終わっても、総一郎はまだどこかぼ～っとしていた。曲が頭に残っている。網もう膜まくには、ピアノを奏でるドレス姿の彼女の姿が焼き付いていた。

「どうだ、副会長！　はうはうはすごいでしょ！」

　と、自分のことのように美咲が自じ慢まんをしてくる。

「どうして、上かみ井い草ぐさがそこまで誇ほこらしげなんだ」

「はうはうは、あたしの友達だからだよ！」

　そう断だん言げんする美み咲さきは満面の笑みを浮うかべている。毒気を抜ぬかれて、それ以上何かを言う気にもなれなかった。

　けど、その発言が、心に引っかかった。一体、美咲と友達でいられる人間とはどんな人物なのだろうかと、単たん純じゆんに興きよう味みも抱いだいていた。

「んじゃ、行くか」

　次の演えん目もくの準じゆん備びを尻しり目めに、仁じんが最初に立ち上がった。

「行くって、どこへだ？」

「もちろん、控ひかえ室だよ！」

　力強く美咲が答える。




　なし崩くずし的に、総そう一いち郎ろうは美咲と仁に連れられて、コンサートホールの舞ぶ台たい裏うらを歩いていた。ステージの形に沿そってカーブする廊ろう下かの途と中ちゆうには、個室が幾いくつも用意されていて、そこが演えん奏そう者しやの控え室になっているのだ。

　沙さ織おりの控え室は一番奥おくだった。演奏のタイムテーブルと共に、名前がドアに貼はられている。そのドアを、美咲がノックもせずに、

「たのも～！」

　と、道場破りのような勢いきおいで開く。しかも、問答無用でひとり室内に突とつ入にゆうしていった。

「うわっ、美咲!?　い、今はダメだ！　抱だきつくな！」

　控え室の中から、なにやら大きな音がした。

　気になって、ドア口に立った総一郎が室内を覗のぞき込こむと、とんでもない光景が視し界かいに飛び込んできた。
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　沙織は着き替がえ中だったらしく、上も下も下した着ぎ姿すがた。あられもない格かつ好こうで美咲に押おし倒たおされ、足をばたばたさせていた。

「黒か」

　横にいた仁がしみじみと室内を観察している。

「黒にしたのは、ドレスと色を合わせないと透すけるからだ！」

　言い訳わけなのか、そんな説明が聞こえてくる。

「だいたい、いつまで見ているつもりだ！」

　とっさに、総一郎は仁の腕うでを引っ張ぱって、ドア口を離はなれた。その際さいに、ドアを閉しめることも忘わすれない。

　少し遅おくれて、鍵かぎのかかる音がする。

「いい演奏の次は、いい景色が見られてよかったな」

「何のことだ」

　同意を求めてくる仁じんを突つき放す。内心は、先ほどの刺し激げき的てきな光景が頭から離はなれず、心しん臓ぞうがばくばくいっていた。

「見なかったのか？　もったいない。めったに拝おがめない美少女の裸はだかだったのに」

「し、下着は付けていただろ！」

　反はん射しや的てきにそう答えると、仁がにやついた顔を向けてくる。

　自然と総そう一いち郎ろうの視し線せんは鋭するどくなった。

「そう怒おこりなさんなって」

「お前の態たい度どに呆あきれているだけだ」

　すると、そこで控ひかえ室のドアが開いた。

　ドレスから制せい服ふくに着き替がえた沙さ織おりはどこかふてくされたような表ひよう情じようを浮うかべていて、美み咲さきと仁に不満をぶつけている様子だった。その沙織は、大きなヘッドフォンを首にかけている。そのロゴの部分に『ＨＡＵＨＡＵ』とある。どうやら、それがあだ名の由来らしい。

　視線に気づいたのか、はじめて沙織とばっちり目が合った。すると、

「え～、こほん」

　とわざとらしく咳せき払ばらいをした。それから、

「君とは、はじめましてになるな。私は音楽科の姫ひめ宮みや沙織だ」

　と言いながら、沙織が握あく手しゆを求めて手を差し伸のべてくる。

「あ、ああ」

「はうはうって呼よんであげてね！」

　そこに美み咲さきが乱らん入にゆうしてきて、沙さ織おりとの握あく手しゆも横取りされてしまった。そんな美咲を沙織は迷めい惑わくそうに押おしのけながら、

「もしそのあだ名で呼んだら、今後いっさい君とは言葉を交わさないぞ。全力で無む視しする。全力だ」

　と釘くぎを刺さしてきた。

　どうやら、あだ名のことは好きではないらしい。だが、総そう一いち郎ろうとしては、それどころではなかった。あられもない姿すがたを見てしまったことを、とりあえず、謝あやまった方がいいのだろうか……とか、いやいや、話題にしない方が彼かの女じよのためだろう……とか、頭をフル回転させて考えていた。

「お、覚えておく。俺おれは館たて林ばやし総一郎。三み鷹たかのクラスメイトだ」

「うん、君のことは、知ってる」

「そうなのか？」

　疑ぎ問もんを返すと、

「試験の順位表で名前を見るし、次期、副会長だ」

　と言ってきた。

「まだ当選したわけじゃないんだが……」

　この話も今日で何度目だろうか。

「それはそうと、初対面なのにさっきは見苦しいものを見せた。忘わすれてくれると助かる」

「あ、いや……」

　女子生徒の下した着ぎ姿すがたを見たあとに、なんと言えばいいのかなど総一郎は知らない。色々と考えてはみたが、結局結けつ論ろんは出ておらず、気の利きいた返事もできずに、口くち籠ごもってしまった。

「忘れるなんて無理な相談ってもんでしょ。はうはうは健全な男子高校生の脳のうをなんだと思っているわけ？　な、副会長」

「俺と、お前を一いつ緒しよにするな」

「とか言っているけど、思い出して顔赤くなってるぞ」

「なっているとしたら、それは三鷹に対する怒いかりの感かん情じようによってだ！」

「俺、副会長に、そんなに想われていたんだ。照れるね」

「殴なぐるぞ、お前」

　握にぎり拳こぶしを作ると、仁じんが大げさに距きよ離りを取る。

「ふたりは仲がいいな」

「まあね」

「どこがだ」

　仁じんと総そう一いち郎ろうで同時に反対のことを言う。

「おいおい、俺おれとのことは遊びだったわけ？」

「気持ちの悪いことを言うな。寒気がする」

「つれないねえ。ま、今は俺の片かた思おもいってことにしておこうか」

「それもやめろ」

「やはり、仲がいいんじゃないか」

　くすくすと笑われてしまった。

「お前のせいで、笑われただろうが」

「喜んでもらえて光栄だよ」

「あたしは、はうはうと仲良しだぞ！」

　ひしっと美み咲さきが沙さ織おりに抱だきつく。その手は胸むな元もとを触さわっている。

「ひゃっ……やっ！　美咲、変な声を出させるな」

　再ふたたび、沙織が力いっぱい美咲を引き剝はがす。

「あたしはまだ今日のはうはう分の補ほ給きゆうができていないんだぞ！」

「おかしな栄えい養よう素そを作るな。まったく……」

　女子の絡からみには、どうにも言葉を挟はさみにくい。

「じゃあ、あたしはたい焼きが食べたいぞ！」

　どの辺が「じゃあ」なのかはさっぱりわからないが、美咲はそう宣せん言げんするなり、沙織の手を取る。そして、

「ちょ、ちょっと待て、美咲！　そんなに走ると危あぶないから！」

　という沙織の意見になど耳も貸かさず、猛もうダッシュで外に飛び出していく。すぐにふたりの姿すがたは見えなくなり、沙織の悲鳴も通路の奥おくへと遠ざかっていった。

「さて、んじゃ、俺らも行こうか」

「どこへだ？」

「たい焼きを食べにだよ」

「なぜ、俺まで行かなければならない」

「ひとりで、屋上でそわそわしているよりはましだろ？」

「……」

　まさかと思った。

「お前、そのために、俺に声をかけたのか？」

　けど、それに仁は答えない。

「早く行かないと、美咲がたい焼きを買い占しめるぞ」

　とか言いながら、さっさと歩き出した。

　ここで、黙だまっていなくなるわけにもいかず、総一郎は仁の背せ中なかを追いかけた。




　大学の敷しき地ちを縦じゆう断だんする並なみ木き道みちは、人でごった返していた。道の両りよう脇わきには縁えん日にちのように屋台のテントが並ならび、たこ焼き、たい焼き、焼きそば、お好み焼き、りんごアメ、綿わた菓が子しなど、それらしい食べ物が一通り揃そろい、大おお勢ぜいのお客さんで賑にぎわっている。

　真っ直ぐ進むのも難むずかしい状じよう況きようだったので、たい焼きを買うのは一苦労だった。

　ようやくゲットしたたい焼きを持って、一度並木道を外れる。

「はうはうはなに味？」

「私は、普ふ通つうのあんこだ」

　総そう一いち郎ろうも一いつ緒しよだ。美み咲さきはクリームで、仁じんは抹まつ茶ちやあんこなるものに挑ちよう戦せんしている。

「はうはう、一口頂ちよう戴だい」

「構かまわないが……美咲、一口だぞ？　一口だけだぞ？」

　最後まで聞かずに、美咲は沙さ織おりが手に持ったたい焼きに、がっぷりとかぶりつく。

「あ、待て、美咲！」

　美咲が離はなれると、沙織の手には、たい焼きの尾おっぽの部分しか残っていなかった。あんこも根こそぎ食べられている始末で、魚のフライを食べたあとのように無残な姿すがたになっている。

「私のたい焼きが……」

　すっかり変わり果てた姿になったたい焼きを、沙織は恨うらめしそうに見ていた。その様子はステージの上で堂々とピアノを弾ひく沙織とは別人で、同年代の女子らしい顔つきをしていて、総一郎は思わず視し線せんを奪うばわれていた。

「俺おれのでよければ食べるか？　まだ、口は付けていない」

　そう言って総一郎がたい焼きを差し出すと、

「本当か！」

　と言って、沙織はぱっと表ひよう情じようを明るくした。けど、すぐに、

「いや、でも、もらってしまっては君の分が……」

　と口くち籠ごもる。

「だったら、半分だけ」

　たい焼きを手で割わって、あんこがたくさん詰つまったおかしらの方を、総一郎は沙織に押おし付けるようにして渡わたした。

「ありがとう」

「い、いや、これくらいは別に」

　沙織が「おいしい」と呟つぶやきながら、幸せそうにたい焼きを頰ほお張ばっている。なんだか、総一郎まで幸せな気分にしてくれる。

「館たて林ばやし君はいい人だな」

「下心はありありだけどね」

　後ろを歩いていた仁じんが何食わぬ顔で言ってきた。

「下心？」

　沙さ織おりが首を傾かしげている。

「三み鷹たか、お前と一いつ緒しよにするな」

　呆あきれた顔で仁を見ると、肩かたをすくめておどけていた。

「まだ自覚はなしっと」

　そして、そんなことを言ってきた。

「なんのことだ？」

「こっちの話」

「次はたこ焼きを食べよう！　屋台を端はしから端まで制せい覇はするんだも～ん！」

　美み咲さきがひとりでさっさと駆かけ出していく。それを仁も追いかけていってしまったので、言葉の意味を問い詰つめることはできなかった。

　そんな総そう一いち郎ろうの横で、沙織はちびちびとたい焼きを味わって食べている。

　じっと見ていたせいか、ふと目が合ってしまい、

「あ、いや、なんでもない」

　と何も聞かれていないのに、妙みような言い訳わけをするという醜しゆう態たいを晒さらしてしまう。どうしたことか、体が緊きん張ちようしている。いつもより鼓こ動どうが早い。別に生徒会選挙の結果を心配しているわけでもないのに……。だとしたら、この気持ちは……。

　盗ぬすみ見るように、総一郎は沙織を横目に映うつす。再ふたたび、目が合った。

「あ、いや……」

　同じ言い訳をしそうになり、慌あわてて口を噤つぐむ。

　変な空気をごまかしたくて、総一郎はさらに言葉を続けた。

「きょ、今日の演えん奏そう……すごくよかった」

　たい焼きを口に運ぶ沙織が、ふっと表ひよう情じようから力を抜ぬくのがわかった。

「ありがとう」

「音楽のことは素しろ人うとだけど、姫ひめ宮みやの演奏には圧あつ倒とうされた」

「コンサートホールのおかげかな。あそこは、いい音にしてくれる」

　そう言いながら、沙織が美咲にかじられてしまったたい焼きの尾おっぽを口に運ぶ。

「俺おれが感じたのは姫宮の実力だと思うが……。コンクールの三位入賞というのはすごいことなんだろう？」

「さあ、どうかな」

「違ちがうのか？」

「私くらい弾ひける人間は、世界中にたくさんいるから」

「……」

　すぐに返す言葉が思いつかなかった。

　あまりにも簡かん単たんに、日にち常じよう的てきに意い識しきしているように……沙さ織おりがその言葉を口にしたから。

　世界。

　総そう一いち郎ろうにとっては、ＴＶ画面の向こう側にある感覚のものだ。

　でも、だからこそなのかもしれない。

　ほぼ満員になっていたコンサートホールのステージ上でも、特に緊きん張ちようした様子もなく、自分の音楽を沙織は奏かなでることができる。今日の演奏は、沙織にとってはそれほど特別なものではなかったのかもしれない。

「……」

「……」

　会話が途と切ぎれると、なんとも居い心ごこ地ちの悪い沈ちん黙もくが残った。それは、先ほどのやり取りを後こう悔かいしたとかいうことではなくて、単に女子とふたりきりにされて、何を話せばいいかわからなくなったという類たぐいのものだ。

　一度、意識すると、何か言わないといけないという気持ちだけが先走り、頭の中が余よ計けいに真っ白になってしまう。

「あ、その……なんだ。姫ひめ宮みやは、上かみ井い草ぐさと仲がいいんだな」

　なんとか搾しぼり出したのは、共通の知り合いの話題だった。

「君も仲がよさそうに見えるけど？」

「俺おれは、上井草が苦手だ」

　はっきり言うと、沙織は屈くつ託たくなく笑った。

「あれを得意な人はいないと思う」

　しかも、結けつ構こう酷ひどいことを言っている。

「美み咲さきは、自分の『好き』が明めい確かくだから」

　沙織は並なみ木き道みちの中に消えていった美咲を探さがすかのように、視し線せんを人の流れに向けながら言ってきた。

「いつも、自分の『好き』を追いかけている。だから、誰だれよりも自分があって、一直線だから眩まぶしいんだ」

「眩しい？」

「誰かが『いい』と言っていたら、そのものを『いい』と思ってしまうことが私にはあるんだ。けど、美咲はそうじゃない。どんなことも自分を中心において、そこから世界を見ている。まるで物語の主人公のようにね」

　沙織の言葉を聞いて、総そう一いち郎ろうは先ほど屋上で仁じんと話したことを思い出していた。仁からは俯ふ瞰かん的てきに見ることができると言われた。俯瞰的にしか見ることができないと。

「美咲は周りを見ないし、周りからの見た目を気にしないから、周囲とは違ちがってきて、浮ういてしまう部分はあるんだろうな」

「周囲に上手うまく合わせることも、社会の中で生きていくには、必要なことだと俺おれは思う。摩ま擦さつを避さける方法を学ぶ必要だってある。でなければ、磨すり減へっていくだけだ。学校というのは、学業だけではなくて、そういうことを学ぶ側面も持っているんじゃないだろうか」

「私もそう思うよ。他人に合わせるという意味ではなくて、人を見て、人を感じて、人を思いやる気持ちは大切だ。それでも、美み咲さきを見ていると、ドキッとさせられることがあるのは、私が今の自分に罪ざい悪あく感かんを抱いだいているからなんだと思う」

「まるで、上かみ井い草ぐさのようになりたいと言っているように聞こえるな」

「君にはないかな？　主人公になりたいと思う瞬しゆん間かんは」

　少し考えてから、

「……今のところはない。傍ぼう観かん者しやで満足してる」

　と総そう一いち郎ろうは答えていた。

「私は時々だけどあるかな。人に望まれた演えん奏そうをしているのは窮きゆう屈くつだから」

「……」

　遠くの空を見み据すえた沙さ織おりの横顔はどこか物もの憂うげで、総一郎は踏ふみ込こんだことを聞いてしまったのだと気づいた。空気が少しだけ重く感じる。

「うん。今のはピアノの先生に聞かれたら怒おこられるな。内ない緒しよにしておいてくれ」

　場を和ますように、沙織が笑みを浮うかべた。

　そこに、たこ焼きを買った美咲と仁じんが戻もどってきた。

「たっだいま～！」

「おかえり、美咲」

　きちんと、総一郎と沙織の分も買ってきてくれている。

「ほれ、副会長」

　仁がたこ焼きを差し出してきた。

「あ、ああ」

　少しぼんやりとしたまま受け取る。

「ん？　はうはうにいじめられたのか？」

「なんで私がいじめるんだ。館たて林ばやし君は、今日の演奏を褒ほめてくれたんだぞ」

「ああ、確たしかに、あのドレス姿すがたはよかったね～」

「三み鷹たか、人の話はきちんと聞け。私は、演奏と言ったんだ。まったくどこを見てたんだ」

　沙織が仁を睨にらむ。

「もちろん、はうはうを見てたよ？　背せ中なかからウエストのラインが色っぽくて、実に魅み力りよく的てきだった……いっ！　副会長、なんで足を踏ふむかな」

「悪い。気づかなかった」

「ふ～ん。まあ、いいけどさ」

　とか言いながらも、露ろ骨こつに足の痛いたみをアピールしてくる。

「くどいぞ、三み鷹たか」

　そんなふたりのやり取りを見ていた沙さ織おりは、なんだか満足げだ。

「ふふっ、三鷹にもちゃんと友達がいたんだな。安心したよ」

「はうはうは、俺おれをなんだと思ってんの？」

「女の敵てきだ」

「俺は味方のつもりなんだけど？」

「その発言が敵なんだ」

　沙織が深く釘くぎを刺さす。

「やれやれ、手て厳きびしいね。あ、そういや、はうはう、次のコンクールも近いんだよな？」

　形けい勢せい逆ぎやく転てんは難むずかしいと判はん断だんしたのか、たこ焼きを口に運びながら、仁じんが露骨に話題を変えてきた。

「今月の終わりからまたはじまるな。予選が二週続けて一次、二次とあって、それを通つう過かしたら、二週間後に本選がある」

「あたしは絶ぜつ対たいに応おう援えんに行くぞ」

　美み咲さきのほっぺたはたこ焼きで膨ふくらんでいる。まるで木の実をくわえ込こんだリスのようだ。

「来てくれるのはうれしいが、騒さわがないでくれよ」

　前に騒がれたことがあるのだろう。沙織の表ひよう情じようは若じやつ干かん苦々しい。

「試験も近いのに大変そうだな」

　何気なく総そう一いち郎ろうが言葉を繫つなぐと、沙織は深いため息を吐ついた。

「コンクールはいいんだけど……期末試験は確たしかに気が重い……」

　憂ゆう鬱うつそうに表情が沈しずんでいる。

「はうはう、意外とバカだからな。一学期の期末は、見事赤点取ってたし」

「そ、それは言うな、三鷹！　少し、理り系けいの科目が苦手なだけだ！」

「なるほど、少しねえ」

「あたしは、生まれてはじめて五点の答案用紙を見たよ！」

「ああ、もう！　美咲までなんてことを！」

　知られたくない秘ひ密みつだったのか、沙織は恥はずかしそうに俯うつむいている。

「確かに、少し苦手みたいだな」

「君まで意地悪を言うのか」

　拗すねた感じで、沙織が上うわ目め遣づかいに睨にらみつけてくる。その仕草がかわいらしくて、総一郎は恥ずかしさにすぐさま視し線せんを逸そらした。

「まったく、どうしてあんなものが理り解かいできるのか、それが理解できない。クラスメイトに教えてもらおうにも、音楽科の生徒は総そうじて苦手だからな」

　ぶつぶつと何やら文もん句くを言い出している。

「上かみ井い草ぐさに教えてもらえばいいんじゃないのか？」

　なんたって、美み咲さきは学年トップの成せい績せきだ。総そう一いち郎ろうでも敵かなわない。

「それはこの前の中間試験で試したけど……美咲の説明を聞いたら余よ計けいにわからなくなったんだ。かと言って、三み鷹たかに頼たのむのは人として許ゆるせない」

「じゃあ、副会長に教えてもらったら？」

　天気の話でもするくらい気楽に、仁じんがそんなこと言った。

　完全に予想外だった総一郎は、

「は？」

　と、普ふ通つうに驚おどろいていた。

「成せい績せきは学年二位で、性せい格かくも真ま面じ目めだから、いい物ぶつ件けんだよ。な？」

　とか言いながら、仁が肩かたに手を置いてくる。

「いや、でも、館たて林ばやし君の迷めい惑わくだろう」

「迷惑ということはないが……人に教えるのは、自分の勉強にもなることだし」

　そんなことを言いながら、頭の中で、放課後の教室で沙さ織おりに勉強を教えている光景を想そう像ぞうしていた。夕ゆう暮ぐれ時の図書室。席を並ならべて問題を解とく。肩が触ふれそうな距きよ離りのふたり。沙織に質しつ問もんをされたら、総一郎が答えて……というところまで考えて、総一郎は我われに返り、ぶんぶんと首を振ふって妄もう想そうを振り払はらう。なにを考えているんだと……。

「副会長はいいと申しているけど？」

「う～ん……では、頼んでもいいのかな？」

「え？　あ、ああ」

　まさか、こんな展てん開かいになるとは思っていなかったので、動どう揺ようを隠かくしきれなかった。けど、それ以上に大きな感かん情じようが総一郎の中にはあって、頭の中で小さくガッツポーズをしている自分にも気づいていた。そして、その正体がわからず、余よ計けいに総一郎の心は不安定に揺ゆらいでいく。落ち着けと言い聞かせてはみるが、冷静さは遠ざかる一方だった。

「んじゃ、ケータイの番号でも交こう換かんしておけば？」

　ごくごく自然に、仁が仕切って総一郎と沙織を誘ゆう導どうしていく。

「そうだな。そうしよう」

　何の躊躇ためらいもなく沙織がケータイを取り出す。かわいらしい猫ねこのストラップがぶら下がっている。大人おとなびた雰ふん囲い気きの沙織の持ち物としては、少し違い和わ感かんがあった。

「これは『がぶりんちょやままや～』と言って、あたしのお気に入りの『がぶりんちょべあ～』のお友達なんだぞ！」

　やままや～ということは、イリオモテヤマネコということだろうか。確たしかに、猫にしてはちょっと野や性せい味みがあるデザインになっている。

「美み咲さきが勝手につけたもので、私が自分でしたわけではないんだ」

　総そう一いち郎ろうの視し線せんが気になったのか、沙さ織おりがそんな言い訳わけを口にしてきた。上手うまいフォローも思いつかないので、総一郎もケータイを出して、赤外線通信の準じゆん備びをした。

「俺おれが先に送ればいいか？」

「うん」

　赤外線通信を使って、お互たがいの番号を交こう換かんする。ケータイを持つ手が、わずかに震ふるえてしまった。よくよく考えてみれば、女子のケータイ番号を登録するのは、はじめてのことだ。

　仁じんが何か言いたそうな目で見ていたので、総一郎は必死に平静を装よそおった。

　登録が済すむと、すぐに目の前にいる沙織からメールが届とどいた。


　──よろしく



　文末には、かわいらしい猫の絵文字が添そえられている。

　それに対して、総一郎は、


　──こちらこそ



　という、素そ朴ぼくな文面を送り返した。

「硬かたいな、副会長」

　画面を横から覗き込こんでいた仁が、呆あきれた顔をする。

「他人のケータイを覗のぞき見するな」

「悪いね。見えちゃったもんで」

　そんな話をしていると、スピーカーからアナウンスが聞こえてきた。

　──これより、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう、生徒会選挙の投票結果を発表したいと思います。関係者はスイコーのグラウンドにお集まりください

「グラウンドに集合だ！」

　残っていた全員分のたこ焼きを、ぱくぱくと口に放り込こんだ美み咲さきが真っ先に走り出す。

「あ、私のたこ焼き！」

「はうはう、早く早く！」

「他人ひと事ごとだと思って……緊きん張ちよう感かんがないな」

「それが美咲のいいところだ」

　たこ焼きまで奪うばわれた沙織が、がっかりしながらも歩き出す。でも、すぐに立ち止まって総一郎を振り向いた。

「それに、きっと大だい丈じよう夫ぶ。君は当選している」

「その自信はどこから来るんだ？」

「私が投票したから」

　そう言って、沙織は少し悪戯いたずらっぽく笑った。

　こんなやり取りも、今日は三度目だ。けど、三度目にして、総そう一いち郎ろうはその言葉を信じてみようと思った。

「姫ひめ宮みやが投票してくれたおかげで当選したら、俺おれは何をすればいいんだ？」

「う～ん……あ、そうだな。放課後も屋上に出られるようにしてほしい」

「姫宮は高いところが好きなのか」

「別に、バカだからではないからな」

　沙さ織おりが目を細めて軽く睨にらんできた。

「俺は何も言ってない」

「ならいいけど……気持ちがいいから好きなんだ。練習で煮に詰つまっているときなんか、出られたらいいのにってよく思うんだ」

「そうか」

　そんな話をしながら、総一郎は沙織たちとグラウンドに向かった。




　それから、数十分後、

　──次期生徒会の副会長に見事当選したのは、一年一組、館たて林ばやし総一郎君です！

　というアナウンスが、校内に響ひびき渡わたるのだった。








　　　　３









　あれから一年が経けい過かした今だからこそよくわかる。一年前の文化祭……あの日に、総一郎の心に、姫宮沙織という存そん在ざいは根付いたのだ。

　あの日から、色々なことがあった。

　一年目が終わり、二年目も仁じんと同じクラスになった。二度目の文化祭を経験し、二度目の生徒会選挙にも挑いどんだ。見事に当選を果たし、今では生徒会長を務つとめている。

　その間に、心の中に根付き、やがて発芽した芽は、時間をかけてゆっくりと成長していった。

　始業式や終業式で全校生徒が体育館に集まることがあれば、総一郎は無む意い識しきに音楽科の列に視し線せんを送り、沙織の姿すがたを探さがしていた。

　昼休みに学食に行けば、沙織も来ていないかを無自覚に確かく認にんしていた。

　あの日の約束通り、中間、期末のたびに図書室で勉強会をすることになれば、隣となりに座すわった彼かの女じよの横顔に見み惚とれてしまうこともしょっちゅうだった。

　最初は小さかった芽も、今では立りつ派ぱな感かん情じようの花を咲さかせている。

　もはや、見て見ぬふりはできない。嫌いやでも沙織への気持ちを自覚させられる。

　おまけに、今回は、成せい績せき順じゆん位いが下がるというあまりにも間ま抜ぬけな形で、自分の浮うわついた気持ちが浮うき彫ぼりになってしまっていた。滑こつ稽けいとしか言いようがない。沙さ織おりの成せい績せきは、勉強会のおかげでめきめきと上がり、前回の中間ではぎりぎり五十位以内に入ったというのに……。

　もう一度、廊ろう下かの掲けい示じ板ばんに貼はり出された期末試験の順位表を視し界かいに映うつした。

　何度見たところで、総そう一いち郎ろうが九位なのは変わらない。

　気になる女子が近くにいて、勉強に身が入らなくなるなんてことは、物語の中の出来事だと思っていた。なのに、まさか、自分がそうなるとは……。

　情なさけないやら、かっこ悪いやら……複ふく雑ざつな心しん境きようだ。

　総一郎がそんな自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていると、肩かた越ごしに、

「今回の結果はどうだった？」

　という声が聞こえてきた。

　はっとなって我われに返る。今では鼓こ膜まくが記き憶おくしている声こわ音ね。耳にしているだけで、少しだけ幸せな気分にさせてくれる音色は沙織のものだ。

「ひ、姫ひめ宮みやか」

「声をかけただけで、そんなに驚おどろくことはないだろう」

「いや、少し考え事をしていたんだ」

「考え事？」

　沙織が軽く首を傾かしげる。その女の子らしい仕草に、思わず表情が緩ゆるみそうになる。そのことを悟さとられないように、総一郎は表情を引き締しめた。

「たいしたことじゃない」

　まさか、沙織との出会いを思い返していたとは言えない。勝手に思い出に浸ひたっていたことが、なんだか申し訳わけないような、後ろめたいような気がして、総一郎は沙織から視線を逸そらした。すると、余よ計けいに沙織は訝いぶかしげな目を向けてくる。「本当か？」とでも言いたげだ。

　話を逸らそうにも、不自然じゃない話題が何も思いつかない。

　すると、そこで、

「はうはうは、俺おれの結果は聞いてくれないわけ？」

　と隣となりにいた仁じんが、沙織に声をかけてくれた。

「私は、三み鷹たかに興きよう味みがない」

　それを沙織がばっさりと切り捨すてる。

「生徒会長には、興味があるのにね～」

　仁が意味深な視線を向けてくる。それは、聞こえないふりをして、総一郎はやり過すごした。沙織は沙織で、人だかりの後ろで背せ伸のびをして、掲示版の順位表を確かく認にんしている。そして、すぐに、

「あれ……」

　という声を出した。恐おそらく、総一郎の名前がいつもの順位に載のっていなかったことへの驚きだ。

「今回は九位だった」

　先に、言い訳わけでもするように総そう一いち郎ろうは小さな声で伝えた。

「体調でも悪かったのか？」

　沙さ織おりの瞳ひとみは、心配そうに揺ゆらいでいる。

「そ、そういうわけではないんだが……」

　本当の理由は、口が裂さけても言えない。

「さっき言っていた考え事のせいか？」

　なのに、沙織は核かく心しんに近づいてこようとする。

「あ、いや、違ちがうんだ。その……少し集中力を欠かいていただけなんだ」

　変な汗あせが垂たれてくる。

「それは、さっきの考え事のせいか？　私でよければ、相談に乗るぞ」

　沙織の瞳は真しん剣けんそのもので、それが余計に総一郎を動どう揺ようさせた。

　こればかりは相談するわけにはいかない。沙織にだけは言えない悩なやみだ。なんたって、片かた思おもい中の相手なのだから。沙織のことが気になって勉強に集中できなかったなどと答えるのは、告白しているのと同じだ。

「せっかくだから、相談に乗ってもらえば？　はうはうにも関係あるんだし」

「ん？　そうなのか？」

「三み鷹たか、余よ計けいなことを言うな！」

　けれど、それで黙だまるような仁じんでもない。

「生徒会長の成せい績せきが落ちたのは、はうはうが原げん因いんなんだしさ」

　しかも、さらっと、爆ばく弾だん発はつ言げんをしてくれた。

「私が、原因？」

　予想もしていなかったのだろう。沙織はきょとんとしている。

「ち、違うぞ、姫ひめ宮みや！　姫宮は少しも悪くない！　悪くないんだ！」

　とっさに否ひ定ていはしたけど、すでに沙織は考え込こんでいた。そして、すぐに何か思い当たる節ふしを見つけたようで、言葉を選びながら、総一郎に聞いてきた。

「そうか……そうだな。私が試験前に勉強を教えてもらっているせいか」

「だから違うんだ」

「ごめん、館たて林ばやし君。それはそうだな。私が勉強の時間を取ってしまっていたんだから。本当にごめんなさい」

「謝あやまらないでくれ。本当に違うんだ。勉強の時間は十分に取れている。姫宮のせいじゃない」

　それでも、沙織は納なつ得とくした様子はない。それもそうだろう。どんなに否定しても、総一郎は本当の理由を口にしていないのだから。

「……だったら、何が原げん因いんなんだ？」

　喉のどの奥おくに引っかかった疑ぎ問もんを、沙さ織おりがぶつけてきた。

「それは……」

　だからと言って、質しつ問もんに答えるわけにもいかない。

「三み鷹たかには話せるのに、私には言えないのか？」

「いや、だから……」

「私は三鷹以下の存そん在ざいということか」

「はうはう、何気に俺おれに失礼なんだけど？」

「どうなんだ？」

　仁じんのことは無む視しして、なおも沙織が迫せまってくる。

「誰だれも俺の話は聞いちゃいないというわけね」

「三鷹は少し黙だまっていろ」

「はいはい。んじゃ、トイレにでも行ってくるわ」

　とか言って、仁はほんとにその場を立ち去ろうとしている。

「あ、おい、三鷹、逃にげるな！」

　今、沙織とふたりきりにされてはたまったものではない。それに、仁には爆ばく弾だん発はつ言げんをした責せき任にんを取ってもらう必要がある。

　だけど、制せい止しの声も聞かず、仁はのんきに、

「俺、噓うそは言ってないだろ？」

　などと言葉を残してトイレの方へと行ってしまった。

　噓は言っていない。確たしかにその通りだ。もちろん、言葉遊びに過すぎないが、「沙織が原因で試験勉強に集中できなかった」という点に関しては、間ま違ちがっていないのだ。

「私には言えないことなのか？」

「……そうだ」

　適てき当とうにごまかすこともできず、総そう一いち郎ろうは真ま面じ目めに答えていた。

「君はあまり自分のことを、私に話してくれないんだな」

「……」

　そこで、休み時間の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴った。

「私は、もう行く」

「ああ」

　背せ中なかを向けた沙織が廊ろう下かを遠ざかっていく。

　一度は呼よび止めようと思った。けど、手を伸のばし、口を開きかけたところで体が言うことを聞かなくなった。言えることがない。止めたいけど、何も言えない。そうしたいという気持ちと、そうできない現げん実じつが乖かい離りしている。

　もうすぐ授じゆ業ぎようがはじまる。戻もどらないといけない。だから、今は仕方がないと自分に言い訳わけをして、総そう一いち郎ろうは回れ右をした。そして、沙さ織おりとは反対方向に歩き出した。

　後日、この日のことで、総一郎は死ぬほど悩なやまされることになる。
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　メールが来ない。

　卒業式も終わり、三日後に三学期の期末試験を控ひかえた三月のある日の放課後、総一郎は生徒会室にいた。

　期末試験前とは言え、生徒会長として、いくつかやっておかなければならない仕事がある。

　一番大きな課題は、来年度早々に待ち受けている新しん入にゆう生せい歓かん迎げい会かいの準じゆん備び。各部活からの出し物の要望を精せい査さし、期末がはじまる前には合ごう否ひの返事をしなければならない。それに加えて、各委員会の紹しよう介かいや説明……もちろん、生徒会のことも、新一年生にはアピールする必要がある。この時期は重要な仕事が多いのだ。

　だが、正直なところを言えば、総一郎はあまり集中してはいなかった。

「ふ～」

　と、ため息にも似にた吐と息いきがもれる。

　ぴりっとしない総一郎の視し線せんは、またケータイを確かく認にんしていた。

　やはり、メールは来ていない。センターに問い合わせても、新着メールはなかった。

　いつもなら、試験の一週間前になれば、沙織から、


　──勉強会をお願いします



　というメールが必ず届とどいていたというのに。

　今回に限かぎっては、三日前の今日になっても何の音おと沙さ汰たもなかった。

　その原げん因いんは、正せい確かくに理り解かいしている。

　前回の試験……二学期の期末で、総一郎の成せい績せき順じゆん位いが下がったことが尾おを引いているのだ。

　沙織はふたりで行ってきた勉強会が、総一郎の足を引っ張ぱっていたのだと思い込こんでいる。そのため、今回は迷めい惑わくをかけまいと思い、勉強会のメールを送ってこないのだ。

　それどころか、この二週間くらい、まともに顔も合わせていないし、話もしていなかった。

　メールを待ちわびている総一郎の気持ちは、日に日に不安定になっていた。

　三度、ケータイを見る。ぴくりとも反はん応のうはしない。

　さっきから一分おきに確認している気がする。

　そんな自分の行動に気が付くと、総一郎は意い識しき的てきにケータイを遠ざけて、机つくえの端はしに置いた。それから、生徒会の仕事を進めようと思い、机の上のノートパソコンを立ち上げる。

　起動すると、いつものくせで、ひとつのファイルを開いていた。

　その直後、斜ななめ前の席で、うんうんと唸うなりながら書類の整理をしていた副会長の一年生が、突とつ然ぜん、バタンと机つくえに突つっ伏ぷした。

「会長～」

　人ひと懐なつっこい顔で、間ま延のびした甘あまえた声を出す。はっきり言って男子にそんな風に呼よばれても気色が悪いだけだ。

　副会長は片かた方ほうのほっぺたを机にくっつけて、完全に脱だつ力りよくした体たい勢せいになっている。

「会長～、無む視ししないでくださいよ～」

「なんだ、副会長」

　返事をしないといつまでも続きそうだったので、仕方がなく答えた。

「相談があるんですが」

「それが人に相談する姿し勢せいか？」

「お願いですから聞いてください」

「わかった。言ってみろ」

　指し摘てきを繰くり返すのも面めん倒どうになって、総そう一いち郎ろうは副会長を促うながした。ただし、視線は机に置かれたノートパソコンのディスプレイに向けられたままだ。

「彼かの女じよがほしいです」

「相談する相手を間ま違ちがえているぞ」

「百歩譲ゆずって女子と話がしたいです」

「目標が随ずい分ぶんと下がったな」

　はあ、とため息を吐つきながら、副会長が体を起こす。かと思うと突然立ち上がって、

「だって生徒会に入れば、女子もいて、イベントの準じゆん備びとかを通して仲良くなって、恋こいに発はつ展てんしたりするんだと思っていたのに、会長も、会計も、書記も、庶しよ務むも、揃そろいも揃って男だなんて詐さ欺ぎでしょ!?　俺おれ、男子校に入学したんじゃないんすよ！」

　と、妙みような力説をはじめた。

「クラスの女子と仲良くなればいいだろ」

　そんな副会長を、総一郎は雑ざつな感じで突つき放す。

「どうすれば、仲良くなれるんですか！」

　なのに、空気を読まずに、副会長が食らいついてきた。

「俺が知るわけないだろう。無む駄だ口ぐちを叩たたいているヒマがあるなら、各部活からの要望書の整理を進めてくれ」

「それなら終わりました！」

　ふたつに分けた紙の束を、副会長が提てい出しゆつしてくる。緑のクリップがＧＯサインを出すやつで、赤のクリップはＮＧを伝えるものだ。だいたい、半々くらい。

「終わったのなら、早く帰き宅たくして、期末試験の勉強をしておけ。規き則そくというわけではないが、生徒会のメンバーは五十位以内に入っておかなければならないという暗あん黙もくのルールがあるのは知っているだろ」

「だから、帰らずに俺おれらはここで勉強をしているわけだ」

　割わり込こんできたのは、副会長の向かい側の席に着いたこの生徒会の会計。昨年の夏までは野球部に所しよ属ぞくしていたのだが、ケガで継けい続ぞくすることが難むずかしくなったらしく、心機一転で生徒会に入ってきた。野球部時代の名残として、今も頭は丸まる坊ぼう主ずのままだ。体も大きく、会計と言われても、大たい抵ていの人が似に合あわないと感想を述のべるだろう。総そう一いち郎ろうと同じく二年生だ。今期の生徒会メンバーは一年生が三人もいる編へん成せいなので、二年は総一郎と会計だけになる。

「ここなら、わからないところは、会長に聞けて超ちようお得だ」

　会計の意見に同意するように、書記と庶しよ務むの両一年生も、うんうんと頷うなずいている。

「俺はお前たちの家か庭てい教きよう師しをする気はないからな」

「会長はいいっすよね～。成せい績せき優ゆう秀しゆうだし、なんだかんだで仲良しの女子いるし」

「誰だれのことを言っているんだ？」

「よく上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいと話してるじゃないですか」

　果たして、あれを「話している」と表ひよう現げんしてもいいのだろうか。かの宇う宙ちゆう人じんは、言いたいことを一方的に言って、総一郎の言葉などひとつも聞かずに去っていくだけだ。

　先日も、休み時間に突とつ然ぜん教室にやってきて、

「あたしは、カツカレーのカツ抜ぬきにするよ」

　と、謎なぞの宣せん言げんをしていた。

　そのときは、とりあえず、

「だったら、最初から普ふ通つうのカレーを頼たのめばいいだろう」

　と返したのだが、美み咲さきは話など聞かずに、もう教室から飛び出していっていた。

「あ～、あの人、めちゃくちゃかわいいですよね。俺、ものっそいタイプです」

　それまで黙だまって仕事をしていた庶務の一年生が会話に参加してきた。副会長と並ならんで、現げん生せい徒と会かいのムードメーカー的な役やく割わりをしている。

　続けて、

「僕ぼくもはじめて見たときはドキッとしましたよ」

　と比ひ較かう的てきおとなしい性せい格かくの書記もつられている。その表ひよう情じようはいつ見ても幼おさない。中学生と言われても普通に信じてしまいそうだ。

「あれは、おすすめしないぞ。ハンパないからな、ウザさが」

　最後に付け足したのは会計だ。

「でも、間ま違ちがいなく学校内でナンバーワンの美少女っすよね！」

　副会長は興こう奮ふん気ぎ味みだ。

「俺は、水泳部の朝あさ霞か先せん輩ぱいに一票。あの胸むねはやばい。エロい！」

　と庶しよ務む。

「いやいや、お前らわかってないな。なんだかんだで、小こ春はる先生だろ」

　と会計。

「出ました、先せん輩ぱいの年上好き！」

　いつのまにか、生徒会室の中では、ボーイズトークが繰くり広げられている。

「僕ぼくは、音楽科の姫ひめ宮みや先輩がいいですね」

　最後に、書記までそんなこと言い出した。

「あ～、それ、わかる、わかるなあ」

「こう、クールな感じ？　いいよな、まじで！」

　一年生の三人が、何やら頷うなずき合っている。仲がいいのは結けつ構こうなことだ。

「お前ら、度ど胸きようあるな。ああいう、美人タイプは迫はく力りよくあって、俺おれ、緊きん張ちようしてまともに目も合わせられないぞ」

　自じ嘲ちよう的てきに会計が笑っている。

「それは俺も一いつ緒しよっすよ。新しん入にゆう生せい歓かん迎げい会かいの演えん奏そうの打ち合わせさせてもらったんすけど、もう、なんもしゃべれなかったですもん。ずっと金魚のモノマネして終わってましたよ」

　とか言いながら、副会長が口をぱくぱくとさせる。どっと笑いが起きた。

「会長がいてくれたおかげで助かりましたけど……そういや、会長、姫宮先輩とも仲良くないっすか？」

「別に……普ふ通つうだ」

　今、現げん在ざいの話をすれば、むしろ、悪いんじゃないだろうか。メールが来る気配もないくらいだ。

「そんなことより、お前たち、無む駄だ話ばなしをするなら、早く帰れよ」

　少し厳きびしめに声をかけると、会計、書記、庶務の三人は、すたっと元の勉強に戻もどった。副会長だけは不満そうに頰ほおを膨ふくらませている。男がやってもちっともかわいくない。

　そんな中、心の中で深いため息を総そう一いち郎ろうは吐ついた。一体、何をやっているのだろう。今のは、完全にただの八つ当たりだ。沙さ織おりのことを話題に出されて、冷静でいられなくなっていた。

　吸すい寄よせられるように、机つくえの端はしに置いたケータイに目線がいく。

　結局のところ、問題なのはメールが来ないことではないのだ。成せい績せきの順位が落ちたことでもなければ、沙織と気まずい雰ふん囲い気きになっていることでもない。

　そもそも、問題ですらないのかもしれない。

　ただ単たん純じゆんかつ純じゆん粋すいに、総一郎が沙織を好きになっていて、その気持ちに振ふり回されているだけなのだから。

　それが、本ほん質しつ。

　一体、この胸むねのもやもやはどうすればいいのだろうか。

　世の中には告白というイベントがあるらしいが、では、それを総そう一いち郎ろうも行えばいいのか。いや、とてもではないけど、面と向かって沙さ織おりに「好きだ」なんて言えない。

　言えたとしても、それはきっと事じ故このようなものだ。

「はあ～」

「会長はため息吐ついて、さっきから何をしているんですか？」

　フグみたいな顔のまま、副会長がノーパソの画面を覗のぞき込こんでくる。

　ディスプレイに表ひよう示じされていたのは、あるひとつのファイル。

　冒ぼう頭とうには『放課後の屋上開放について』と記しるされている。生徒会が全校生徒の要望を受けて、学校側に校こう則そくの見直しや、規き則そくの変へん更こうを求めるための要望書だ。

「あ～、屋上の開放ですか」

　その声に、書記が顔を上げる。

　一番切実なのは運動部で、放課後の活動場所のひとつとして、開放してほしいという要望が多い。他だと、美び術じゆつ科かの生徒から、風景画を描かくために使いたいという意見が多数寄よせられていた。それ以外では、思い切りトランペットを吹ふきたいとか、屋上で告白をしたいとか、個こ人じんの主しゆ張ちようとしては色々ある。

「それ、去年の生徒会でも学校側に掛かけ合って、却きやつ下かされたんですよね？」

　質しつ問もんを受けて、総一郎は小さく頷うなずいた。数日前にこの学校を卒業した前生徒会長が、結けつ構こうしつこく教頭に掛け合っていたのだが、結局、実じつ現げんには至いたらなかったのだ。

「安全の管理が万全ではない以上、放課後も開放するのは危き険けんが伴ともなうというのが学校側の主張だ。俺おれが入学する前……四年ほど前には、普ふ通つうに開放されていたそうだが、そのときの生徒が、バレーボールや野球をはじめる始末で、ボールが外に飛び出すようなことが多々あったらしい」

「屋上で野球か～、開放されたら確かく実じつにやるな」

　うれしそうにそう断だん言げんしたのは、元野球部の会計だ。

「会計のような無む鉄てつ砲ぽうな生徒がいるから、無理だという話だ」

「俺のせいかい」

「けど、それって、要するに何かあったときに、誰だれも責せき任にんを取りたくないって話でもあるわけですよね？」

　椅い子すの背せもたれに寄よりかかった庶しよ務むは、口にシャーペンをくわえている。

「身も蓋ふたもない言い方をすればそうだ」

「そういうのって、大人おとなの一番面めん倒どうくさいところじゃないっすか」

　顔に似に合あわず、副会長がわかったようなことを言う。

「生徒会長は、提てい案あん書しよを出す気なんですか？」

　少し表ひよう情じようを引き締しめて、書記が聞いてきた。

「書記は反対と言いたいようだな」

「絶ぜつ対たいに反対とは言いませんが……屋上の開放をめぐって、前生徒会は先生方との折り合いが悪かったと聞いたものですから。そういうのはちょっと……」

「なるほど、そういう意見か」

　避さけられる摩ま擦さつをわざわざ起こす必要はない。その考え方は理り解かいできる。

　丁度いい機会だと思い、意見を求めるように、総そう一いち郎ろうは全員に視し線せんを送った。

　すると、まず先に、副会長が答えた。

「俺おれも反対っすね。通したい提てい案あんは色々あるのに、去年ＮＧ出されたやつにこだわって、先生たちとこじれて、他もＮＧ出されるとかってなると、超ちよう厄やつ介かいだし、そんなんじゃ何もできないし、生徒会に入った意味ないっすもん」

「副会長と同意見です」

　と庶しよ務むが手を上げて主しゆ張ちようした。

　あと答えていないのは、会計だけだ。

「俺はどっちでも、というのが本音だけど、卒業になる俺や会長はいいとして、残る一年坊ぼうのお前らが、来年も生徒会をやるって言うなら、ここで揉もめる必要はないと思うかな。教頭としたら、前生徒会が解散して、放課後の屋上開放の件けんは、もう話が付いたもんだと思ってるだろうし、それを蒸むし返すと、思っている以上に厄介なことになると思う」

「そうか、みんなの意見はわかった。俺も、今すぐ出すつもりで用意していたわけじゃないんだ」

「じゃあ、なんで提案書を？」

　全員の視線が総一郎に集中する。

「全校生徒から要望で、これが一番多いのは知っているだろう。準じゆん備びをするくらいはしておかないとな」

「まあ、そうなんすよね～。だからこそ、実じつ現げんしたらかっこいいと思うんですけど」

　副会長は納なつ得とくしてくれたようだが、総一郎自身は自分の言葉を少しも信じてはいなかった。

　提案書を作っていたのは、ある言葉が引っかかっていたからだ。

　——放課後も屋上に出られるようにしてほしい

　沙さ織おりが言っていたことだ。

　その記き憶おくがなければ、提案書など作ろうとは思わなかっただろう。学校側に掛かけ合うにしても、任にん期きが終わる直前でいいと考えたに違ちがいない。

　それまでは、教きよう師し陣じんといい関係を築きずいておいた方が利口だ。色々なことがスムーズにできるから。今のところ、成せい績せきもよく、生せい活かつ態たい度どもしっかりしている総一郎への信しん頼らいは厚あつい。生徒会長に立りつ候こう補ほする前にも、何人かの先生から「お前がやってくれたら安心だ」と太たい鼓こ判ばんを押おされていたくらいだ。その期待に、今のところは十分に応こたえられているのだと思う。

　それに、屋上の開放に関しては、学校側の言い分も理解できる。それこそ転てん落らく事じ故こでも起こったら、誰だれも責せき任にんなど取れないのだ。そういう側面を慎しん重ちように考えることだって、とても大事で必要だと思うことが総そう一いち郎ろうにはできた。

　仁じんなら、頭が固いとか、真ま面じ目めだとか、つまらないだとか言うだろうけど、安全で健全な高校生活を過すごすために、必要なルールだってある。そして、そのルールは守ってこそ意味があるのだ。

「この提てい案あん書しよは出さない」

　改めて総一郎はそう宣せん言げんした。

　それから、各々に勉強をしたり、生徒会の仕事をしたりして、三十分後くらいに解かい散さんした。





　最後になった総一郎が、生徒会室に鍵かぎをかけて廊ろう下かに出る。

　昇しよう降こう口ぐちに向けて歩いていると、途と中ちゆう、階かい段だんを下りてきた仁と鉢はち合あわせた。

「こんなところで出会うと運命を感じちゃうな」

「お前は、その足で病院に行け」

「生徒会長ともあろうお方が冷たいね」

「三み鷹たか限げん定ていだ」

「そりゃ、特別扱あつかいどうも」

「……」

「……なんか、今日は機き嫌げん悪わるいのな」

「そんなことはない」

「さては、はうはうとケンカでもした？」

「……」

　黙だまるようにと送った鋭するどい視し線せんを、仁はさらりとかわしてしまう。

「さっき図書室覗のぞいたら、はうはうがひとり寂さびしく勉強してたけど？　危あやうく、やさしい言葉をかけそうになったよ」

「誰のせいだと思っている」

「まるで、俺おれのせいだと言っているように聞こえるね」

「まるでは不要だ。前にお前が余よ計けいなことを言ったことが原げん因いんだろうが」

「生徒会長の成せい績せきが落ちたのは、はうはうのせいだってやつ？」

「そうだ」

「そりゃあ、責せき任にん感じるね～。悪いけど、生徒会長からその言葉の意味をちゃんと説明しておいてくんない？　はうはう、絶ぜつ対たいに誤ご解かいしてるから」

「自分で謝しや罪ざいして誤解を解といてこい」

「俺、信用されてないんでね。はうはう、信じちゃくれないって。それに、言ってもいいわけ？　生徒会長の成績が落ちたのは、はうはうのことばかり考えていて、勉強に集中できなかったからだって」

「それ以上しゃべったら殴なぐるぞ」

　大げさに仁じんが降こう参さんのポーズを取る。

　だけど、それは態たい度どだけで、口を閉とじる気配はない。

「言わなくてもわかっていると思うけど、俺おれがはうはうに言おうが言うまいが、どの道、はうはうは自分が原げん因いんだと気づいたと思うぞ」

「……だから、自分は悪くないと言いたいわけか？」

「恩おん着きせがましいことを言えば、俺のせいにできた分、気が楽だったろ？」

「……」

「というわけだから、はうはうのことは生徒会長に任まかせるわ」

「なんで、俺がお前の尻しり拭ぬぐいをしなければならない」

「ったく、頭固いのもいい加か減げんにしておけよ。そんなの決まってんだろ。はうはうと、勉強会をしたいのは、俺じゃなくて、生徒会長だからだよ」

「……っ！　お、俺は別に！」

　核かく心しんを突つく一言に、総そう一いち郎ろうは言葉に詰つまった。

「もうひとつ言えば、はうはうが待っているのは俺じゃなくて、生徒会長だからかな？　他人の期待に応こたえるのは得意だろ？　優ゆう等とう生せいの生徒会長はさ」

「……」

　軽い調子のくせに、仁の言葉はぐいぐいと総一郎の内部へと切り込こんでくる。

「俯ふ瞰かん的てきに世の中を見て、傍ぼう観かん者しや決め込んでいるのは結けつ構こうだけど、それで、身近な人間傷きず付つけてるようじゃ、生徒会長が嫌きらいな俺と同じだっての」

　仁の目は、それが嫌いやだったら、自分で行けと語っていた。

「たまには主人公になったつもりで、『今度の期末試験では、一位を取るから心配するな』って、はうはうに言ってあげたら？　喜ぶと思うぞ」

「簡かん単たんに言うな」

「他人ひと事ごとだから、簡単に言うに決まってんでしょうが」

「上かみ井い草ぐさから逃にげ回っている三み鷹たかにとっては、他人事でもないだろ」

　言われっぱなしだった鬱うつ憤ぷんを晴らすように、総一郎は精せい一いつ杯ぱいの皮肉を込めた。

「お互たがい他人のことはよくわかってんのな。やっぱり、生徒会長とは気が合うわ」

　そう言い残して、仁は手をひらひらと振ふりながら遠ざかっていった。

　仁の姿すがたが見えなくなると、どっと怒いかりのようなものが込み上げてきて、体中を熱く満たしていった。その感かん情じように動かされるまま、総一郎は叩たたきつけるように、壁かべに両手をばんと突いた。手のひらがじりじりと痛いたむ。だけど、それでわだかまる感情を忘わすれるなんてことはできない。

「言いたいことを言いやがって……」

　仁じんの言葉は鼓こ膜まくに張はり付いて残っている。悔くやしいが仁の言う通りだ。結局は、総そう一いち郎ろうの問題でしかない。

「でも、だからって、どうしろと言うんだ！」

　壁かべに突ついた拳こぶしをきつく握にぎる。もう、本当はわかっていた。答えは出ている。ただ、勇気が足りていないだけの話なのだ。

「くそっ」

　それでも、最後は意地が総一郎を動かした。

　来た道を引き返していく。向かうのは、図書室だった。






　図書室にやってきた総一郎は、迷まよわずにある場所を目指した。

　ドアから一番遠い奥おくの机つくえ。今日まで、試験のたびに、沙さ織おりとの勉強会で使用していたお気に入りの場所だ。

　本ほん棚だなの影かげを抜ぬけると、思っていた通りの席に、沙織の姿すがたを見つけた。頭から煙けむりでも噴ふん出しゆつしそうなほど険けわしい表ひよう情じようで、教科書の問題と格かく闘とうしている。

　沙織の方は総一郎が来たことに気づいた様子はない。

　音楽を聞きながら勉強をしているせいだろう。

　いつものヘッドフォンはしていないけど、ふわふわのショートヘアの中から、イヤホンのコードが垂たれていて、机の上に置かれた携けい帯たい音おん楽がくプレイヤーに繫つながっている。

　総一郎は緊きん張ちようした足取りで、沙織のすぐ側まで移い動どうした。

　真横まで来ても沙織は気づかない。

　手強い数学の問題に意い識しきは集中しているようだ。

　ノートを覗のぞき込こむと、微び分ぶんの問題だとわかった。

「一度、式の形を変えてから、この例題と同じ解とき方をするんだ」

　教科書の例題を指差しながら総一郎が指し摘てきすると、驚おどろいた沙織が勢いきおいよく顔を上げた。見開かれた目に、総一郎を映うつしている。

　かと思うと、すぐさま、沙織はばつが悪そうに視し線せんを逸そらした。

「君か……」

「最初の式が扱あつかいにくければ、展てん開かいするなり、まとめるなりして形を変えるといい」

　そう言いながら、沙織の隣となりに座すわった。

　沙織は総一郎が教えた通りに、ノートに数式を書き、無言で計算を進めていく。少しして、答えを導みちびき出した。

「できた」

　と言って、ぱっと明るい表情を総一郎に向けてきた。

　だけど、今度もまた何かを思い出したように、素す早ばやく笑顔をしまって顔を背そむけてしまう。

　そして、総そう一いち郎ろうの存そん在ざいを無む視しするように、次の問題に取り掛かかる。

「それ、何を聞いているんだ」

　耳を指差して、合図をする。

　横目で見てきた沙さ織おりは、少し悩なやんだ素そ振ぶりを見せたあとで、片かた方ほうだけイヤホンを外して総一郎に差し出してきた。

　受け取ったイヤホンを耳にはめる。

　流れていたのはクラシック。沙織の音楽の趣しゆ味みは幅はば広ひろく、ポップスやロック、ジャズだけに留とどまらず、アニソンやゲーム音楽まで聞いている。だから、正直、音楽で話を合わせるのは大変だ。

　しばらく無言で曲を聞き続けた。

　沙織はその間にふたつの問題を解といた。

　答え合わせが終わったところで、

「これ、モーツァルトか？」

　と、総一郎は聞いた。

　沙織は意外そうな顔をする。まさか、知っているとは思わなかったのだろう。

「よくわかったね。あまり有名な曲ではないのに」

「勉強をしたんだ」

「え？」

「その……もっと姫ひめ宮みやと上手うまく話ができるように」

「……そう、なんだ」

「あ、ああ」

「それは、その……どういう意味？」

　俯うつむいた沙さ織おりの頰ほおは朱しゆに染そまっている。

　だけど、その表ひよう情じようを楽しんでいる余よ裕ゆうが総一郎にはなかった。たぶん、総一郎の方が赤い顔をしている。

「つまり、その……」

「つまり？」

「お、俺おれは……」

「……」

　沙織が息を呑のむのがわかった。

　心しん臓ぞうが痛いたいくらいに脈打っている。音が聞こえてくるほどだった。

「俺が言いたいのは、俺は大だい丈じよう夫ぶだということだ！」

「え？」

　途と端たんに、沙織はきょとんとした表情をする。

「俺おれの成せい績せき順じゆん位いが落ちたことを姫ひめ宮みやが気にすることはない。だから、遠えん慮りよせずに今まで通り勉強会も俺はしたい。大だい丈じよう夫ぶだ」

　そこで、一度言葉を切った。それから、

「次の試験では必ず二位を取る」

　と力強く断だん言げんした。

「約束する。指切りをしてもいい」

　最後に、早口でそう付け足す。

「……」

　沙さ織おりは何も言わない……と思ったら、急に大きな声で笑い出した。

「な、なぜ笑うんだ？」

「今の流れなら、絶ぜつ対たいに『一位を取る』って言うんだと思ったから」

　なおも沙織の笑い声は止まらない。仁じんからもそう言えとアドバイスされていたが、そのままでは芸がない。それに総そう一いち郎ろうは、できるかわからないことをできると約束するような性せい格かくでもなかった。

「言っておくが上かみ井い草ぐさに勝つのは並なみ大たい抵ていのことではないんだぞ」

「そうだな。君が勝てないんだから」

　沙織はまだ笑っていて、目の端はしに溜たまった涙なみだを指で拭ぬぐっていた。

「そんなに笑うことはないだろう」

「ごめん」

　結局、沙織の笑いがやんだのは、それから五分後のことだった。






　その後、同じ音楽を聞きながら、ふたりは一時間ほど勉強をして帰き宅たくすることにした。

　図書室を一いつ緒しよに出る際さいに、総一郎は沙織の荷物の中に、楽器のケースらしきものがあることに気づいた。

　中身は恐おそらくヴァイオリンだ。沙織の本ほん職しよくはピアノだけど、音楽科の生徒全員でオーケストラ演えん奏そうを行う際には、沙織はヴァイオリンを弾ひいている。本人は趣しゆ味み程てい度どの拙つたない腕うで前まえだとは言っていたけど、文化祭や卒業式での演奏を聞いた限かぎりでは、どこが拙いのか総一郎にはさっぱりわからなかった。優ゆう雅がにヴァイオリンを奏かなでる姿すがたは、とても絵になっていたから。

「帰宅してからも練習するのか？」

「ん？　ああ、これか」

　沙織がヴァイオリンのケースを持ち上げる。

「気き分ぶん転てん換かんのようなものかな。音楽は好きだけど、ピアノはあまり気楽には弾けないんだ。本気になってしまうから。だけど、ヴァイオリンは下手へたでもいいから気が楽というか……音ね色いろも好きだし」

　そんな話をしながらふたり並ならんで廊ろう下かを進んでいく。

　階かい段だんの前に来たところで、半歩ほど前を歩いていた総そう一いち郎ろうは、あるものを視し界かいに捉とらえた。直後、ドキッとして踏ふみ出していた足を後ろに戻もどした。廊下の壁かべに身を寄よせる。

「どうしたの？」

　疑ぎ問もんを口にしながら、階段を下りようとしている沙さ織おりの腕うでも引っ張ぱった。

「なんだ、いきなり」

　不満を含ふくんだ沙織に対して、総一郎はし～っと指を口元に当てる。

「ん？」

　沙織はますますわからないという顔をしていたけど、総一郎が階段の方を無言で指差し、物もの陰かげから踊おどり場を覗のぞき込むと口を「あ」の形にして驚おどろきながら納なつ得とくしていた。

　階段の踊り場にいたのは、同学年の男女。格かつ好こうから察するに、野球部の二年生とそのマネージャーだ。そのふたりが、キスをしている場面に遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

　廊下の壁に身を寄せて、総一郎は深しん呼こ吸きゆうをした。その隣となりでは、同じように壁に背せ中なかを張はり付かせた沙織が、顔を赤くして、「うわ～」とか言っていた。

「もう～、キスは試合に勝ったらって言ったでしょ」

　踊り場の方から声が聞こえる。

「とりあえず、もう一回してえ」

「だ～め。なんか鼻息荒あらいし、あたし襲おそわれそうだもん」

　階段を下りる足音と一いつ緒しよに、ふたりの声が遠ざかっていく。

「じゃあ、次の試合勝ったら」

「まあ、考えてあげなくもないけど」

「え、まじ？」

「言っておくけど、キスのことだからね」

「なんだよ～」

「そんな態たい度どだったら、させてあげない」

「うそうそ、今の噓うそだって！」

　そのあとのやり取りは、もう遠くなって聞こえてこなくなった。

　それで安心したのか、総一郎と沙織は、同時に、「はあ」とため息を吐ついた。

「私はすごい場面を見てしまった」

「そうだな」

「……」

「……」

「え、えっと、帰ろうか」

「そ、そうだな」

　ぎこちない足取りで、階かい段だんを下りていく。

「……」

「……」

　先ほどの光景が後を引いているせいか、お互たがいに何か言おうとしながらも、気の利きいた話題は出てこなかった。

　それどころか、墓ぼ穴けつを掘ほった沙さ織おりが、

「そ、その……館たて林ばやし君は、キスしたことあるのか？」

　と聞いてきた。ギクシャクした空気を入れ替かえるどころか、さらに深みへと足を踏ふみ入れている。

「な、ないに決まっているだろ！　三み鷹たかじゃあるまいし！」

「三鷹とは全然違ちがうけど、したことがあってもおかしくはないと思う。わ、私たちは高校生なのだし……」

「そ、そういう姫ひめ宮みやこそ、どうなんだ？」

「わ、私か!?　私こそ、あ、あ、あ、あるはずがないだろう。そ、その……だって、付き合ったことだってないんだ……」

「それは意外だな。男子の間では、人気があるのに。今日も、生徒会の連中が、姫宮のような美人と付き合いたいと話していたぞ」

「毎日のように、生徒会室に集まって何を話しているのかと思えば、そんな内ない容ようなのか？」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしが総そう一いち郎ろうに突つき刺ささる。

「いや、俺おれがしているわけではなくて！」

「人のせいにするのはよくないな」

「……う、確たしかに、そうだな。反省しよう。だが、本当に俺はしていないからな」

　それに小さく沙織が笑う。どうやら、からかわれていたらしい。

　階段を下りて、下げ駄た箱ばこで靴くつに履はき替かえる。

　外に出ると見事な夕焼け空が総一郎と沙織を出で迎むかえた。

「綺き麗れいな夕日」

「そうだな」

　同意しながらも、総一郎が主に見ていたのは、夕日に照らされた沙織の横顔だった。光が沙織をいつも以上に大人おとなびて見せている。

「屋上から見たら、もっと綺麗だろうな」

　何の気はない、沙織の呟つぶやき。殆ほとんど独ひとり言だった。

　だけど、その言葉が、妙みように総一郎の胸むねには引っかかった。

「屋上か……」

　だから、自然と総一郎の口からも零こぼれ落ちた。

「帰ろうか」

　沙さ織おりが先に歩き出す。

　だけど、総そう一いち郎ろうは動かなかった。不思議に思ったのか、沙織が立ち止まって振ふり向く。

「館たて林ばやし君？」

「すまない。用事を思い出した」

「え？」

「姫ひめ宮みやは先に帰ってくれ」

「あ、うん。そうか、じゃあまた明日」

「ああ、また明日」

　手を振る沙織に、軽く手を上げて応こたえ、彼かの女じよの後ろ姿すがたが見えなくなるまで見送った。

「さて、やるか」

　まだこの時間なら、教頭先生は職しよく員いん室しつに残っているだろう。

　上うわ履ばきに履き替えて、生徒会室まで急いだ。途と中ちゆう、ひとりの教きよう師しとすれ違ちがい、総一郎は生まれてはじめて、「廊ろう下かを走るな！」と注意された。それでも、走ることをやめなかった。





　それから数分後、息を弾はずませた総一郎は職員室にいた。

「教頭先生」

「ん？　ああ、君か、なんだね？」

「生徒会から提てい案あんがあります」

　そう言いながら差し出したのは、『放課後の屋上開放について』と記された提案書だった。









　　　　５










　二年最後の期末試験で、総一郎は沙織に約束した通り、見事二位に返り咲ざいた。

「一位でもよかったのに」

　廊下に貼はり出された順位表を前にして、沙織にはそんなことを言われた。

　それに対して、総一郎が、

「一位では約束を破やぶることになる」

　と言うと、

「律りち儀ぎというか、頭が固いというか」

　と笑っていた。

　そんな三学期の期末試験が終わると、短い春休みとなり、すぐに新年度がやってきた。総一郎や沙織、仁じん、美み咲さきは高校生活も最後の年となる三年生になった。それと同時に、新一年生が入学してきて、スイコーには新しい季節の風がそよいでいた。

　一年生は当然のこと、二年、三年も四月のうちは新しいクラスや環かん境きようにまだ馴な染じんでおらず、学校全体にそわそわとした雰ふん囲い気きがあった。

　この年に限かぎっては、特別な話題もあった。二年の美び術じゆつ科かに編へん入にゆうしてきたひとりの女子生徒。なんでも、画家として世界的に実力を認みとめられている人物らしく、その上、神しん秘ぴ的てきな魅み力りよくを持ち合わせた美少女だということで、学年を問わず色々と噂うわさになっていた。しかも、住んでいるのが問題児の巣そう窟くつであるさくら荘そう。話題にならない方がおかしい。

　そんなこともあって、何かと浮うき足立っていた新学期早々のスイコーだったが、一週間、二週間……と経けい過かしていくたびに、徐じよ々じよに落ち着きはじめて、ゴールデンウィークが明けた頃ころには、誰だれもが似にたような毎日を繰くり返すようになっていた。

　総そう一いち郎ろうもその例に漏もれず、五月にもなると平へい凡ぼんな日々の中にいた。






　そんな五月下げ旬じゆんの日曜日。

　生徒会の仕事を片かた付づけるために、総一郎は昼ひる過すぎから学校に来ていた。天気はあいにくの雨。そのせいか、部活にきている生徒も少なく、校内はやけに静かだった。

　それでも、生徒会室には、全メンバーが揃そろっている。

　例年、これくらいの時期になると、秋の文化祭に向けた準じゆん備びがスタートする。

　先ほど役やく割わり分ぶん担たんを決め、今は過か去この資し料りようを見てもらい、自分が何をすればいいのかを各かく自じ把は握あくしているところだった。

　資料を見ていたメンバーからは、度々、「うわっ、こんなにやることあるのか」とか、「ここも生徒会の仕事なんですか？」とか、「会長が今から準備をするって言ったわけがわかりました……」とか、悲鳴にも似にた感想が聞こえてきている。

　落ち着いているのは総一郎だけだ。副会長として参加した去年の経けい験けんがある分、順当に進めればなんとかなるとわかっている。

　問題なのは、なんとかなる見通しが立っていない他の案あん件けんの方だ。

　机つくえの上の書類に視し線せんを落とす。その書類には『放課後の屋上開放について』と書かれていた。

　勢いきおい余あまって教頭に提てい出しゆつしたのが二ヵ月前。

　さすがに出した直後は、ぴりっとした空気が生徒会室と職しよく員いん室しつの間には流れていた。

　けど、一週間もすると、それは何事もなかったかのように収おさまった。

　その理由は、総一郎の姿し勢せいにあった。

　昨年、前生徒会長は、なんとか教頭を中心とした教きよう師し陣じんを説き伏ふせようと、管かん理り体たい制せいの強化や、屋上使用のルールの制定を軸じくとした安あん全ぜん性せいの確かく保ほを武ぶ器きに戦っていた。その姿すがたをずっと側で見てきた総一郎は、あえて安全面の話などは持ち出さない作戦に出たのだ。

　ただ、熱心に、

「多くの生徒から要望がありますので、先生方のお力をお貸かしいただけないでしょうか」

　と頼たのみ続けている。

　それこそ、提てい案あん書しよを提出した日から、一日も欠かすことなく総そう一いち郎ろうは職しよく員いん室しつに顔を出して、協力をお願いしている。

　その効こう果かはそれなりにあったようで、二週間ほど前には、「今度の職員会議で検けん討とうする」と返事をもらうまでになった。

　だが、問題はここからだと総一郎は思っている。

　検討してもらうだけではダメなのだ。形だけで終わらされてしまう可か能のう性せいが高い。だからと言って、今は職員会議の結果を待つ以外にはないのだが……。

「会長～」

　机つくえに突つっ伏ぷした副会長が間ま延のびした声をかけてきた。

「なんだ、副会長」

「キスがしてみたいです」

「あ、俺おれも」

　副会長に便乗してきたのは庶しよ務むだ。

「よかったな、副会長。キスをする相手が見つかったぞ」

　投げやりに総一郎が言うと、ふたりがじっと見つめ合う。

「そんなに見るなよ」

「そっちこそ」

　なにやら微び妙みような空気になっている。かと思ったら、ふたり同時に、

「おえ～」

「げえ～」

　と苦しみもだえ出した。大方、キスをするシーンでも想そう像ぞうしたのだろう。

　これでしばらくは静かになると思ったのだが、副会長はすぐに復ふつ活かつした。

「会長～」

「今度は、なんだ？」

「なんで、屋上開放の提案書、ひとりで出しちゃったんですか～」

　書類をめくっていた総一郎の手が止まる。

「その件けんについては、何度もすまなかったと謝あやまっただろう……」

「どうせ出すなら、俺も一いつ緒しよに行きたかったのに」

「俺も俺も」

「僕ぼくもです。会長は水みず臭くさいですよ」

　副会長に続いて、書記と庶務がここぞとばかりに責せめてくる。

「悪かった。今度何かするときには必ず一緒に行く」

　二ヵ月前に意見を聞いたときには、全員提出に反対するようなことを言っていたのに、いざ出してみると、総そう一いち郎ろうは出したこともよりも、どうしてひとりで出してしまったのかを生徒会メンバーから責せめられた。

　もちろん、総一郎としては、学校側と争うことになるのは自分だけでいいという考えがあっての行動だったのだが、彼かれらはそれを許ゆるさなかった。

　そのときに、意外と自分は生徒会の他のメンバーから信しん頼らいされていたんだと気づいた。逆ぎやくに、

「会長はもっと俺おれらを信用してくださいよ～」

　とも指し摘てきされ、ドキッとさせられた。

「会長が優ゆう秀しゆうなのはわかってますけど、全部ひとりでやられたら、俺らなんなんすか」

　しつこい副会長に至いたっては、あれから二ヵ月が経たった今でも、こうして時々話題に出して文もん句くを言ってくる始末だ。

「本当にすまなかった」

　総一郎がいつものように謝あやまると、ようやく副会長は納なつ得とくした様子で、席に座すわって文化祭の書類整理に戻もどった。

　心の中で一息を吐つく。会話が途と切ぎれ、静かになったところで、半分ほど開いた窓まどの外から、ヴァイオリンの音色が聞こえてきた。弾ひいているのが誰だれかまではわからない。沙さ織おりが練習に来ているのかもしれない。そうだったらいいな、などと考えていると、生徒会室のドアがノックされた。

「はい」

　返事をすると外からドアが開く。

　顔を出したのは、総一郎のクラス担たん任にんをしている高たか津つ先生だ。三十を過すぎた男だん性せい教きよう師しで、現げん在ざい、結けつ婚こん三年目。最近は奥おくさんとの関係に危き険けん信しん号ごうが点灯しているらしい。

「お、いたいた」

「どうしたんですか、高津先生」

「職しよく員いん会かい議ぎの結果を伝えようと思ってな」

　総一郎を含ふくむ、生徒会メンバーの視し線せんが入り口付近に立った高津に集中した。

「通ったぞ。来月……六月一日から放課後も屋上を開放する」

　生徒会メンバー全員が、一度顔を見合わせる。二度、三度と瞬まばたきをした。

　その次の瞬しゆん間かん、

「やった～！」

　と副会長がバンザイをしながら飛び上がり、それに庶しよ務むも続いた。書記は手を叩たたいて喜んでいる。会計は豪ごう快かいなガッツポーズを決めていた。

　肝かん心じんの総一郎はというと、いまいちぴんときていなかった。

「本当ですか？」

「こんなことで噓うそをつくわけないだろ。まあ、なんだ。館たて林ばやしの熱意が職員一同を納得させたというところだな。ああ、これ、屋上の鍵かぎだ。生徒会でも管理しろ」

　室内に入ってきた高たか津つが、総そう一いち郎ろうの手に銀色の鍵を握にぎらせる。

「それで詳くわしい話だが……」

　説明をはじめようとするそんな高津の話を遮さえぎり、

「会長、お祝いしましょう！　俺おれ、ジュース買ってきます！」

　と言って、庶しよ務むが廊ろう下かに飛び出していった。

「だったら、売店！　パーティするなら、お菓か子しもいるっしょ！」

　副会長もあとを追いかける。

「あ、おい！　日曜だから、売店はやってないぞ！」

「なら、近くのコンビニ行ってきます！」

「少しくらいは、先生の話を聞いてくれてもいいだろ、お前ら……」

　なにやら、高津は寂さびしそうだ。

　そんな中、総一郎はまだぼんやりしていた。

「おい、会長、しっかりしてくれよ」

　会計が丸めた書類を投げてきた。それが総一郎の頭に当たる。

　床ゆかの転がった紙くずを律りち儀ぎに拾って、ゴミ箱に放り込こんだ。

「いや、なんだか、不思議な感じがしたんだ」

「何が不思議だって？　会長が職しよく員いん室しつに通い詰つめた成果だろ。喜べよ」

「そうじゃなくて……お前らがこんなに喜んでくれるとは思ってなかったんだ」

　一いつ瞬しゆん、会計が目を丸くする。けど、すぐに破は顔がんして、

「たぶん、会長が思っている以上に、俺らは真ま面じ目めに生徒会の仕事をするお前のことが好きなんだよ」

　と言ってきた。

「そうか。それは……ありがたい話だな」

　自然と総一郎も笑みを浮うかべていた。

　

　買い物から戻もどってきた副会長と庶務は、両手一いつ杯ぱいにお菓子とジュースを買い込んでいた。そのお会計は、まだ生徒会室に残っていた高津が持ってくれることになり、おごりとあって、存ぞん分ぶんに盛もり上がった。

　お開きになったのは、二時間後。午後の五時を回っていた。

　散らかった生徒会室を片かた付づけ、大量に余あまったジュースは冷れい蔵ぞう庫こに入れて、残ったお菓子は分ぶん担たんして持ち帰ることになった。

　帰りがけに、総一郎はひとりで職員室を訪たずねて、屋上の開放に賛さん成せいしてくれた先生方に、

「ありがとうございました」

　と感かん謝しやの念を伝えた。

　職しよく員いん室しつを出ると、下げ駄た箱ばこに向けて歩みを進める。

　物静かな校こう舎しや内ないを進んでいると、その静けさにそぐわない高こう揚よう感かんが体を支し配はいしていることに総そう一いち郎ろうは気がついた。

　廊ろう下かを走りたいという衝しよう動どうがあった。

　けど、実じつ際さいに走ったりはしない。誰だれも見ていないからといって、規き則そくを破やぶるような総一郎ではないのだ。

　階かい段だんを下っていく。その途と中ちゆう、背せ中なかから声をかけられた。

「館たて林ばやし君」

　振ふり向くと、沙さ織おりが後ろから追いかけてきた。

　階段の踊おどり場で合流する。

「生徒会の仕事？」

「ああ、そうだ」

　沙織は練習にきていたのだろう。手にはヴァイオリンのケースがある。先ほど聞こえた演えん奏そうは沙織だったのかもしれない。

「……」

　なにやら、不思議そうに沙織が顔を見てくる。

「な、なんだ？」

「いいことでもあった？」

「え？」

「だって、頰ほおが緩ゆるんでる」

　慌あわてて、表ひよう情じようを引き締しめる。

「もったいない。せっかく、いい顔だったのに」

　どこか沙織は残念そうだ。

「姫ひめ宮みや、今、少し時間いいか？」

　思考よりも先に、言葉が口を飛び出していた。

「ああ、練習も終わって、帰るだけだから急ぎの用事はないよ」

「じゃあ、少し付き合ってくれないか？　見せたいものがある」

「見せたいもの？」

「ついてきてくれ」

　沙織の疑ぎ問もんには曖あい昧まいに答えて、総一郎は黙もく々もくと階段を上っていく。

　二階に戻もどり、三階に上がる。でも、まだ止まらない。

「この上は、屋上だぞ？」

「知っている」

「今は開放されていないはずだ」

　そこで、屋上に続くドアの前までやってきた。

「屋上の開放は毎年全校生徒からの要望が多くて、今年も生徒会として先生方に掛かけ合っていたんだ」

「そうなのか？　全然話してくれなかったじゃないか」

「できれば、驚おどろかせたかったから……それで、今日になって許きよ可かが下りた。来月……六月一日から、放課後も屋上は開放されることになった」

「だとしても、今日はまだ五月二十三日だ」

「こういうものがある」

　ポケットの中から取り出した銀色の鍵かぎを、総そう一いち郎ろうは沙さ織おりに見せた。

「真ま面じ目めな生徒会長が規き則そく違い反はんか？　そういうのは職しよつ権けん乱らん用ようと言うんだぞ」

　そう指し摘てきしながらも、沙織の表ひよう情じようはどこか楽しげだ。

「休日にも登校して、生徒会の仕事をこなしているんだ。これくらいの役得があってもばちは当たらないだろう」

「だとしても、館たて林ばやし君にルール違反は似に合あわない」

「そうだな。こんな大それたことをしたことがないから、今も手が震ふるえている」

　ドアノブを固定した南なん京きん錠じように、本当に震えた手で鍵を差す。回そうとすると、

「待って」

　と沙織に呼よび止められた。

　疑ぎ問もんを口にするよりも早く、沙織の手が鍵を持つ総一郎の手に触ふれた。

「これで、共きよう犯はんだ」

　一いつ緒しよに鍵を回す。

　がちゃりという確たしかな感かん触しよくが指から伝わってきた。

　そこで、沙織と顔を合わせ、お互たがいに頷うなずいた。

　ゆっくりとドアノブを回して、屋上へと続くドアを開く。

　この時間なら、目の前に真っ赤な夕日が見えるはず……と思っていたのに、現げん実じつは違ちがっていた。

「あっ」

　思わず、総一郎の口から間ま抜ぬけな声がもれた。

　空を灰はい色いろの雲が覆おおっている。雨あま粒つぶが視し界かいをぼやかしていた。

「……今日は雨だったな」

　申し訳わけない気持ちで総一郎が俯うつむいた瞬しゆん間かん、視界の中を沙織の足が駆かけ抜ぬけていった。顔を上げると、濡ぬれるのも気にせずに屋上に飛び出していった沙織の背せ中なかが見えた。

「すごい、すごい」

　喜びに弾はずんだ声。

　振ふり向いた沙さ織おりが楽しそうに笑っている。

「館たて林ばやし君も来たら？」

　誘さそいの声に、総そう一いち郎ろうは一歩を踏ふみ出す。歩きながら、鞄かばんの中から折りたたみ傘がさを出して差した。

　沙織の隣となりまで行くと、彼かの女じよが濡ぬれないように傘の下に入れる。おかげで、総一郎の体は半分外に出てしまう。沙織がそんな総一郎の濡れていく肩かたを見ていた。

「館林君はやさしいな」

「突とつ然ぜんなんだ？」

「ほんとに、そう思ったんだ」

　横目に映うつした沙織の横顔は、なんだかうれしそうに見えた。

「はじめて話をしたときも、私にたい焼きを半分くれた」

「あのときは……上かみ井い草ぐさに自分のをかじられて、姫ひめ宮みやがわかりやすく落ち込こんでいたからな。かわいそうだったんだ」

「そんなに落ち込んでいたかな」

「おもちゃを取られた子こ供どものような顔だった」

「そ、そこまでではないと思うけど……」

　拗すねたような表ひよう情じようで沙織がそっぽを向く。

「でも、他にも、試験勉強に付き合ってくれた」

「ん？」

　一いつ瞬しゆん何事かと思ったが、さっきの話の続きだとすぐに気づいた。

「楽器を運ぶのを手伝ってくれたこともある。スコアも一いつ緒しよに探さがしてくれた」

「そんなのたいしたことじゃないだろ」

「今だって、私だけを濡れないように傘を傾かたむけてくれている」

　勝ち誇ほこったように、沙織が総一郎を横から見上げてきた。

「それに、もしかして、覚えていてくれたのかな？　屋上のことも」

　傘から左半分が外に出た総一郎の肩は、すっかり湿しめって重たくなっている。

　──放課後も屋上に出られるようにしてほしい

　もちろん、覚えていた。

「だから、間ま違ちがいなく館林君はやさしいんだ」

　不思議と、沙織の言葉が胸むねを締しめ付けた。

　息苦しさを感じずにはいられない。

　きっと、それは沙織が勘かん違ちがいをしているからだ。気づいていないからだ。そう思うと、情なさけない気持ちと共に、やりきれない感かん情じようが込み上げてきて、自然と口を開いていた。

「姫宮は思い違いをしている」

「私が？」

「俺おれは、やさしくなんてない」

「今、私の話を聞いていたか？」

「違ちがうんだ」

「違うって、なにが？」

「俺は誰だれにでも、するわけじゃない」

「……」

「たい焼きのことも、楽器を運ぶのも。もちろん、傘かさのことだってそうだ。屋上の開放も……全校生徒の要望だったというのは、ただの建前で！」

「た、館たて林ばやし君？」

　動どう揺ようが沙さ織おりの声を震ふるわせている。何を言わんとしているのか、薄うす々うす気づいているのだろう。けど、だからと言って、今さら引き返せる状じよう況きようでもなかった。

「姫ひめ宮みやだからだ」

「……」

「姫宮だから、したんだ」

「……」

「全部、姫宮だから……だから、俺をやさしいなんて勘かん違ちがいしないでくれ！」

「う、うん」

「俺は、姫宮が好きなんだ」

「……」

　言った。言ってしまった。途と端たんに頭の中が真っ白に濁にごっていく。なにも考えられない。言ったあとにどうすればいいのか、総そう一いち郎ろうは知らなかったし、どうするかを決めてもいなかった。

　まさか、自分が告白をするなんて……。言った本人である総一郎が一番驚おどろいていた。

「……」

「……」

　無言のまま一分ほど立ち尽つくしていた。

　けど、それにもすぐに耐たえ切れなくなって、

「か、帰ろうか」

　と沙織を促うながした。

「う、うん……」

　屋上から校こう舎しやの中に戻もどる。

　そこからは一言もしゃべらずに階かい段だんを下りて下げ駄た箱ばこに向かった。

　靴くつに履はき替かえて、傘を持っていない沙織を待っていると、

「わ、私も好きだ」

　と聞こえてきた。

「え？」

　驚おどろきと共に振ふり返ると、恥はずかしそうに俯うつむいた沙さ織おりがいた。身を小さく縮ちぢめて、上うわ目め遣づかいに総そう一いち郎ろうを見てくる。その頰ほおは真っ赤に染そまっていた。

「えっと……」

　この場合、どうすればいいのだろうか。成せい績せき優ゆう秀しゆうの総一郎でも、解とけない問題だ。

「今、なんて？」

「先に、もう一度言ってくれないと、私は言わないぞ」

　恥ずかしさと、芽を出したばかりの幸福感に、頭は完全にショートしている。

「あ、お、俺おれは……姫ひめ宮みやのことが好きだ」

「私も、好き」

　なんとかしようと思えば思うほど、焦あせりだけが募つのって、汗あせがだらだらと垂たれてくる。

　そんな総一郎がなんとか搾しぼり出した結けつ論ろんはひとつだけ。

「ま……」

「ま？」

「また明日、学校で！」

　言いながら、総一郎は持っていた折りたたみ傘がさを沙織に押おし付け、雨の中へと駆かけ出した。

「あ、待って！」

　立ち止まるつもりなどなかったのに、沙織の声に体が硬こう直ちよくする。

「また明日」

　振ふり向くと、沙織が小さく手を振っていた。

　そのかわいらしい仕草に見送られ、総一郎は猛もうダッシュで駆け出した。

　気がつくと、よくわからない雄お叫たけびをあげていた。水みず溜たまりを見つけると、ジャンプして勢いきおいよく飛び込こんだ。舞まい上がる水しぶきが心ここ地ちよい。

　体が軽い。普ふ通つうにしようと思っても、体が跳はねてしまう。跳とんでしまう。

　目に映うつる見み慣なれた景色が、どれも鮮あざやかに思えた。

　雨が降ふっていようが関係ない。

　今、世界は輝かがやいている。
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　この世界には、奇き跡せきのような出来事が起こる。

　彼かの女じよに好きだと伝えたら、彼女も好きだと言ってくれた。

　奇き跡せきと呼ぶには、ちっぽけだという人もいるかもしれない。

　だけど、この満ち足りた気持ちを表ひよう現げんする言葉を他に知らない。
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　早朝の澄すんだ空気の中、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう……通つう称しようスイコーで生徒会長を務つとめている館たて林ばやし総そう一いち郎ろうは、眠ねむたい目をこすりながら登校していた。

　通い慣なれた通学路には、他の生徒の姿すがたはない。この道がスイコーの生徒でいっぱいになるのは三十分後だ。

　特別やらなければならない急ぎの仕事があるわけではないのだが、生徒会長になってからは毎日早めに登校するのが、総一郎の習しゆう慣かんになっていた。

「ふあ～」

　間ま抜ぬけな顔であくびがもれる。いつもなら少し朝が早いくらいで、あくびなど出たりはしないのに……。

　昨さく晩ばん、一いつ睡すいもできなかったのが原げん因いんだ。その理由は考えるまでもない。

　屋上を開放したというその場の勢いきおいで、昨日、総一郎は長らく片かた思おもいをしていた女子生徒……姫ひめ宮みや沙さ織おりに告白をしたのだ。

　しかも、返ってきた答えが、

　──私も、好き

　とあっては、興こう奮ふんするなという方が無理な話だった。

　校門を通り抜ける。下げ駄た箱ばこまで真っ直ぐに伸のびた道を進みながら、脇わきのグラウンドを視し界かいに入れた。朝練をしているのはサッカー部で、今は紅白戦をしている最中のようだ。

　部活の掛かけ声を背せ中なかで受けつつ、総一郎は昇しよう降こう口ぐちに入った。自分の下駄箱の前まで移い動どうして上うわ履ばきを出す。そこで、下駄箱の陰かげから誰だれかが出てきた。

「あっ」

　という声に反はん応のうして目線を上げる。

　そこにいたのは、見知った人物だった。それもそのはず、昨日、総一郎が告白した相手だ。向こうも少し驚おどろいた顔で、総一郎を見ている。

　女子にしては、背せは高い方。大人おとなびた顔立ちに凛りんとした瞳ひとみが印象的で、かわいいというよりは、美人という表ひよう現げんがよく似に合あう。どうやってセットしているんだろうかと不思議に思ってしまうふわふわのショートヘアの上から、今日も大きなヘッドフォンをしていた。

　学年は総一郎と同じく三年生。ただ、普ふ通つう科かの総一郎に対して、沙織は定員わずか十名しかいない音楽科の生徒だ。

「……」

「……」

　顔を合わせたまま、総そう一いち郎ろうも沙さ織おりもしばし硬こう直ちよくしていた。

　告白が上手うまくいって、お互たがいの気持ちを確かく認にんしあった翌よく日じつは、どんな顔で、どんな話をすればいいのだろうか。今日まで真ま面じ目めに授じゆ業ぎようを聞いてきたが、誰だれもそんなことを教えてはくれなかった。

　これなら、難なん関かん大だい学がくの受験問題の方が圧あつ倒とう的てきに簡かん単たんだった。

「あ、えと……」

　とりあえず、なんとか声を絞しぼり出す。

「お、おはよう、姫ひめ宮みや」

「う、うん、おはよう、館たて林ばやし君」

「……」

「……」

　かろうじて話しかけることには成功したものの、挨あい拶さつ以上の言葉が続かない。たったこれだけのやり取りの間に、総一郎の脳のうは早くも熱ねつ暴ぼう走そう状じよう態たいに陥おちいっていた。視し界かいなどぐらぐらしているし、変な汗あせが額ひたいからだらだらと垂たれてくる。

　その辺は、沙織も似たような状じよう態たいだったらしく、何かを言おうとして口を開くのだが、肝かん心じんの言葉が出てこない。隙すき間まを埋うめようと意味もなく手を上下に動かしていた。

「きょ、今日は早いんだな」

「あ、うん……少しピアノの練習をしようと思って」

「……」

「……」

　どうにか話題を繫つなごうとするのだが、やはり、どうしても途と切ぎれてしまう。

　そんなふたりに、意外な人物が声をかけてきた。

「ふたりとも朝から見つめ合っちゃってどうかした？」

　総一郎のすぐ横にやってきたのは、三年連続で同じクラスになった三み鷹たか仁じんだった。

「み、三鷹！」

「な、なんでもないぞ！」

　ふたり続けて、弁べん解かいを口にする。

「だったら、生徒会長はそこどいてくれるか？　上うわ履ばきが取れない」

「あ、ああ。すまん」

　仁に場所を譲ゆずる。総一郎のひとつ下が、仁の下げ駄た箱ばこなのだ。

「三鷹、今朝けさはやけに早く登校してきたな」

　勘かんの鋭するどい仁じんに沙さ織おりとのことを悟さとられないように、総そう一いち郎ろうは適てき当とうな話題を振ふった。

「仕事があるとかで、留る美みさんがもう会社行くって言うんでね。一いつ緒しよに部屋出たら、こうなっただけだよ」

　留美というのは、仁が付き合っている年上の女じよ性せいの名だ。今さら驚おどろくことではないが、外がい泊はく先さきから直ちよく接せつ来たので、早めに着いてしまったということらしい。

「三み鷹たかは、今日も最低だな」

　遠えん慮りよなく沙織が侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けている。

　けど、仁はそれに取り合うことなく、上うわ履ばきに履はき替かえながら、

「んで、生徒会長とはうはうは付き合うことになったわけか」

　と、なんでもないような口調で巨きよ大だいな爆ばく弾だんを投下してきた。

「な、なんの話だ？」

　辛かろうじて冷静さを保たもったまま、総一郎はそう返す。

「ふ～ん、ま、そういうことにしておきたいんなら、俺おれはそれでもいいけど？　気づいてない体ていで、今後は生温かい視し線せんをふたりに向けることにするわ」

「気づいているなら、ふりはやめろ！」

　心の中でニヤニヤされるくらいなら、面と向かってからかわれた方がまだましだ。いや、どちらも地じ獄ごくなのは、一緒なのかもしれないが……。

　とにかく、何を言われてもいいように、総一郎は心の準じゆん備びを固めた。

　なのに、仁は、

「ま、おめでとさん」

　とだけ言うと、さっさと教室に向かおうとする。

「あ、おい、三鷹」

　思わず、呼よび止めてしまった。

「ん？」

「それだけか？」

　もっと色々と言ってくると思っていたのに、とんだ拍ひよう子し抜ぬけだ。沙織も予想外だという表ひよう情じようで仁を見ている。

「なんだよ、餞せん別べつでもよこせって？　意外と生徒会長は図々しいのな」

「誰だれがそんなことを言った。いつもの減へらず口はどうしたと言っているんだ」

「もっとからかった方がよければ、そうするけど？」

「い、いや！　いい！　何も言うな！」

「末すえ永ながくお幸せに。お似に合あいだよ」

　いつもの軽い調子で言いながら、仁は背せ中なかを向けて立ち去っていく。かと思ったら、三歩ほど離はなれたところで立ち止まり、「あ、そうだ」とか言いながら、すぐに総一郎のもとまで戻もどってきた。

「ほれ」

　引き返してきた仁じんが、チケットのようなものを差し出してくる。

「なんだ、これは？」

　尋たずねながらも、総そう一いち郎ろうの目はチケットの文字を読んでいた。

　──ケーキバイキング無む料りよう招しよう待たい券けん

　隣となり駅えきのショッピングモールの中に最近できたという人気の店だ。

「見ての通り、ケーキ食べ放題のチケット」

「それは見ればわかる。俺おれが聞きたいのは、どうして、これを俺によこすのかだ」

「一応、餞せん別べつだよ」

「さっき、そんなものは必要ないと言っただろ」

「でも、はうはうは興きよう味み津しん々しんみたいだけど？」

　気配を感じて横を見ると、いつのまにか側にきていた沙さ織おりが、総一郎に身を寄よせてチケットを覗のぞき込こんでいる。

「べ、別にものほしそうになんてしていないぞ。三み鷹たかは勘かん違ちがいをしている」

「そりゃ、失しつ敬けい。……ま、そういうわけだから、今度の日曜日にでもふたりで行ってきたら？」

「どういうわけだ、どういう」

　沙織が両手を腰こしに当てた格かつ好こうで、適てき当とうなことを言う仁に呆あきれた視し線せんをぶつけている。

「ふたりは付き合ってるんだし、デートくらいするのが普ふ通つうでしょうが」

　その言葉に、総一郎は沙織と顔を見合わせ、一秒も持たずにふたりとも真っ赤になって目を逸そらした。

　告白して、付き合うことになって、昨日から完全に浮うかれていたから、その後のことなんて考えていなかった。人は恋こい人びと同どう士しになると、休日にデートと称しようして、映画を見に行ったり、食事をしに行ったりするものなのだ。

「んじゃ、そういうことで」

　今度こそ、仁は手をひらひらと振ふりながら階かい段だんを上がっていってしまった。すぐに姿すがたは見えなくなる。

　下げ駄た箱ばこの前には、総一郎と沙織のふたりだけが、奇き妙みような緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせながら取り残されていた。

「……」

「……」

　お互たがいにまともに顔を見られない。

「あ、あの、だな」

「そ、その」

　勇気を振ふり絞しぼって話しかけようとしたら、タイミングが重なってしまった。

「な、なんだ？」

「館たて林ばやし君こそ」

「姫ひめ宮みやから言ってくれ」

「う、ううん。私はいいから……」

　そして、また気き恥はずかしさから口を噤つぐむ。

「……」

「……」

　だけど、結局、黙だまっていればいるほど、恥ずかしさは増ます一方なのだ。

「そ、その」

　意を決して、総そう一いち郎ろうは再び口を開いた。

「な、なに？」

「あ、い、いや、なんだ……付き合っているのだし、デートをするくらいは普ふ通つうだと思うんだ」

「そ、そうだな。うん、絶ぜつ対たいにそうだ」

「だから、その、えっと……今度の休みにでも一いつ緒しよに行こうか」

「あ、ああ。行こう！　チケットを無む駄だにするのもよくない」

　そんな感じで、総一郎は沙さ織おりとの初デートを約束したのだった。








　　　　２










　六月最後の日曜日。私し服ふく姿すがたの総一郎は、芸大前駅の改札口付近で、沙織が来るのを待っていた。仁じんに誘ゆう導どうされるままに取り付けたデートの約束だったが、ピアノの練習スケジュールに追われている沙織となかなか日につ程ていが合わず、あれから一ヵ月が経けい過かした今日になって、ようやく一緒に行けることになったのだ。

　今日も午前中はピアノの練習で、自由になるのは午後だけだと聞いている。

　時計を見る。約束の午後二時の十分前。

　そわそわした気持ちを振ふり払はらうように、周囲に目を向けた。

　駅前のコンビニのガラスに、総一郎の全身が映うつっている。白地に縫ぬい目の柄がらがついた襟えりシャツ。下はシンプルなデニム。一いち応おう、おかしくないつもりで着てきたのだが、なんせ沙織と私服で会ったことがないので、どんな風に思われるかはわからない。

　ガラスを鏡の代わりにして、前まえ髪がみの位置を少しだけ直した。普ふ段だんは鏡の前で、そんなこと気にはしないのに……。

　自分に苦笑しながら、ふうっと息を吐はく。浮うわついた自分自身から目を逸そらすように、空を見上げた。

　重たい雲が頭上を覆おおっている。あいにくの空そら模も様ようだ。けど、梅雨つゆのこの時期、からっと晴れる方が珍めずらしいし、天気ひとつで気分がマイナスに沈しずむほど、初デートにかける総そう一いち郎ろうのモチベーションも低くはなかった。

　この一ヵ月、一いつ緒しよに食堂で昼食を食べたり、屋上に出て話をしたり、ふたりで下校をしたりはしてきた。それだけでも十分に楽しかったのだが、せっかく付き合っているのだし、何か特別なことをしたいとは思ってしまう。そして、一ヵ月が経たった今日、ようやく総一郎の願いは叶かなったのだ。

　そんなことを考えていると、バスロータリーの反対側に沙さ織おりの姿すがたが見えた。襟えりのついた白のブラウスに、下は裾すその短い黒のスカート。同じく黒のタイツ。足元は、足首までしかないキャラメル色のブーツが飾かざっていた。全体的に落ち着いた色合いで、大人おとなっぽく清せい楚そにまとまっている。いいところのお嬢じようさんといった雰ふん囲い気きだ。

　沙織は総一郎に気が付くと、小走りになって駆かけてきた。

「ごねん。待たせたね」

「いや、まだ待ち合わせの五分前だし」

「館たて林ばやし君は、絶ぜつ対たいにそれよりも前に来ているとわかっていたから、早く行こうと思っていたんだけど……」

　何か気になることでもあるのか、沙織はどんどん尻しりすぼみになっていく。

「その……どんな服がいいのか、わからなくなってしまって……お、おかしくないかな？」

「よく似に合あってる」

「……あ、ありがとう」

　わずかに頰ほおを染そめた沙織の服ふく装そうを改めて視し界かいに収おさめた。よく見ると、スカートは二ふた股またに分かれていて、構こう造ぞう的てきにはズボンのようになっていることに気づいた。キュロットスカートというやつだろうか。

「館林君は、制せい服ふくのときと少し印象が違ちがうな」

「そ、そうか？」

「生徒会長っぽさが、だいぶ薄うすれてる」

「それは、褒ほめ言葉か？」

「貴き重ちような一面を見られて、私は満足しているよ」

　おかしそうに沙織が笑う。

「微び妙みような意見だな」

「噓うそ。似合ってる」

　そう言いながら、跳はねるような足取りで、沙織が改札口を抜ぬけようとする。なんだか、今日の沙織はテンションが高い気がした。

「館林君？　行かないの？」

　ぼんやりと後ろ姿すがたを見ていた総そう一いち郎ろうを、沙さ織おりが促うながしてきた。

「ああ、今行く」

　沙織と並ならんで改札口を通り抜ぬけた。

「どうかしたの？　やっぱり、私、変？」

「そういうわけじゃなくて……今日の姫ひめ宮みやは、いつもよりテンションが高いと思っていただけだ」

「やっぱり、そうかな？　……うん、でも、自覚はしているんだ。ずっと楽しみにしていたからね」

「ケーキの食べ放題を？」

「館たて林ばやし君とのデートを」

　拗すねた顔でそう訂てい正せいしてきた。そこまではっきりと言い切られては、

「そ、そうか。それはなんていうか、光栄だな」

　と照れ隠かくしに言うしかなかった。






　駅のホームにやってきた電車に乗り込んで、三分ほど……隣となり駅えきに到とう着ちやくした総一郎と沙織は、早速、ケーキバイキングをやっているショッピングモールにやってきた。

　入り口の案内板を確かく認にんし、レストランフロアの位置を把は握あくすると、ふたりで途と中ちゆうにある店てん舗ぽを眺ながめながら、目的のカフェテリアを目指した。

　休日とあって、家族連れやカップルの姿すがたが数多く見られる。彼かれらから見れば、総一郎と沙織も、その一部ということになるのだろうか。

「私たちも、恋こい人びと同どう士しに見えているのかな？」

「そうだとは思うが……」

　沙織も似にたようなことを考えていたらしい。それだけのことで表ひよう情じようが緩ゆるみそうになる。けど、みっともない顔を見られたくはないので、必死に我が慢まんした。

　そうこうしているうちに、目的の店は見つかった。

　ケーキバイキングの看かん板ばんが表に出ている。

　入り口で仁じんにもらったチケットを店員さんに渡わたすと、笑顔で席まで案内してくれた。店全体に甘あまい匂においが立ち込こめている。あとは、好きなケーキを自分でお皿に取って食べていいらしい。

「じゃあ、早速行こうか」

「うん」

　沙織と一いつ緒しよに、カウンターに向かう。ずらりと端はしから端までケーキが並ならんでいる。イチゴのショートケーキ、チーズケーキ、ガトーショコラ、モンブランにフルーツのタルトや、各種パイが勢せいぞろいだ。カウンターの脇わきに貼はられたポスターには、八十種以上と書かれていた。

　これだけの数のケーキを見るのは、人生ではじめてのことだ。

「こんなに種類があると、目め移うつりしてしまう。素す敵てきだ」

　沙さ織おりの目はきらきらと輝かがやいていて、総そう一いち郎ろうはその横顔に見み惚とれてしまった。

　そこで、ふと目が合う。

「な、なに？」

「姫ひめ宮みやも甘あまいものには目がないんだなと思って」

「おかしいかな？」

　上うわ目め遣づかいで聞いてくる。

「おかしくはないが……普ふ通つうの女子高生みたいだ」

「私は普通の女子高生だぞ。館たて林ばやし君は私をなんだと思っているんだ？」

「平へい均きん的てきな女子高生よりはずっと大人おとなっぽいから、それで……」

「年ねん齢れいを偽いつわってはいないからな」

「いや、そういうことを言ってるんじゃないんだが……」

「どうも、館林君は私のことを誤ご解かいしている気がする」

　頰ほおを膨ふくらませた沙織が、総一郎に不満をぶつけてくる。だけど、怖こわいというよりは、かわいいという印象しかない。目を合わせているのは落ち着かなくて、総一郎は慌あわてて意い識しきをケーキの方へと向けた。

「その件けんについては、ケーキを食べながら話さないか？　一いち応おう、九十分の時じ間かん制せい限げんがあることだし」

　そして、ごまかすようにそう続けた。

「うん、そうだな。そうしよう。けど、こんなにあると選べないな……どうしよう」

　お皿を持った沙織がうんうんと唸うなっている。

「美み咲さきだったら絶ぜつ対たいに全ぜん品ぴん制せい覇はするんだろうけど……」

「あいつは、人類の常じよう識しきを超ちよう越えつした存そん在ざいだからな」

　自然と苦笑いがもれる。上かみ井い草ぐさ美咲。一言で表すなら、まさに宇う宙ちゆう人じん。総一郎と沙織の同学年で、美び術じゆつ科かに在ざい籍せきする女子生徒。仁とは同どう郷きようで、幼おさななじみだと聞かされている。

「う～ん、どれにしよう」

「そんなに悩なやむなら、姫宮も全品制覇に挑ちよう戦せんしてみたらどうだ？」

「体重計に乗るのが怖くなるじゃないか」

「……」

　予想と違ちがう反はん応のうに、総一郎はまじまじと沙織を見つめてしまった。

「い、言っておくが、私も体重くらい気にするんだぞ。館林君に、最近太ったなんて思われたら嫌いやだし」

　そう言いながら、沙織はお腹なかに手を当てる。少しも余よ計けいなお肉がついているようには見えないのだが……。

「あ、いや、体重のことではなくて、全部食べきるつもりではいるんだと思って驚おどろいたんだ」

　バイキング用に、ひとつひとつが小さめに作られているとは言え、八十種類以上もあるのだ。総そう量りようとしたら相当なものだろう。男の総そう一いち郎ろうだって、半分も食べたら音ねを上げると思う。

「そ、それは……なんだか、今日の館たて林ばやし君は意地悪だ」

　ふてくされた表ひよう情じようでそんなことを言う。その顔がまたかわいいから、からかいたくなるのかもしれない。

「悪い。機き嫌げんを直してくれ。俺おれも少し浮うかれているんだと思う」

「それはどうして？」

「言わなくてもわかるだろう」

　面と向かって、答えを正直に言うのは恥はずかしすぎる。

「私とのデートだから？」

　でも、沙さ織おりはどうしても言わせたいらしい。

「そ、そうだ」

「なら、その……許ゆるしてあげてもいい」

「そうしてくれると助かる」

　すると、沙織はにっこりと笑った。その笑顔を正面から受け止められるだけの心しん臓ぞうの強さがない総一郎は、

「さ、さあ、そろそろ食べようか」

　と言って、ケーキの取り皿を手に取った。

「館林君にひとつお願いがあるんだが」

　なにやら、沙織は深しん刻こくな表情を浮かべている。

「ど、どうした？」

「そ、その……言いにくいんだけど」

「遠えん慮りよせずに言ってくれ」

「じゃあ、言うけど……」

「ああ」

　沙織は少し俯うつむきながら上うわ目め遣づかいで総一郎を見て、

「半分こにして、食べてくれないか？」

　と真しん剣けんな口調で言ってきた。

　どうやら、本気で全品食べる気だったらしい。

　思わず、声に出して笑ってしまう。

「人のお願いを笑うなんて酷ひどい！」

「ごめん」

「とか言いながら、まだ、笑っているじゃないか！」

「ほんとごめん。半分こにして食べるから、許ゆるしてくれ」

　それでも、総そう一いち郎ろうの笑いはまだ止まらない。

「もう……なら、許すけど……まだ笑ってるし」

「じゃあ、どの辺から行こうか？」

　笑いすぎで目の端はしに溜たまった涙なみだを拭ぬぐう。なんだか今日は、沙さ織おりの意外な一面ばかりを見ている気がする。学校生活の中では見られない貴き重ちような姿すがたばかりだ。それら全部が自分に向けられているのだと思うと、うれしさで全身がむず痒がゆくなってくる。

「館たて林ばやし君」

　沙織の目が据すわっている。これ以上笑うと本気で怒おこられそうだ。総一郎は円えん周しゆう率りつを数えながら、必死に笑い声を殺して言った。

「さて、どれから食べるかは決まったか？」

「その前に、もうひとつお願いがあるんだが」

「なんだ？」

「……総一郎君って呼よんでもいいかな？」

「え？」

　聞いてきた沙織の目は、近くに席で仲なか睦むつまじい姿を見せるカップルを見ていた。お互たがいを名前で呼び合っている。

「あ、いや、ダメならいいんだ。今まで通りでも全然問題はないっ！」

　赤くなった顔を、沙織がそっぽに向ける。普ふ段だんはヘッドフォンに隠かくれている耳まで真っ赤になっていた。

「……俺おれも、名前で呼んでもいいか？」

「え？」

「……」

　我われながら大だい胆たんなことを言ったと思う。心しん臓ぞうはばくばくと高鳴っていた。

「いいよ」

「じゃあ、その……沙織」

「総一郎君」

　たったそれだけのことに耐たえ切れず、総一郎も沙織も俯うつむいてしまう。

「……」

「……」

　周囲から見たら、さぞピンク色のオーラを放っていることだろうなと思った。

　さすがにこのままでは身が持たない。総一郎は空気を入れ替かえるために、今日ここにやってきた本来の目的に集中することにした。

「よ、よし。ケーキを食べるぞ」

「う、うん」

　それから、総そう一いち郎ろうは沙さ織おりに指し示じされるまま、次々とお皿の上にケーキを載のせていった。お皿に載せたケーキを食べつくすと、また取りに行く。それを何度も繰くり返した。

　九十分後、見事に全ぜん品ぴん制せい覇はには成せい功こうしたが、残念なことに総一郎はあまりケーキの味を覚えてはいなかった。それでも、沙織との初デートが、とても甘あまい記き憶おくとして総一郎の心に刻きざまれたのは言うまでもない。
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　楽しかった初デートが終わると、すぐに季節は梅つ雨ゆから夏へと移うつり変わった。灰はい色いろの分ぶ厚あつい雲の代わりに、毎日、高い青空を巨きよ大だいな白い雲が泳いでいる。

　相変わらず、沙織はピアノのレッスンで忙いそがしく、なかなかふたりで出かける時間は取れなかった。けど、その分、総一郎と沙織は試験勉強を一いつ緒しよにしたり、昼食を一緒に食べたり、タイミングが合えばふたりで帰ったりして、会える時間を大切に過すごしていた。

　当然、そんなふたりの関係に気がつく人間は気がつくようで、夏休み前の最後の集まりの日に、生徒会メンバーからは色々言われた。

「会長の裏うら切ぎりもの！」

　口火を切ったのは、副会長だった。

「罰ばつとして俺おれにも彼かの女じよの作り方を教えてください！」

「副会長は、怒おこっているのか、下手に出ているのか、どっちだ？」

「どっちもですよ！　いえ、やっぱり、今のは噓うそです。なにとぞ、俺にも彼女を～！」

　と拝おがまれてしまった。

「しかし、まさか、あの姫ひめ宮みやとは恐おそれ入ったよ」

　感心した様子なのは、生徒会の中では唯ゆい一いつ同級生の会計だ。元野球部の頭は、今もすっきりと刈かり込こまれている。

「ずばり聞きますけど、どこまでいったんですか？」

　身を乗り出して聞いてきたのは庶しよ務むだ。

「はいはい！　僕ぼくも興きよう味みあります！」

　そこに、普ふ段だんは控ひかえめな書記まで参加してきた。

「お前たちにそんなことを話す義ぎ理りはない」

「そりゃ、ないっすよ～」

　どういう理り屈くつかわからないが、副会長が思い切り落らく胆たんしている。

「水みず臭くさいじゃないっすか！　俺たちと会長の間に隠かくし事はなしですよ！」

「そうですよ！」

「そうだ、そうだ～」

　副会長、書記、庶しよ務むの二年生三人組の息はぴったりだ。

「手ぇ、つないだんですか!?」

「チューは!?」

「くんずほぐれつは!?」

「ノーコメントだ」

　表ひよう情じようひとつ変えずに、総そう一いち郎ろうはばっさりと切り捨すてる。

「そんな殺生な」

「副会長、意味がわかって使ってるのか？」

「だいたいのニュアンスはわかってますよ」

　それは聞き流して、総一郎は文化祭に向けた予算関連の書類に視し線せんを落とした。一通り確かく認にんして、会計に書類を手て渡わたす。

　その際さい、会計は、

「俺おれの調べによると、名前で呼よび合うところまでは進んでるようだぞ」

　と、仕事とは一切関係のない情じよう報ほうを他の生徒会メンバーに教えていた。会計は同じ学年だから、少しだけ情報が早いようだ。

「まじすか!?」

　副会長が興こう奮ふんした声を上げる。

「会計、余よ計けいなことを言うな」

「それくらいはいいだろ。ここのところ、文化祭関連の仕事が忙いそがしくて、こいつらも大変なんだし」

「人を気晴らしの道具にするな。俺のストレスが溜たまるだろ」

「そこは、美人の彼かの女じよに癒いやしてもらってくれ」

　真顔でそう返してくる。

「そうっすよ！　ついでに、どこまでいったのかも、言っちゃいましょうって！」

　机つくえに手を突ついて、副会長がぐっと顔を近づけてくる。総一郎はその頭に、書類の重たい束をどすんと置いた。

「ぐえっ」

　副会長がカエルのような声を出して潰つぶれる。

「今日中に、これを片かた付づけてくれ。今すぐ取り掛かからないと、帰れなくなるぞ」

「横おう暴ぼうだー！」

「そうだ、そうだ！」

「そうですよ！」

　庶務と、書記が、副会長を援えん護ごする。それに対して、総一郎が、

「丁度いい、庶しよ務むと、書記にもやってもらおうと思っていた仕事があるんだ」

　と、牽けん制せいすると、

「げっ！　いえ、横おう暴ぼうじゃないです。な、書記よ」

「う、うん。会長はとてもすばらしい人じん格かく者しやです」

　と、あっさり手のひらを返した。

「あ、お前ら、ずるいぞ！　俺おれだけに押おし付けるなって！」

　慌あわてて、副会長がふたりに抗こう議ぎする。けど、書記と庶務は知らん顔だ。それを見て、総そう一いち郎ろうは思わず笑ってしまった。彼かれらはいい関係を築きずいていると思う。

「書記と庶務も、副会長の仕事を手伝ってやれ」

「は～い」

「仕方ないなあ」

「お前ら～」

　最後まで副会長は、書記と庶務に不満をぶつけていた。

　それがまた総一郎の笑みを誘さそった。

　生徒会の結成当時は、正直頼たよりないメンバーが揃そろったものだと思っていたが、今はこのメンバー以外には考えられないと思っている。この中で、生徒会長をやらせてもらえていることを、総一郎は幸せだと感じていた。

　生徒会長として遣やり甲が斐いのある仕事に、誰だれもが羨うらやむ美人の彼かの女じよ……そんな充じゆう実じつした日々を過すごしているうちに、一学期は幕まくを閉とじた。






　やってきたのは夏休み。総一郎にとっては、高校生活最後の夏休みだ。受験が控ひかえている高校三年生にとっては、勝負の夏でもあるのだろう。とは言え、総一郎の場合は、一学期の終しゆう了りようと同時に、付ふ属ぞく推すい薦せんで水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの合ごう格かくをもらっている。

「無事、放送学部の合格をもらえたよ」

　沙さ織おりには、夏休みの初日にそう報ほう告こくした。できることなら、将しよう来らいは報道の世界で仕事をしたいと思っている。そのための放送学部だ。

「学年二位で付属推薦が不ふ合ごう格かくになるようだったら大問題だ」

　真ま面じ目めな口調で、沙織はそんなことを言ってきた。

「でも、どうだろうな。学科まで上かみ井い草ぐさとかぶっていたら、定員の問題で落とされていたかもしれない」

　当然だが、学年一位が付属推薦では優ゆう先せんされることになる。

「美み咲さきが行くのは映えい像ぞう学がく部ぶだよ」

「ああ、知っている。だから、絶ぜつ対たいに大だい丈じよう夫ぶだとは思っていたんだが、実じつ際さいに合格をもらって少しほっとしているんだ」

「私は総そう一いち郎ろう君のことは、何も心配していなかったよ。でも……合ごう格かく、おめでとう」

「ありがとう。沙さ織おりも、おめでとう」

「ん？」

「音楽学部の付ふ属ぞく推すい薦せん、もちろん、受かったんだろ？」

　ピアノの実力に加え、総一郎との勉強会のおかげで、学力の面でも音楽科でトップに立っている沙織が合格していないわけがない。そもそも、音楽、美び術じゆつの芸術科の生徒は、スイコーに入学する時点で、高い倍ばい率りつを勝ち残ってきているのだ。よほどのことがなければ、付属推薦の合格は約束されている。

「あ、ああ。そういうことか、う、うん」

「沙織？」

　なぜだか、少し歯切れが悪く感じた。

「いや、なんでもない。卒業とか、大学とか、そういう話をする時期なんだと思ったら、なんだかドキッとして……」

「確たしかに、そう言われると落ち着かない気分になるな」

「こういうときは、何か楽しい話をしないと」

「たとえば、『夏休みはどこへ行こうか』とか？」

「うん、それがいい」

　その後、受験の心配をしなくていいふたりは、夏休みの計画について色々と案を出し合った。けど、実じつ際さいには、その殆ほとんどを叶かなえることはできなかった。長ちよう期き休きゆう暇か中ちゆうも、沙織の予定はピアノの練習スケジュールで埋うめ尽つくされていて、ゆっくりと会う時間すらないような状じよう態たいだったから……。

　それでも、七月の最終日には、沙織が絶ぜつ対たいに行きたいと言っていた近くの花火大会に一いつ緒しよに出かけた。

　浴衣ゆかた姿すがたの沙織はとても綺き麗れいで、花火よりも沙織を見ていた時間の方が長かったかもしれない。

「なに？」

[image: ]

「な、なんでもない」

「見み惚とれてた、とか？」

「そ、そうだ」

　開き直って正直に白はく状じようすると、沙織は悪戯いたずらっぽく笑った。

「作戦成功だ」

「作戦？」

「『浴衣姿で総一郎君の視し線せんを釘くぎ付づけにする作戦』」

「なんだ、それは」

「作戦名を考えたのは私じゃないぞ。弟だ」

「沙さ織おり、弟がいたのか」

「ああそう言えば、話したことはなかったか」

「たぶん、聞いてない」

「三つ下の生なま意い気き盛ざかりでね。昨日、電話があったときに、たまたま今日のデートの話になって」

　どんな話の展てん開かいで、弟とデートの話になるんだろうか。兄弟のいない総そう一いち郎ろうには、いまいちぴんとこない。

「最初は、私し服ふくで行こうと思っていたんだけど、浴衣ゆかた以外ありえないと弟に力説されたんだ」

「そうか。なら、その弟君には感かん謝しやしないとな」

「感謝？　どうして？」

「おかげで、沙織の浴衣姿すがたを見られた」

「なんだか、今の台詞せりふは三み鷹たかみたいだな」

　その感想を聞いた総一郎は心底嫌いやそうな顔をした。けど、それを隣となりで見ていた沙織が楽しそうに笑うので、まあ、いいかと思えた。




　八月には、夏らしくふたりでプールにも行った。はじめて見る沙織の水着姿は眩まぶしすぎて、まともに直ちよく視しできないほどに魅み力りよく的てきだった。どこか上品な白のビキニ。そう感じるのは、沙織が着ているからなのだろうか。

「やはり、おかしい、かな？」

　視し線せんを合わせようとしない総そう一いち郎ろうに不安を感じたのか、半分くらい手で体を隠かくしながら沙さ織おりがそう聞いてきた。

「……そんなことはない。違ちがうんだ。ちゃんと見るのが恥はずかしくて」

「そ、そうだったのか。……私もあんまり見られるのは恥ずかしい。普ふ段だんは、室内でピアノを弾ひいている時間が長くて、その……女友達ともプールになんて来たことないから……こ、こういう水着もはじめてなんだ」

「あ、ああ」

　沙織の希望に応こたえようと、総一郎は完全に真横を向いた。

「だ、だからと言って、他の女の子ばかりを見るのはダメだぞ。他の子を見るくらいなら、私を見てもらわないとあ、いや、でも、あんまり見られるのも困こまるわけで、その」

「違う。そういうつもりで、向こうを見たわけじゃないんだ！　俺は沙織以外には興きよう味みない」

「な、ならいいのだけどあ、あの、総一郎君」

「なんだ」

「ど、どうかな？」

　顔は背そむけたままだったけど、手は後ろに組んで水みず着ぎ姿すがたを総一郎によく見せてくれた。

「沙織によく似に合あっているよ」

「そ、そっか。それはよかった。これ、美み咲さきと一いつ緒しよ買いに行って、絶ぜつ対たいにかわいいとお店の人も言ってくれたのだけど、ずっと不安だったんだ」

　沙織の目がもう一度言ってほしいと語りかけてきているような気がした。

「本当に似合っているよ。他のやつには見せたくないくらいだ」

　すると、沙織の表ひよう情じようから緊きん張ちようの色が消えた。

「なら、帰る？」

　少しふざけた口調でそんなこと言ってくる。

「それは難むずかしい選せん択たくだな」

　今帰れば、他の男どもに沙織の水着姿を見せずに済すむ。だけど、帰ったら、総一郎も見られなくなってしまう。

　真ま面じ目めに考え込んでしまった総一郎の顔に、はしゃいだ様子で沙織がプールの水をかけてきた。

　それで、考えるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった総一郎は、この日、沙織とくたくたになるまでプールで遊んだ。




　花火大会とプールに行った以外では、沙織との関係に特別なことはなかった。あるとすれば、せいぜい、総そう一いち郎ろうが生徒会の集まりで学校に登校した際さい、ピアノの練習にやってきていた沙さ織おりと挨あい拶さつ程てい度どの言葉を交わしたり、メールのやり取りで一いつ緒しよに帰る約束をしたりしたくらいだった。

　お互たがいに無理はしないよう、会える時間を大切にして、総一郎と沙織は少しずつ距きよ離りを縮ちぢめていた。仁じんに言わせれば、亀かめよりも遅おそいペースになるのかもしれない。だが、総一郎は今の関係をとても心ここ地ちよく思っていたし、沙織もそう思ってくれていると信じていた。

　こんな日々が、これからもゆるやかに続いていくのだと、疑うたがうことなく思っていた。

　沙織の口から、あのことを聞くまでは。
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　夏休みが終わり、二学期がスタートすると、季節の移うつり変わりは加速度を増ました。風は週を追うごとに涼すずしくなり、猛もう暑しよだった夏をどんどんと置き去りにしていく。

　総一郎が秋の深まりを強く感じたのは、スイコーの一大イベントである文化祭の開かい催さいが、刻こく一いつ刻こくと迫せまってきていたからなのだろう。

　本番に向けて準じゆん備びは本ほん格かく化かし、放課後だけではなく、昼休みも生徒会室に集まらなければならないほどの仕事に追われていた。

　いつも真っ先に不満を口にする副会長は、

「もう、無理です！　俺おれ、過か労ろう死ししそうなんですけど！」

　と、九月の半ばには弱音を吐はいていた。それでも、生徒会長の総一郎以上にあちこち走り回って仕事をこなしてくれている。文もん句くを言いながらでないと仕事ができないという、ちょっと不ふ憫びんな男なのだ。

　そんな風に、文化祭の準備に忙ぼう殺さつされているうちに、九月、十月のカレンダーはあっさりとめくられていった。

　そして、文化祭本番を明日に控ひかえた十一月二日総一郎にとって衝しよう撃げき的てきな事じ件けんが起こることになる。




　その日、総一郎は文化祭前日の準備に追われていた。直前になって、クラスの出し物に使う資材が足りなくなっただとか、体育館の使用時間を交こう換かんしてほしいだとかいう相談やら問題が、生徒会室には数多く寄よせられていたのだ。

「まったく、どれも今になって言ってくることじゃないだろ！」

　お祭り前日の雑ざつ然ぜんとした廊ろう下かを大おお股また歩きで、ずかずかと進んでいく。ダンボールやベニヤ板が壁かべに立て掛かけられ、ペンキやスプレーのにおいが風に乗って漂ただよってくる。今日は丸一日準備の日とあって、どこもかしこも奔ほん走そうする生徒で溢あふれ返っていた。

「どれも、前もってわかっていたことのはずだ」

　手にした書類で、次の要望を確かく認にんしながら、総そう一いち郎ろうはまた悪あく態たいを吐ついた。あまりの忙いそがしさに余よ裕ゆうなんてないのだ。

　それでも、可か能のうな限かぎり、寄よせられた要望には応こたえようとしていた。誰だれにとっても、いい思い出になってほしい。高校生活を飾かざる記き憶おくになるはずだ。スイコーの文化祭には、そういう力があると信じている。何の興きよう味みも持たず遊びにきた中学時代の総一郎に、たった一日で「この学校を受験しよう」と決意させたくらいだ。

　だから、文化祭は総一郎にとって、特別な思い入れのある行事でもある。やれるだけのことはやっておきたい。悔くいが残らないように。今年で、最後。生徒会長としても、文化祭が最後の仕事となるのだから。

　途と中ちゆう、自分のクラスの前を通りかかった。こっちは、殆ほとんどクラスの文化祭実行委員に任まかせてしまっている。ドア口から中を覗のぞき込こむと、その実行委員の男子が片かた手てを挙あげてきた。にっと口元に笑みを浮うかべてくる。

「こっちは、大だい丈じよう夫ぶだ」

「悪いな」

　そう答えながら、あるひとりの人物を探さがした。丁度、教室の後ろのドアから外に出て行こうとしている。

「おい、三み鷹たか」

　廊ろう下かに出てきた仁じんの背せ中なかを追いかける。

「よう、生徒会長、ご無ぶ沙さ汰た」

「今け朝さもＨＲで会っただろうが」

　振ふり向いた仁の表ひよう情じようには、疲つかれが深く刻きざまれていた。ここ数日殆ほとんど寝ねていないんじゃないだろうか。その理由が、クラスの出し物の準じゆん備びで忙しいからであればいいのだが、そうじゃないことを総一郎は知っている。

　仁が住んでいる問題児の巣そう窟くつさくら荘そうには、今年六人の生徒がいる。その六人は、文化祭で何か出し物をしようと企たくらんでいるのだ。

　最初は、正式なルートでさくら荘は申しん請せいを出してきた。渋しぶ々しぶながら、実行委員や大学の学生会とも協議して、出し物の内ない容よう説せつ明めいを受ける場も設もうけた。その当日、二年の神かん田だ空そら太たがさくら荘を代表して、実じつ際さいにやってきたのだが、いざ説明がはじまるというところで何かトラブルでもあったらしく、呼よびにきた仁に急せかされて、生徒会室から飛び出して行ってしまったのだ。そんなわけで、さくら荘の有ゆう志し参さん加かは受理されていない。

　なのに、何か準備を進めていることは、仁の疲ひ労ろう具ぐ合あいを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。それがわかっていて、さくら荘の勝手を見み過すごすわけにはいかない。

「で、なに？　俺おれ、忙いそがしいんだけど？」

「鞄かばんを持って帰ろうとしているようにしか見えないぞ」

「俺おれがここでやるべき準じゆん備びは終わったんでね。他のやつの役やく割わりを取っちまうわけにもいかないだろ？　高校生活最後の文化祭だ。それぞれ思い出はあった方がいいんだしさ」

「お前、何を企たくらんでいる？」

「人聞きの悪いことを言うね」

「こう聞かないとわからないか？　さくら荘そうは何をやらかすつもりだ？」

　一昨年おととしは、美み咲さきがひとりでグラウンドに地上絵を描かいて大おお騒さわぎになった。去年は、勝手に場所を占せん拠きよしての着ぐるみ漫まん才ざいをして、人の流れを大いに妨ぼう害がいしてくれた。

　皮肉なことにどっちも盛せい況きようだったから困こまる。やるなら、素す直なおに申しん請せいを通せばいいものを。来客を喜ばせる出し物を作る力は、抜ばつ群ぐんに高いのだから。

「素す敵てきな思い出作りだよ」

「ふざけるな」

「大おお真ま面じ目めだって。美咲の夢ゆめのひとつだからな」

「……」

　仁じんの方から、美咲の名前を出してきたことに、総そう一いち郎ろうは少し驚おどろいた。

「だから、生徒会長でも邪じや魔まはさせられないんだ。悪いね」

　もちろん、言葉とは裏うら腹はらに、仁に悪びれた様子は少しもない。

「ルールを守れと言っているんだぞ、俺は。誰だれが宣せん戦せん布ふ告こくをしろと言った」

「知りたきゃ、はうはうに聞いたら？　全部知ってるよ」

　まったく嫌いやな返しをしてくる。

「……」

　九月の終わり頃ごろには、総一郎は沙さ織おりが音おん楽がく制せい作さくとして、さくら荘の出し物に協力していることに気づいていた。今はピアノを通して、音楽の勉強をしている沙織だが、将しよう来らい的てきには演えん奏そう家かではなく、作曲家を目指しているのだ。

　すでに作曲活動もはじめていて、過か去こに作られた美咲の自主制作アニメでは、音楽すべてを担たん当とうしている。

　その沙織が、今回の文化祭においても、手書きの楽がく譜ふを持って、美咲と何やら打ち合わせをしている場面を何度も見た。一いつ緒しよに勉強をしていると、突とつ然ぜん机つくえを鍵けん盤ばん代がわりにして指を走らせることもあった。

　総一郎は気が付くたびに、

「沙織？」

　と、質しつ問もんのつもりで名前を呼よんだ。けれど、毎回のように沙織から返ってきたのは、

「これは、その、なんでもないんだ」

　という、素そっ気けないものだった。

　だから、総そう一いち郎ろうは沙さ織おりの口から、さくら荘そうに協力していることを聞かされてはいない。恐おそらく、文化祭の出し物において、生徒会とさくら荘があまりいい関係ではないのを気にして、あえて話題にしないようにと気を遣つかってくれているのだろう。

　総一郎としては、沙織の口から直ちよく接せつ話してほしいのに。正直なところ、沙織をさくら荘に取られたような気がして、面おも白しろくはなかった。

　かと言って、これ以上何度も同じことを聞くのはしつこいような気がして、十月も半ばを過すぎると、総一郎からその件けんを話題に出さなくなった。

　すると、そんな総一郎の雰ふん囲い気きを察してか、今度は沙織の方から何か言いたそうな空気を感じた。顔を合わせるたびに、

「あの、総一郎君」

「どうした？」

「……ごめん。やっぱり、なんでもないんだ」

　という、すっきりしないやり取りを繰くり返している。おかげで、この一ヵ月くらい、変な空気がふたりの間には漂ただよっていて、それが文化祭の準じゆん備びで忙いそがしい総一郎を、余よ計けいにカリカリとさせる理由にもなっていた。

　いつも以上に仁じんに強く当たっているのは、そのせいでもある。要は八つ当たりをしているのだ。

「沙織に聞かなくても、ここで三み鷹たかが話せば済すむ問題だ」

「苛いら々いらの原げん因いんは、全部俺おれか？　違ちがうだろ？　気に入らないことがあるなら、俺じゃなくて直接はうはうと話したら？」

　この状じよう況きようにおいても、仁は総一郎をよく見ている。

「俺は、別に」

　はっきりと否ひ定ていの言葉が出てこなかったのは、自覚しているからだ。今、仁を呼よび止めたのは、さくら荘の暴ぼう走そうは止めなければならないという、生徒会長としての使命感によるものではない。ここ最近、沙織との間に横たわっている居い心ごこ地ちの悪さの方が、理由として絶ぜつ対たい的てきに大きいのだ。沙織は総一郎にとって、そういう存そん在ざいになっている。

「まあ、どっちにしても、はうはうとはちゃんと話しておいた方がいいと思うぞ」

「どういう意味だ？」

　どっちにしてもというのは、この場の言い分としては不自然に感じた。

「文化祭が終われば、たぶん、卒業まであっという間だろうしさ」

「何が言いたいんだ、お前は」

「だから、それをはうはうと話した方がいいって言ってんの」

「……」

　言い回しが面めん倒どうくさい男ではあるけど、今日に限かぎっては本当にわけがわからなかった。何か、大事なことを総そう一いち郎ろうは見落としているんだろうか。

「んじゃ、またな」

　考え込こんだ総一郎を置いて、仁じんは階かい段だんを下りて行ってしまった。

「どういう意味だ……」

　口に出してみてもやはりわからない。

「……」

　一度気になると、頭から沙さ織おりのことが離はなれなくなってしまった。不思議と、今までよりも心が沙織を遠くに感じている。そんな妙みような胸むな騒さわぎがあった。




　気がつくと、別べつ棟むねに繫つながる渡わたり廊ろう下かを通り抜ぬけ、総一郎は音楽科が使うピアノ練習室の前にやってきていた。

　狭せまい間かん隔かくに、いくつものドアが並ならんでいる珍めずらしい場所だ。

　小こ窓まどから室内の様子を覗のぞき、沙織がいないかを探さがした。

　そうしていると、

「総一郎君？」

　と後ろから声をかけられた。

「沙織」

「どうしたの、こんなところで」

　確たしかに、普ふ通つう科かの生徒があまり足を運ぶところではない。

「沙織に聞きたいことがある」

「な、なに？」

　何気ないつもりだったのに、沙織が身み構がまえるのがわかった。

「その俺おれに話すことはないか？」

　言いながら、自分でも意味不明だと思った。

「どういう意味？」

　だけど、沙織の表ひよう情じようは深しん刻こくに沈しずんでいく。

「……」

「……」

「何か、隠かくしていることがあるだろ？」

　少なくとも、さくら荘そうに協力していることを、総一郎は沙織の口から聞いていない。それだけでも聞ければ、総一郎は満足できる気でいた。

　なのに、沙織から返ってきた言葉は、あまりに予想外のものだった。

「知ってたんだ。オーストリアへの留りゆう学がくのこと」

「……」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのかがわからなかった。

「は？」

　わずかに遅おくれて、驚おどろきが声になる。

　留りゆう学がく。

　今、沙さ織おりはそう口にしたのだろうか。

　オーストリア。

　卒業したら行くということなのか。

　重たい事実が目の前を真っ黒に染そめていく。

「……違ちがうの？」

　総そう一いち郎ろうの反はん応のうに、今度は沙織が驚く番だった。

「俺おれは、さくら荘そうに協力していることを聞こうかと」

「……」

　沙織の表ひよう情じようから血の気が引いていくのがわかった。だが、恐おそらく、自分の方が白い顔をしているという自覚が総一郎にはあった。

　今さらのように、先ほどの仁じんの態たい度どに合が点てんがいった。

「そういうことか……」

　仁は知っていたのだ。

「ごめん！　私、ずっと、言おうと思って！」

　沙織の必死の弁べん解かいを遮さえぎるように、総一郎のケータイが鳴った。

　無言で出る。

「ちょっと、会長！　今どこですか!?」

　繫つながるなり、まくし立ててきたのは副会長だ。

「三十分で戻もどるって言ってたのに、もう三十五分ですよ！　仕事山やま積づみなんですから、早く帰ってきてください！」

　無言で電話を受ける総一郎を、悲ひ壮そう感かんを漂ただよわせた表情で沙織はじっと見ていた。ケータイのボリュームがやけに大きいから、沙織にも電話の内ない容ようは聞こえたはずだ。その目が、行かないでほしいと訴うつたえかけてきている。話を聞いてほしいと懇こん願がんしている。

　だけど、総一郎は沙織のその願いに応こたえることはできなかった。

「悪いな、副会長。すぐに戻る」

　それだけ言って、ケータイをしまう。沙織には何も言わずに、その脇わきを通り過すぎた。

「待って、総一郎君！」

　その悲ひ痛つうな叫さけび声にも、総一郎は振ふり向かなかった。









　　　　５









　無事に文化祭を終えると同時に、総そう一いち郎ろうは生徒会長としての任にん期きをまっとうし、次の生徒会に役やく割わりを引き継ついだ。新たに発ほつ足そくされた生徒会には、見み慣なれた顔が三人残っている。副会長が会長となり、書記は変わらず、庶しよ務むは会計に当選した。

　だから、総一郎は安心して、生徒会長の席から下りることができた。

　引き継ぎが済すむと、すぐに期末試験がやってきて、それもひとつひとつ片かた付づけているうちにあっさりと終わっていた。

　採さい点てん後ごに戻ってきた二学期の期末試験の答案用紙を見ながら、総一郎はまったく関係ないことを考えていた。

　――人を好きになると、自分のことが嫌きらいになる

　三学期は殆ほとんど自由登校のため、実じつ質しつこれが最後の試験だ。数学の答案用紙には、堂々と百点の花が咲さいている。

　けど、総一郎の心は少しも喜んでいない。

　今、試験の結果など、どうでもよかった。

　沙さ織おりの留りゆう学がくを知って、もう一ヵ月以上が経たつ。

　総一郎は、無む意い識しきに答案用紙を折りたたみはじめた。

　あの日以来、沙織とは殆ど話をしていない。顔を合わせれば朝の挨あい拶さつはするし、下校時間が一いつ緒しよになれば、ふたりで帰りもする。だけど、留学のことには深く触ふれないようにしていた。いや、総一郎が触れさせないようにしていた。沙織は何度も話そうとしてきたけど、それを総一郎は遮さえぎったり、話題を変えたりして、向き合わないようにしてきたのだ。

　そして、ひとりになると、みっともない自分を死ぬほど後こう悔かいする。明日はちゃんと聞いてあげようと思う。けど、やはり、面と向かって話をすると、どうしても決意は鈍にぶった。

　心ではわかっている。理り解かいしていた。

　沙織にとって音楽は特別なものだ。幼よう少しよう期きから毎日休まずに練習をしてきたからこそ、今の沙織があるのだ。

　学校からの帰り道で、前にこんな話をしたことがある。

「沙織はピアノが好きなんだな」

「好き……なのかな」

　ただ、頷うなずくだけだと思っていたのに、沙織は自分の心を探さがすように、遠くの空を見ていた。

「違ちがうのか？　毎日、練習を続けているのは、てっきり好きだからなんだと思っていた」

「好きなんだとは思うんだ」

「というわりには、自信がなさそうだな」

「少し、後ろめたい気持ちはあるよ」

「後ろめたい？」

「私はピアノとの出会いを覚えていないから」

「……」

　とても意外なことを言われたような気がした。

「両親が言うには、三歳さいだか、四歳ではじめて鍵けん盤ばんに触ふれたらしい。だけど、私の中にある一番古い記き憶おくは、もう曲を弾ひけるようになった頃ころのものだ。ピアノを弾けない自分を私は知らない。だから、私は音楽を自分で選んだわけではないような気がしている」

「それが、後ろめたい？」

「不安と言った方がいいのかもしれないけど」

　そう呟つぶやいた沙さ織おりは、ぎこちなく口元に笑みを浮うかべていた。

「沙織は選んでいるよ。間ま違ちがいなく選んでいる」

「そうかな」

「続けることを選び続けている。だから、沙織は、ピアノを音楽を好きなんだ」

「総そう一いち郎ろう君がそう言うなら、そうなのかもしれない」

　今度は、どこか楽しそうに沙織は微笑ほほえんでいた。

　あのとき、口にはしなかったけど、続けることを選び続けている沙織だからこそ、総一郎は好きになったのだと感じていた。今も感じている。思っている。だから、応おう援えんしてあげたい。作曲家を目指す沙織の将しよう来らいを思えば、音楽の国オーストリアに留りゆう学がくすることは大きなプラスになるはずだ。絶ぜつ対たいに行った方がいい。いいに決まっている。

　なのに、沙織が海外に留学するのだと思うと、心しん臓ぞうは締しめ付けられるように痛いたんだ。毎日会うことはできなくなる。言葉を交わすことも難むずかしいかもしれない。そもそも、総一郎と沙織の関係が続くのかどうかもわからない。そう思うと、胸むなの中が黒く濁にごっていくのを感じた。

　どっちの気持ちも本物なのだ。だから、板いた挟ばさみになった体が軋きしむ。

「おい、館たて林ばやし」

「……」

「お～い、返事をしろ」

「……」

「教きよう師しを無む視しするな」

「……」

「お願いだから、返事をしてくれ！　俺おれってそんなに存そん在ざい感かんないのか？」

「あ、高たか津つ先生」

　顔を上げると、机つくえの脇わきに担たん任にんの高津が立っていた。心配そうに総一郎の顔を覗のぞき込こんできている。

「『あ、高たか津つ先生』ってお前、大だい丈じよう夫ぶか？」

「はい、大丈夫です」

「今のやり取りで、俺おれのハートの方は、だいぶダメージを受けて大丈夫ではないんだが」

「それは、失礼しました」

「いやいや、俺のことはいい。お前のことだ。どう見ても大丈夫じゃないだろ。それ、どうする気だ？」

　高津が指差したのは総そう一いち郎ろうの手元。見ると答案用紙で鶴つるを作っていた。

「すいません」

「まあ、お前は百点だったから答え合わせなど必要ないんだろうが、一いち応おう、聞いておいてくれよ」

「はあ」

　曖あい昧まいに返事をする。気持ちが入っていかない。

「なんだ、悩なやみ事か？」

「いえ、大丈夫です」

　授じゆ業ぎようは中ちゆう断だんと判はん断だんしたのか、教室の中はにわかにざわつきはじめた。隣となり同どう士しでがやがやと声をかけ合っている。

「水みず臭くさいこと言うなよ。俺に相談してみろ」

「本当に大丈夫ですので」

「少しは教きよう師しらしいことをさせろ。お前は優ゆう等とう生せいすぎて張はり合いがなくてつまらん」

「ですが、先生にお話するようなことではありませんから」

「なんだ、彼かの女じよとケンカでもしたのか？」

「はい」

「まじか!?」

「なぜ、そんなに驚おどろくんですか」

　まあ、だいたいの理由は予想できる。

「お前、真ま面じ目めそうに見えて、やることやってんだな、安心したぞ」

　ばんばんと高津が背せ中なかを叩たたいてくる。

「何を想そう像ぞうしているのかは知りませんが、あくまで健全な付き合いですので。三み鷹たかと一いつ緒しよにしないでください」

　その仁じんはというと、今日は朝から学校に来ていない。どうせまた、六人もいる彼女の部屋にお泊とまりで、豪ごう快かいに遅ち刻こくをしてやってくるのだろう。

「ん？　そういや、今日、三鷹はどうした？」

「まだ来ていません。大方、外がい泊はくして遅おくれているんでしょう」

「あいつは、ほんと、どうしようもないな。羨うらやましい」

「高たか津つ先生、思うのは自由ですが、今のは教きよう師しとして口にはしないでおいてください」

「おお、すまん、すまん。で、彼かの女じよとどうしたって？」

「いえ、その話はいいんで」

　仁じんのおかげで、せっかく話が逸それたと思ったのに、今日の高津は総そう一いち郎ろうを逃にがしてくれる気はなさそうだ。

　ここは、素す直なおに頼たよるべきなのかもしれない。正直、ひとりで悶もん々もんと考えているのにもいい加か減げん疲つかれていた。

「実は、付き合っている相手が、卒業したら留りゆう学がくするそうです」

「ほう」

「それを一ヵ月ほど前に聞かされて正直、ショックだったというか、驚おどろいてしまって、そんなつもりはなかったんですが、反はん射しや的てきに彼女の留学に反対するような態たい度どを取ってしまって今もそうなのですが」

「で、気まずい空気になっていると」

「はい」

「だったら、お前のやることは簡かん単たんだ」

「え？」

　あまりにも高津がすがすがしく断だん言げんしてきたので、驚きを隠かくせなかった。

「館たて林ばやしが自分で鬱うつ鬱とうしいと思っている自分。みっともないと思っている自分。女め々めしいと思っている自分をまずは認みとめることだ」

「……」

「反対するつもりがなかった？　噓うそを言うな。それが本当なら、お前、彼女のことなんか好きでも、大切でも、なんでもないってことになるぞ」

「それは」

「まずは認めろ。その上で、ちゃんと本音で話し合え。かっこつけたままで、相手に自分の気持ちを理り解かいしてもらおうなんて考えるな。相手の本心が聞けるなんて思うな。お前が裸はだかにならなきゃ、彼女も脱ぬいでくれないぞ」

「……」

　期待してはいなかったのに、高津は意外といいことを言ってきた。以前、奥おくさんが実家に帰ってしまったらしいが、その経けい験けんがそんなことを言わせるのだろうか。

「脱ぐと言っても、変な意味じゃないからな。心を裸にという意味だぞ」

「わかっています。せっかくいいことを言っていたのに台無しですよ」

「それは惜おしいことをしたな」

　言葉とは裏うら腹はらに、高津は豪ごう快かいに笑っている。

「まあ、なんだ。かっこつけたい気持ちはわかるが、自分の気持ちに噓をついたままでは、お前の本当は伝わらない。特に館たて林ばやしのように、我が慢まんするのが上手うまいやつはな。弱さを見せることは、みっともないことじゃない。それは相手を信じる強さでもある。だから、時々は甘あまえろ。なんでも自分で解かい決けつしようとするのは、お前の強みでもあるが、同時に弱点でもあるんだ。真ま面じ目めな人間ほど、お前を見ているとプレッシャーになる。頼たよってくれないから、頼ってはいけないんだと思う。お前にそんな気はなくてもだ。多かれ少なかれ、人はお互たがいに影えい響きようを与あたえながら生きているんだ。それを忘わすれるな」

「はい」

　返事をしたところで、総そう一いち郎ろうは外から聞こえてくる、ヴァイオリンの音色に気づいた。何度も耳にしてきたので、いい加か減げん覚えている。絶ぜつ対たいの自信はないけど、たぶん、これは沙さ織おりが弾ひいていると思った。

　すると、気持ちは駆かけ出していた。

「高たか津つ先生、ありがとうございます。おかげで目が覚めました」

「おお、そうか」

「そこで、ひとつお願いがあります」

「おお、なんだ、言ってみろ」

「授じゆ業ぎよう、抜ぬけます。体調が悪いことにしておいてください」

「は？　え？　おい！　館林君!?　そういう甘え方はないんじゃないのか!?」

　驚おどろきを隠かくせない高津を置き去りにして、総一郎は廊ろう下かに飛び出していた。




　階かい段だんを駆け上がる。向かうのは屋上。

　重たいドアを蹴け飛とばすように開けて、外に出る。

　いた。

　やはり、沙織だ。どうしたことか仁じんもいる。

「総一郎君、どうして？」

　突とつ然ぜん現あらわれた総一郎に、沙織が驚いた声を上げる。

「ヴァイオリンの音がしたから、もしかしてと思って」

　返事をしながら、総一郎は乱みだれた呼こ吸きゆうを整えていった。

「今は、授業中よ」

「体調が悪いと言って抜け出してきた」

　ばつが悪そうに、総一郎は頭を掻かいた。照れと困こん惑わくがない交ぜになった表ひよう情じようを沙織に向ける。

「やれやれ、生徒会長がすることかね」

　からかってきた仁には、鋭するどい視し線せんを返した。

「うるさいぞ、三み鷹たか。それに、元生徒会長だ」

　その言葉に、仁が大笑いする。何がそんなにつぼに入ったというのだろうか。

「な、なんで、笑う！」

「お似に合あいのカップルだと思ってね」

「なっ！　言っておくが、あくまで健全な関係だからな」

「知ってるよ。手も繫つないでないんだろ？」

　その一言で、総そう一いち郎ろうの顔は真っ赤になった。

「な、なんで、知っている！」

「総一郎君、ごめんなさい。その、つい話の流れで私が」

　申し訳わけなさそうに、沙さ織おりが白はく状じようするのを尻しり目めに、仁じんはベンチから立ち上がった。校こう舎しやに戻もどるつもりなのか、ドア口に立つ総一郎に近づいて来る。

　その仁を、総一郎は不ふ機き嫌げんそうな顔で睨にらみつけた。授じゆ業ぎようをサボって、沙織とどういう話をしていたんだか。

「三み鷹たか、学校に来ているのなら、授業に出ろ」

「その言葉、そっくり返すよ」

　確たしかにその通りだ。心の中で苦笑する。そんな総一郎の脇わきを通り過すぎた仁は、ドアを開けたところで立ち止まり、一度振ふり向いてきた。

「あ、そうだ」

「なんだ？」

　威い嚇かくするように、鋭するどい視し線せんをぶつける。なのに、仁はそれを軽々と受け流して、

「はうはうが興きよう味み津しん々しんだって言ってたよ」

　と、意味のわからない発言をしてきた。

「バカか君は！」

　頰ほおを赤く染そめた沙織が声を上げている。

　なんのことだかさっぱりだ。

「どういうことだ？」

「違ちがう。私はあくまで少し興味があると言っただけでああ、これだと結局、興味があることになってしまうえ～っとだから、その」

　動どう揺ようする沙織と、相変わらずわけがわかっていない総一郎。

　それを尻目に、

「じゃ、ごゆっくり」

　と言って、仁は屋上を出て行ってしまった。

「あ、待て！　三鷹！　こんな状じよう態たいで置いていくな！」

　残念ながら、沙織の悲鳴は仁に届とどいていない。

「沙織？」

「ち、違うんだ。ほんとにその……」

「三み鷹たかには言えても、俺おれには言えないことなのか？」

「それを言われると……た、単に、その……私たち、まだ手も繫つないでないから……」

「え？」

「そういうことを、何もしてないと言うか、その先もなんだが……ああ、もう、何を言わせるんだ！」

　沙さ織おりは顔から湯気が出そうなほど真っ赤になって、両手をばたばたとさせていた。見ていて不ふ憫びんなほどだ。けど、それがかわいい。たぶん、こんな沙織の姿すがたを知っているのは、総そう一いち郎ろうくらいだ。普ふ段だんは、大人おとなびた態たい度どで、どこか近ちか寄よりがたいクールさを漂ただよわせているのに。

　それがおかしくて、総一郎は笑った。

「どうして総一郎君は、人の不幸を笑うんだ！　そういうところは三鷹に似にていて嫌きらいだ」

　ぷいっと沙織が赤い顔を背そむける。


「三鷹と同類は嫌いやだな。できるだけ改かい善ぜんするよ」

「そうしてくれ」

　総一郎は、フェンス際ぎわに移い動どうして、屋上から見える景色を視し界かいいっぱいに収おさめた。それから、沙織の方を見ずに、

「沙織」

　と呼よびかけた。

「ん？」

「俺は、留りゆう学がくのことを早く話してほしかったと思っている」

「……」

　沙織が息を呑のむ音だけが耳に届とどけられた。

「まあ、どのタイミングで聞かされても、やはり、同じような反はん応のうにはなってしまったと思うが……」

「……うん」

「正直に話すと、この先もずっと沙織と一いつ緒しよにいられるんだと思っていた。大学も学部は違ちがっても水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくで一緒だし安心していた」

「うん」

「だから、留学の話を聞いてまず驚おどろいた。それから、嫌だと思った。離はなれたくないと思った」

「総一郎君」

　フェンスを摑つかんだ手をぎゅっと握にぎり締しめる。

「今も行ってほしくないと思っている」

「……」

「だけど、それ以上に、行くべきだとも思っているんだ」

「……」

「だから、だからさ…………行ってこい、沙さ織おり」

　背せ中なかを向けている沙織が息を呑のむ。でも、どんな顔をしているのかはわからなかった。

　言いたいことは言った。言えたと思う。だから、総そう一いち郎ろうは無言でじっと待った。沙織が何を思い、どんな結けつ論ろんを下すのかを、受け止めるために……。

　少しして、背中に確たしかな重みとぬくもりがくっついてきた。

「私は、すごく怖こわかった」

　声がしてはじめて、沙織が背中合わせに立っているんだとわかった。体重を総一郎に預あずけてきている。

「留りゆう学がくのことを言えば、総一郎君は私から離はなれていくと思い込こんでいたから」

「まあ、俺おれの評ひよう価かとしては妥だ当とうだと思う」

　この一ヵ月、沙織の留学のことで頭を悩なやませ、わかったことと言えば、いかに自分が小さな人間であるかだ。本当に痛つう感かんさせられた。

「ううん、違ちがうんだ。一いつ緒しよに過すごした時間が、私を幸せな気持ちにしてくれたから、失うことが怖かった」

「……沙織」

「最初はすぐに言うつもりだった。留学は付き合う前から、決めていたことだったから……。だけど、告白されて舞まい上がって、はじめてのデートでも舞い上がって、毎日がとても楽しくって……嫌いやなことから目を背そむけているうちに、どんどん言えなくなってしまって……本当にごめんなさい」

「沙織を責せめるつもりはないんだ。むしろ、その逆ぎやく……俺の方こそすまない。そんなことにも気づいてあげられないような男で」

　たぶん、仁じんなら気づいたのだろう。さっきまでこの場所にいたあの男なら……。本当に憎にくらしいと思う。

「総一郎君」

「なんだ？」


　思考から覚めると、沙織が背中から離れた。気配を感じて振ふり向くと、沙織も回れ右をしていた。目と目が合う。真っ直ぐに見つめ合う。

　沙織の瞳ひとみの中には、確たしかな決意があった。だから、聞かなくても沙織が今から口にしようとしている言葉は想そう像ぞうできた。

「私は留学する」

「ああ、それがいい」

「うん……ありがとう」

　それから、しばらくの間、総一郎は沙織と並ならんで屋上からの景色をのんびりと眺ながめた。こんな風に、スイコーの屋上から街まち並なみを眺めるのは、あと何回あるのだろうか。残された高校生活は、数ヵ月しかない。それは、沙さ織おりを側に感じていられる時間でもある。

「そう言えば、総そう一いち郎ろう君」

「なんだ？」

「授じゆ業ぎようはいいの？」

「沙織は？」

「音楽科はもう実習時間だから」

「それも、授業中だろ」

「そうとも言うね」

「とは言え、今さら教室に戻もどるのもなんだな」

「どうせなら、もっと悪いことする？」

「たとえば？」

　何か企たくらむように沙織が小さく微笑ほほえんだ。

「デート、とか？」

「……」

「そ、その……仲直りの記念に」

「それは名案だな」

「よかった。怒おこられたらどうしようかと思った」

「俺おれはそこまで石頭じゃない。この三年間で変わったよ」

「三み鷹たかのせいだな」

「だろうな」

「いい傾けい向こうだと思うけど、三鷹のように彼かの女じよをたくさん作るのはダメだぞ」

「俺はそんなに器用じゃない。沙織だけでいっぱいだ」

　そんな話をしながら、屋上を出て行く。

　ドアを通り抜ぬけたところで、隣となりに並ならんだ沙織が手を握にぎってきた。

「っ！」

　右手から伝わってきた沙織の体温に、思わず肩かたで驚おどろいた。

「沙織の手は大きいな」

「それ、普ふ通つうは私が言う台詞せりふだと思う」

「す、すまない」

「ううん。いいよ。この手があったから、私は音楽を続けてきて、この場所で総一郎君と出会えたんだから」

「そうだな」

　答えながら、総一郎は手を握り返した。




　この日、デートから帰った総そう一いち郎ろうは、寝ねる前に珍めずらしく沙さ織おりと百通近いメールのやり取りをした。その最後は次のように締しめくくられている。


　――クリスマスイブは時間あるかな？　少しでもいいから一いつ緒しよに過すごしたい

　――総一郎君のために、空けてある











　　　　６









　十二月二十四日。クリスマスイブ。

　終業式も終わり、二学期最後のＨＲも片かた付づくと、三年一組の教室にはどことなく哀あい愁しゆうのような空気が居い座すわっていた。

　明日からは冬休み。高校生活に残された時間は短い。しかも、その短い時間は、受験によって大半が埋うめ尽つくされる。すでに、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの放送学部に進学を決めている総一郎に受験のプレッシャーはないが、別れの季節を間近に控ひかえた独どく特とくの物悲しさは感じていた。

　だからなのかもしれない。なかなか下校しようとしないクラスメイトたちの中に仁じんの姿すがたを求め、教室にいないとわかると、恐おそらく今日も受験勉強をしているんだろうと思い、図書室にまで足を運んだのは……。

　そして、ついお節せつ介かいなことを言ってしまった。

　――素す直なおに、水明芸術大学の文芸学部に願書を出す気はないのか？

　仁にとっては一番他人に触ふれてほしくない話題だっただろう。進路の話はすなわち、美み咲さきとの今後の関係に直結する。

　以前の総一郎であれば、そんなものは仁と美咲の問題だからと、絶ぜつ対たいに口を挟はさもうとはしなかったはずだ。それどころか、気にもしなかったと思う。

　いつからだろうか。あのふたりのことを気にするようになったのは……。

　思い出そうとしても思い出せない。

　だけど、仁と別れ、図書室をあとにした総一郎は、切っ掛かけなんてどうでもいいと思っていた。

　今が大事で……その今の自分に満足しているのだから考える必要などない。

　ただ一度、真っ直ぐに伸のびた廊ろう下かの途と中ちゆうで振ふり返り、図書室のドアを視し界かいに収おさめると、

「しっかりやれよ」

　と届とどくわけのないエールを仁に送った。

　三年間一緒のクラスにいて、性せい格かくが合っていると思ったことは一度もない。話していると苛いら々いらさせられることばかりだ。なのに、スイコーで出会った友人の中で、いつのまにか総一郎は仁のことを一番理り解かいしている。それは認みとめるところだった。

「いや、しっかりするのは俺おれの方か……」

　このあとは沙さ織おりとデートの約束がある。付き合いはじめて七ヵ月。現げん在ざい、ふたりの関係は、やっと手を繫つないだところまで……。小学生もびっくりの進しん展てん具ぐ合あいだ。

　図書室でも仁じんに言われてしまった。

　――クリスマスイブならキスもしやすいでしょ

　考えただけでも、心しん臓ぞうが破は裂れつしそうになる。沙織を目の前にして、そんな大それた行こう為いに及およぶことができるんだろうか。

「どうせなら、正しいファーストキスの仕方を、三み鷹たかに聞いておくんだったな……」

　総そう一いち郎ろうの切実な呟つぶやきは、誰だれもいない廊ろう下かに静かに染しみ渡わたっていく。

 


　一いつ旦たん、下校した総一郎だったが、四時過すぎになると再び学校に戻もどってきていた。沙織とのデートの約束があるのだ。

　まずは、毎年、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの音楽学部が主しゆ催さいしているクリスマスコンサートを聴ききに行った。

　会場となっていたのは、二年前に沙織が文化祭でピアノを弾ひいていた大学の音楽ホールだ。

　演えん奏そうされる曲目は実に様々で、クラシックからジャズ、流行のポップス、子供も退たい屈くつしないようにと、最近人気のアニメや特とく撮さつヒーローの主題歌が、豪ごう華かなオーケストラによって奏かなでられる。

　指し揮き者しやや演奏者の衣い装しようも、クリスマス仕様になっていて、全員がサンタクロースやトナカイの格かつ好こうをしていた。中には雪だるまも混まざっている。それでも、演奏の方は当然のことながら本ほん格かく的てきだ。

　スイコーの音楽科からも何名かが出演していた。

「沙織は出なくてもよかったのか？」

　曲と曲の合間にそう聞くと、沙織はおかしそうに笑いながら、

「イブに総一郎君をひとりにしたらかわいそうだと思ったんだ」

　と、少し芝しば居いがかったふざけた調子で言ってきた。

「その気き遣づかいには感かん謝しやするよ」

　自然と総一郎も笑顔で答えていた。

 


　約二時間に及およんだコンサートが終わって外に出ると、空はすっかりと暗くなっていた。雲に閉とざされていて星はどこにも見当たらない。

「そう言えば、雪が降ふるかもしれないと天てん気き予よ報ほうで言っていたな」

「降ったらいいね」

　その後、夕食を一いつ緒しよに食べるために、総一郎と沙織は駅に向かい、電車に乗って一駅移い動どうした。

　やってきたのは隣となり駅えきにあるショッピングモール。店は散々悩なやんで、色々と調べた末に、前にケーキバイキングに来たことがあるカフェテリアを選んだ。今はクリスマスの特別メニューを出しているので、試してみようと思ったのだ。

　クリスマスらしくチキンをメインにした料理を味わい、最後に出てきたケーキを堪たん能のうして店を出ると、時じ刻こくは八時を少し回っていた。

「あとは、どうする？」

「ツリーを見に行きたい」

　沙さ織おりの提てい案あんで、三階まで吹ふき抜ぬけになっているイベントスペースに足を伸のばした。

　ショッピングモールのほぼ中央……広場のど真ん中に立った大きなクリスマスツリーはイルミネーションできらきらしている。

　それを三階から少し見下ろすような角度で、総そう一いち郎ろうと沙織は眺ながめた。

「綺き麗れい」

「ああ、そうだな」

　本当に素す直なおにそう思えた。

　去年までは、そんな風に感じたことはないのに。むしろ、電気代の無む駄だなんじゃないかとすら思っていた。

　沙織が隣にいるだけで、真ま逆ぎやくのことを思うのだから酷ひどいものだ。単たん純じゆんにもほどがある。

　その気持ちは顔にも出ていて、総一郎は苦笑していた。

「総一郎君？」

「なんでもない」

「ほんと？　ツリーではしゃいでいる私を見て、笑ったんじゃないのか？」

「違ちがう。むしろ、それはかわいいと思っていた」

　総一郎のストレートな表ひよう現げんに、沙織は面食らって視し線せんを逸そらした。

「な、なにを言うかな、突とつ然ぜん」

「ちょっと、去年の自分と、今の自分を比ひ較かくしていただけなんだ」

「……比較？」

「以前は、クリスマスのこの浮うかれた感じがあまり好きではなかったんだが……今は、こういうのもいいものだと思っている自分に気づいたというか」

「……」

「別に、クリスマスという空気が去年と違うわけではないのに。変わったのは俺おれの方で、この景色も、沙織と見ているからよく見えるとかまあ、そういう感じというか」

　話しているうちに照れくさくなり、最後の方は口調が少しおかしくなってしまった。

「総一郎君の言う通りだな。誰だれと見るかで、景色は違って見える」

　沙織はわずかに空いていた隙すき間まを埋うめるように、総一郎にぴたっと肩かたをくっつけてきた。その手は手すりをぎゅっと摑つかんでいる。

　理り屈くつなんか抜ぬきにして、そこに沙さ織おりがいることを強く実感する。自分の大切な人であることを体が感じている。

　交わした言葉の数や、共に過すごした時間を超ちよう越えつした力が、触ふれ合うことにはあるような気がした。

　しばらく、ふたりで黙だまってイルミネーションを眺ながめていた。

「美み咲さきは、大だい丈じよう夫ぶだろうか」

　再ふたたび口を開いた沙織は、スイコーで出会った友人の名前をあげた。

「三み鷹たかとは上手うまくいってほしいんだ」

「そうだな」

　心からの同意だ。知れば知るほど、仁じんと美咲は見ていられない。

　それから、二十分ほどクリスマスツリーの前で過すごし、総そう一いち郎ろうと沙織は芸大前駅に帰ることにした。




　芸大前駅に到とう着ちやくしたのは、午後十時の数分前。

　総一郎は沙織と並ならんで、赤レンガ通りの商店街を歩いていた。沙織が何か話しかけてきているのだが、あまり、総一郎の頭には入っていなかった。

　もうすぐデートは終わってしまう。沙織の住む一いつ般ぱん寮りようは、駅から見てスイコーの向こう側にあるから、距きよ離りとしては結けつ構こうある。それでも、今日キスをするという総一郎の目標をクリアするのに、十分な時間があるとは思えなかった。

「総一郎君？」

「……」

　残されたチャンスはそうない。

「総一郎君？」

　少し怒おこった沙織の顔が、突とつ然ぜん目の前に飛び込こんできた。

「うおっ！」

「私の顔を見てそんなに驚おどろくのは酷ひどいと思う」

「す、すまない」

「どうしたの急に？」

「ち、違ちがう！　なんでもないんだ！」

「怪あやしいな」

　追つい及きゆうの眼まな差ざしを、沙織が容よう赦しやなく向けてくる。

「ほ、ほんとだ」

　ごまかそうと声を出した総一郎の目の前を、何か白いものが通り過ぎた。

「ん？」

　疑ぎ問もんに思いながら、沙さ織おりと一いつ緒しよに空を見上げる。ひとつまたひとつと雪の結けつ晶しようが舞まい降おりてきている。

「天てん気き予よ報ほうが当たったな」

「うん」
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　幻げん想そう的てきな夜空の光景に、沙織は心を奪うばわれている。とりあえず、沙織の意い識しきが雪に逸それたことに、総そう一いち郎ろうはほっとした。

　それから、

「行こうか」

　と沙織を促うながして、一いつ般ぱん寮りように向けて自然と歩き出す。総一郎が住んでいるのは、一般寮から十分ほど歩いたところ。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに通っていた親しん戚せきが借りていた部屋をそのまま借り受けたのだ。

　少しずつ勢いきおいを増ます雪に興こう奮ふんした沙織を横目に映うつしながら、総一郎は「まあ、今日はいいか」と思いはじめていた。無理やりそういう雰ふん囲い気きに持っていける空気でもない。そんなに総一郎は器用でもない。それに、今は一緒に過すごす時間が楽しい。幸せな気持ちで、胸むねの中は満たされている。これ以上を求めるのは、贅ぜい沢たくな気がした。

　それでも、心の中では無意識にため息を吐ついていた。

　きっと、休み明けに仁じんに笑われることだろう。

　駅を出てから三十分ほどで、総そう一いち郎ろうと沙さ織おりは一いつ般ぱん寮りようの前まで帰ってきた。

　その頃ころには、雪は本ほん格かく的てきに降ふり出し、周囲を徐じよ々じよに白く染そめ上げていっている。気温も低く、吐はく息はずっと白いままだ。

「今日は、楽しかった」

「俺おれの方こそ」

「うん」

　少し照れたように沙織が俯うつむく。

「じゃあ、俺は行くけど」

「あ、待って」

　振ふり向こうとしていた総一郎だったが、沙織の声で動きを止めた。

「そのあの」

「ん？」

「総一郎君、何か大事なことを忘わすれていないか？」

　そこで、ばっと沙織が顔を上げた。真っ直ぐに目が合う。何か覚かく悟ごを決めたような目だ。

「大事なこと？」

「クリスマスプレゼントだ」

「あ、ああ」

　なんて間ま抜ぬけな話だろうか。

「そ、そうか。そうだな。普ふ通つうはプレゼントを用意しておくべきだな。俺は何をやっているんだ……」

　沙織との約束を取り付け、クリスマスコンサートのことを調べ、ディナーの店を予約した時点で、気が抜ぬけていた。

「いや、ほ、ほんとに、すまない！」

「総一郎君、これ」

　慌あわてる総一郎に、小さな包みを差し出してきた。沙織はちゃんと用意してくれていたようだ。いや、普通は忘わすれないのか。ほんとに情なさけない気持ちになる。

　プレゼントのやり取りはまた今度、と言うわけにもいかず、総一郎はそっと受け取った。

「開けてもいいか」

「うん」

　中から出てきたのは、ケータイのストラップ。しかも、前に見たことがある。確たしか『がぶりんちょやままや～』とか言うキャラクターで、沙織のケータイに今もくっついている。

「総一郎君のケータイはなにもついてないから」

「そうだな。ありがとう……」

　せっかくなので、沙さ織おりの見ている前で、ケータイにストラップをつけた。

「ごめん。俺おれ、なにも用意していないんだが……」

「お返しはちゃんともらうぞ」

「沙織？」

　すると、沙織が身を寄よせてきた。上うわ目め遣づかいに総そう一いち郎ろうをしばらくじっと見み据すえてくる。

「って、まさか!?」

　その意図が、なんとなくわかった。

「私だって、興きよう味みがないわけじゃないんだ……」

　か細い声でそう言うと、胸むねの前で両手を合わせた沙織がそっと目を閉とじる。

　一いつ瞬しゆんで頭は真っ白になった。思考ができない。だから、もはやそうする以外に、選せん択たく肢しなんて総一郎の頭の中にはなかった。

　沙織の肩かたに両手を置くと、びくっと全身で反はん応のうしてきた。

「わ、悪い」

「う、ううん。び、びっくりしただけだから……来て」

「あ、ああ」

　ゆっくりと沙織に顔を近づけていく。心しん臓ぞうは高鳴るばかりだ。全身が心臓になったみたいだった。

　それでも、沙織の唇くちびるから目を逸そらすことができない。息を止め、目を閉じた瞬間、鼻がぶつかった。

「あっ」

　慌あわてて一度離はなれる。間ま抜ぬけな失敗をしたことで、脳のうは一気に沸ふつ騰とうした。外は寒いのに汗あせはじわじわと噴ふき出してくる。

　さっきの失敗で焦あせった総一郎は、今度は勢いきおいをつけたまま沙織の唇に触ふれた。

　かつっと歯が少しぶつかってしまう。お互たがいの息が頰ほおにかかってくすぐったい。

　ドキドキが収おさまらない。

　何がなんだかわからないまま、総一郎は沙織から離れた。

「ごめん。上手うまくできなくて……」

　真っ先にそんな言葉が口を出る。

「わ、私の方こそ……」

「あ、ああ」

　まともに沙織の顔を見られない。

「で、でも……これから、練習すればいいと思うんだ」

「え？」

「総一郎君が、たくさん練習させてくれるんでしょ？」

　動どう揺ようした様子の沙さ織おりが、なにやらとんでもないことを言ってきた。自分が何を言っているのか、わかっているんだろうか。恐おそらく、わかっていないだろう……。

　総そう一いち郎ろうの頭が回っていたのもそこまでだった。

　再ふたたび、沙織の肩かたに両手を置くと、今度はそっと沙織にキスをした。反省は大いに生かされている。

「んっ」

　先ほどはわからなかったやわらかさが唇くちびるから伝わってくる。沙織の熱が総一郎に届とどけられた。

　唇が離はなれると、お互たがいに一歩下がって顔を背そむけた。

「すごく心しん臓ぞうがドキドキしてる」

「俺おれもだ」

「すごいね」

「すごい？」

「人を好きになるのはすごいことだ。コンクールより緊きん張ちようした。心臓が飛び出しそうになるとか言うけど……ほんとにあるんだな」

「そうだな。けど、これからも、もっとドキドキすることがあるんだろうな」

　横目で沙織を見ると、沙織も盗ぬすみ見るように総一郎を見ていて、

「……エッチなこと？」

　と聞いてきた。

「ち、違ちがう！　い、いや、違うわけでもないが……そういうことも含ふくめて、まだこれから色々なことをふたりでという意味であって、その一点のことだけを言っているわけではないからな」

「ふふっ、わかってる」

　どうやら、完全にからかわれていたらしい。だけど、おかげで、だいぶ気持ちも落ち着いた。普ふ通つうに沙織の顔を見ることもできる。

「じゃあ、俺は帰るな」

「うん、今日は本当に楽しかった」

「ストラップ、大事にするよ」

　にっこりと微笑ほほえんだ沙織に見送られながら、総一郎はひとり帰路についた。心の中があたたかくなっていたから、寒さなど少しも感じなかった。

　その帰り道、「やっほ～」と雄お叫たけびを上げながら、三回ほど飛び上がったのは、誰だれにも言えない秘密となった。
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　元がん旦たんには、近くの神社にふたりで初はつ詣もうでに行った。まだ進路が決まっていなければ、ここで受験の合ごう格かく祈き願がんでもするのだろうが、総そう一いち郎ろうも沙さ織おりも卒業後のことは確かく定ていしている。だから、何をお願いすればいいのか、直前まで総一郎は悩なやんでいた。

　参さん拝ぱいを済すませたあとで、沙織からは、

「なにをお願いしたの？」

　と聞かれた。

「沙織は？」

「たぶん、総一郎君と同じことだと思う」

「そ、そうか」

　本当だったら、これほどうれしいことはないと思った。

　総一郎は、「いつまでも沙織といられるように」と祈いのったのだから。




　短い冬休みはあっという間に終わってしまい、三学期がはじまると、それまで以上に時間の経けい過かを早く感じた。

　二月になると、受験への配はい慮りよから学校は自由登校となり、嫌いやでも卒業が間近に迫せまっていることを、周囲に漂ただよう空気が教えてくる。

　その頃ころになって、ようやく、総一郎は自分がスイコーを卒業する日が来るんだと、現げん実じつ的てきに受け止めるようになっていた。

　三月になれば、卒業する。そんなことは誰だれもが頭ではわかっている。けど、あと一ヵ月かそこらで、この制せい服ふくを着ることもなくなるんだという実感はなかなか持てずにいたのだ。

　大学生になった自分というのを、まだ上手うまく想そう像ぞうできていないせいでもあるんだと思う。

「制服を着てスイコーに来るのも、あと数えるほどなんだな」

　二月も半ばになると、沙織もそんなことを言っていた。その声こわ音ねには、今日までの日々を思い返すような懐なつかしさと、まだ姿すがたのはっきりと見えない未来に対する漠ばく然ぜんとした不安が含ふくまれていたと思う。

　その沙織とは、三学期に入ってからは、可か能のうな限かぎり一いつ緒しよに下校するようにした。沙織の言葉ではないが、一緒に帰るのもあと数えるほどしか残されていないのだから。




　二月も下げ旬じゆんに差し掛かかったある日、総一郎は卒業式で読み上げる答辞を準じゆん備びするため、学校に来ていた。

　三年の教室が並ならぶ、三階はがらんとしていて、総一郎の教室も空っぽだった。その中で、ひとり黙もく々もくと答辞の原げん稿こうを綴つづっていく。

　手が止まったところで、一いつ旦たん、書き進めた文章を読み返した。冒ぼう頭とうの挨あい拶さつにはじまり、後こう輩はいの送辞への感かん謝しや、今日まで支ささえてきてくれた先生方や両親に対する謝しや辞じと続き、スイコーで過すごした日々の思い出を語っていく。メインとなるのは、やはり文化祭。一年目は実行委員として、二年、三年は生徒会メンバーとして、スイコー最大のお祭りに総そう一いち郎ろうは参加してきた。

　充じゆう実じつした三年間だったと胸むねを張はれる。

　中学三年の秋……スイコーの文化祭に遊びにきて、受験を決めたのは間ま違ちがいではなかったと思う。後こう悔かいすることはなにもない。だが、その「後悔はない」という言葉を答辞の原げん稿こうに記しるしたところで、総一郎の胸はもやもやとした。

　何かが引っかかっている気がする。

　原げん因いんはなんだろうかと考えていると、聞き慣なれた声が教室に入ってきた。

「総一郎君、来てたんだ」

　顔を上げると、ヴァイオリンのケースを持った沙さ織おりがいた。頭にあったヘッドフォンを首にかけるようにずらして、総一郎の側まで小走りでやってくる。

「ああ、答辞の原稿を片付けておこうと思って。沙織は、オーケストラの練習か？」

　卒業式の式しき歌か斉せい唱しようは、音楽科の生徒全員が伴ばん奏そうを行うことになっている。

「午後から全体練習があるんだ」

「そうか」

　沙織の目が自然と答辞の原稿に向かう。

「まだ途と中ちゆうだが、読むか？」

「いいの？」

「卒業式で感動できなくなるかもしれないが」

「だったら、やめておく」

　そんな話をしていると、総一郎のケータイが鳴った。

　誰だれだろうと思いながらポケットから取り出す。ディスプレイに表ひよう示じされていたのは『三み鷹たか仁じん』だった。

「三鷹からだ」

　と、沙織に一言説明してから電話に出る。

「なにか用か？」

「急に、元生徒会長の声が聞きたくなっちゃって」

「切るぞ」

「つれないこと言うなよ」

「で、用よう件けんはなんだ？」

「ちと、相談があるんだけどさ」

「相談？」

　仁の口から出た言葉に、総一郎は正直驚おどろいていた。いつも、人を煙けむに巻まくような言動で、本心を覗のぞかせない男なのに。というか、仁が誰かに頼たよろうという態たい度どを今までに見たことがないせいかもしれない。

　沙さ織おりも少し不思議そうな顔をして、会話の行方ゆくえを見守っている。

「用があるなら、教室に来い」

「あ、学校に来てるのか、そりゃ好都合だ」

　その口ぶりからして、仁じんも学校内にいるのだろう。理由はすぐにわかった。署しよ名めい活かつ動どうをしているのだ。仁たちが住んでいる学がく生せい寮りよう……さくら荘そうの取り壊こわしを阻そ止しするために。

「すぐ行くから待っといてくれ」

「わかった」

　返事をして電話を切る。

「三み鷹たかは、何だって？」

「内ない容ようはわからないが、相談があるそうだ」

「相談ね……」

　沙織は、「なんだろうな」と考え込こむ。

　そこへ、廊ろう下かの向こうからどたどたと足音が迫せまってきた。

「この足音は……」

　沙織がドアの方を向くと同時に、美み咲さきが教室に駆かけ込んできた。

「たのも～！　あ、はうはうだ！　はうはうがいるぞ！」

　やってきたかと思うと、美咲は早速沙織に飛び掛かかっていく。

「うわっ、こら、美咲、抱だきつくな」

「はうはうも抱きついていいよ」

「そんな話はしていない！　総そう一いち郎ろう君も見てないで助けてくれ」

　さすがにそれは難むずかしい。

「相変わらず、ふたりは仲がいいね」

　遅おくれて教室に姿すがたを見せたのは仁だ。

「上かみ井い草ぐさも一いつ緒しよだとは聞いていないぞ」

「俺おれも、はうはうが一緒だとは聞いてないからね」

　本当に口の減へらない男だ。

「で、相談とは何だ？」

「実じつ際さいのところは、元生徒会長に頼たのみがあるんだよ」

「断ことわる」

　嫌いやな予感しかしないので、総一郎は即そく答とうした。

「せめて、内容を聞いてくれてもいいんじゃないの？」

　苦笑しながら、軽い調子で仁が食い下がってくる。

「どうせ、ろくでもない内容だろ」

「今回に限かぎっては案外まともだよ」

「だったら、なおさら聞きたくはないな」

　さくら荘そうの取り壊こわしが発覚している今、用よう件けんがそれ絡がらみなのは容よう易いに想そう像ぞうがついた。かなり面めん倒どうなお願いなのは間ま違ちがいなさそうだ。

「どうせ、さくら荘のことだろう？」

「ご名答。さすが元生徒会長。話が早くて助かるよ」

「俺おれは聞くとは言っていないぞ」

「じゃあ、しょうがない」

　一見、諦あきらめたような態たい度どを仁じんが取る。けど、次の瞬しゆん間かん、

「卒業式の答辞だけど、美み咲さきにやらせてくんない？」

　という、無茶苦茶な発言をしてきた。

「は？」

　総そう一いち郎ろうと仁のやり取りを見守っていた沙さ織おりが、真っ先に声を上げる。

「……」

　予想をはるかに超こえた発言に、総一郎は文字通り絶ぜつ句くした。

「あれ？　聞こえなかった？　卒業式の答辞だけど、美咲にやらせてくんない？」

「全米を涙なみだで溢あふれさせてあげるよ！」

「……」

「お～い、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ちゃんと聞こえている……。お前がとんでもないことを、消しゴムを貸かしてほしいみたいな軽い口調で言ってきたから耳を疑うたがっていたんだ！」

「安心するがいいぞ！　そーちゃんの耳はばっちりだ！」

「美咲、そのあだ名で総一郎君を呼よぶな。なんだか、私より親しげじゃないか」

　黙だまって聞いていた沙織まで会話に参加してくる。

「だったら、そーろう？」

「そ、それだと別の意味になるだろう！」

「意外と、はうはうも色々知ってるのね？　音楽の勉強ばかりで、もっとウブなのかと思えば」

「み、三み鷹たかは黙っていろ！」

「はいはい」

　気がつくと状じよう況きようはすっかり混こん乱らんしていた。

「ごほん」

　とりあえず、わざとらしく咳せき払ばらいをする。

「理由を説明しろ」

　それから、仁を促うながした。

「今、さくら荘が置かれている状況は知っているよな？」

「ああ」

　理事会が本年度限かぎりで、さくら荘そうの取り壊こわしを決定した。それに、さくら荘の住人は反対の意を示しめし、取り壊しの決定を覆くつがえすために、校こう則そくに則のつとり学校内で署しよ名めい活かつ動どうをしている。全校生徒の三分の二以上の賛さん同どうが得られた場合、理事会に決定を差し戻もどすことができるのだ。だが、三分の二以上という数字を集めるのは至し難なんの業わざで、ましてや問題児の巣そう窟くつであり、一いつ般ぱんの生徒から敬けい遠えんされているさくら荘のメンバーでは、到とう底てい無む理りだと総そう一いち郎ろうは思っている。

「署名が集まらなかった場合だけでいい」

「集められると思っているのか？」

「集める気ではいるよ。俺おれたちはな」

　冗じよう談だんでも強がりでもない。そう信じているという強い光が仁じんの瞳ひとみの奥おくにはあった。隣となりにいる美み咲さきはもっと自信満々だ。少しも揺ゆらいではいない。疑うたがってもいない。

「だけど、ダメだった場合のことも考えておく必要はある」

「どうして、それが答辞になる？」

「ヒントをくれたのはお前だよ」

「なに？」

　仁が何を言おうとしているのかがわからず、総一郎は顔を顰しかめた。

「春にやった放課後の屋上開放。忘わすれたわけじゃないだろ？」

「……」

「毎日、職しよく員いん室しつに足を運んで、最終的には先生連中の気持ちを動かした。理り屈くつではダメだと言っていたのに、それを感かん情じようでこじ開けたんだ」

「卒業式の答辞で、全校生徒にさくら荘のことを訴うつたえかけるというわけか」

「そういうこと」

「そういうことだも～ん！」

　仁と美咲が同時に答える。

「原げん稿こうは俺おれが書くよ。もちろん、事前にチェックにも回す」

「……」

「署名が集まらなかったときの最後の賭かけだ。頼たのむよ」

　考え込こむ総一郎を、何か言いたそうに沙さ織おりが見ている。聞かなくても、沙織の意思はわかった。

　心の中で「はあ」とため息を吐ついた。いつから、こうなったのだろうか。少なくともスイコーに入学した当時の総一郎なら断だん固こ反はん対たいしていただろう。なのに、今はまったくそんな気にならない。あっさりと、総一郎の気持ちは傾かたむいていた。

　それでわかったような気がした。

　先ほど、答辞の原稿を書いていて、どうして違い和わ感かんを覚えたのか。「後こう悔かい」の二文字を窮きゆう屈くつに感じたのか。それは、少しだけ後こう悔かいがあるからだ。問題児と言われながらも、さくら荘そうの連中は、きっと誰だれよりもスイコーでの高校生活を楽しんでいた。心のどこかで、それを羨うらやましいと思っていた自分がいたことに、総そう一いち郎ろうは今になって気づいた。そして、だからこそ、総一郎は仁じんのことが嫌きらいだったのだ。

「俺おれと美み咲さきが、空そら太たたちにしてやれる最後のことだと思う」

　そう語る仁の目は真しん剣けんそのものだった。

「こーはいくんたちのために、さくら荘は絶ぜつ対たいに守るんだも～ん！」

「……わかった」

　仁と美咲を前に、総一郎は静かに答えた。

　目を見開いて仁は驚おどろいている。

「やった～！」

　美咲はすぐにバンザイをして、そのまま沙さ織おりにダイブした。いきなり飛びつかれた沙織は、尻しり餅もちをついてしまっている。

「サンキュ、元生徒会長」

　お礼を口にする仁に、総一郎は「出せ」と言わんばかりに手のひらを出した。

「この手はなに？」

「原げん稿こうだ。もう出来ているんだろ？」

「……」

　予想していなかったのか、珍めずらしく仁がきょとんとしている。

「お前はそういう抜ぬけ目のない、嫌いやな性せい格かくの男だからな」

「お褒ほめに与あずかり光栄だよ」

　内ポケットから取り出した原稿を、仁が差し出してきた。

「ほんと、お前のこういうところは嫌いだ」

　予想した通り、すでに準じゆん備びしてあったらしい。

「そう？　俺は元生徒会長のそのはっきりした性格が大好きだけど」

「ふざけているなら協力はしないぞ」

　そこで原稿を受け取る。

「冗じよう談だんでこんなこと頼たのむと思う？」

「頼まないだろうな」

　受け取った原稿を、総一郎は読まずに鞄かばんにしまった。

「読まなくていいのか？」

「お前が本気なら読むまでもない。それに読むと、気が変わるかもしれないからな」

　そこで、仁はなぜだか沙織を見た。

「はうはうの彼かれ氏しはかっこいいね」

　からかう調子でそんなことを言う。

　それに対して、ようやく立ち上がった沙さ織おりは、

「そんなの当たり前だろう」

　と誇ほこらしげに微笑ほほえむのだった。
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　三月八日。この日は、すがすがしい青空に恵めぐまれた。

　波は乱らんに満ちた卒業式も終わり、クラスメイトと別れの挨あい拶さつを交わした総そう一いち郎ろうは、ひとりスイコーの屋上にやってきていた。

　誰だれもいない。貸かし切り状じよう態たい。

　鞄かばんと花束をベンチに置くと、卒そつ業ぎよう証しよう書しよの入った筒つつは持ったまま、総一郎は思い切り空に向かって伸のびをした。

　澄すんだ空気を肺はいいっぱいに吸すい込こむ。それを、総一郎はため息のように吐はき出した。

「はあ……酷ひどい目にあったな。まったく……」

　答辞を美み咲さきに読ませたせいで、卒業式は一いち時じ中ちゆう断だん。約一時間後に、答辞から再さい開かいとなった。やり直しの答辞は総一郎が読み上げ、卒業式を混こん乱らんに陥おとしいれたさくら荘そうのメンバーは、体育館の外に立たされることになった。

　こんな卒業式は前代未聞だ。

　なのに、さくら荘の存そん続ぞくが決まったことを思うと、自然と表ひよう情じようは綻ほころんでいく。苦労に見合った結果になって本当によかった。これでダメだったら目も当てられない。

　そんな元生徒会長にあるまじき思考をごまかすように、総一郎は屋上のフェンス際ぎわを、ぐるりと一周するつもりで歩き出した。ここからの景色を、目に焼き付けておくために……。

　昇しよう降こう口ぐちから校門までの道に、多くの生徒が集まっている。笑っている生徒もいれば、泣いている生徒もいる。記念写真を撮とって、また会おうねと声をかけ合っているようだった。晴れ晴れとした雰ふん囲い気きの中に、少しの寂さびしさを含ふくんだ独どく特とくの空気がそこにはあった。

　今日交わされた再さい会かいの約束は、いくつ果たされることになるのだろうか。全部とはいかないことだけはわかっている。それが、どうにも切ないのだ。

　屋上を半周ほどしたところで、誰だれかがドアを開けてやってきた。

「やっぱり、ここにいたんだ」

　そう言いながら、総一郎の方へと歩いてきたのは沙織だ。

　大きな花束を両手で抱かかえている。

「すごいな、それ」

「音楽科の後こう輩はいからだ。……そういう総一郎君こそ、あれはなんだ？」

　先ほど総そう一いち郎ろうがベンチに置いた荷物を、沙さ織おりが目ざとく見つけている。その中には、沙織が抱かかえているのには負けるが、立りつ派ぱな花束があった。

「前生徒会メンバーの後こう輩はいからだ」

　五人の役員のうち、三人は下級生だった。その当時の副会長……現げん生徒会長が、涙なみだと鼻水を垂たらしながら差し出してきた花束だった。

「会長に負けないくらい、俺おれ、がんばります！」

「今はもうお前が会長だろ」

「俺にとって、会長は会長だけなんですよ」

　卒業式が終わった直後、教室に戻もどる途と中ちゆうにそう言われて、うれしくないはずがなかった。感極まって総一郎も泣くところだった。だが、後輩の前でかっこ悪いところは見せられないと思い、必死に我が慢まんした。

「俺は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに進学するだけだ。たまには顔を出すよ」

「はい、会長！」

　本当にいいメンバーで、総一郎は生徒会を運うん営えいできたと思う。彼かれらには感かん謝しやの言葉では足りないくらいだ。

　側までやってきた沙織が、近くのベンチに腰こしを下ろした。

「卒業式の総一郎君は、かっこよかった」

「それは、主にどの瞬しゆん間かんの話だ？」

　突とつ然ぜんの沙織の言葉に若じやつ干かん驚おどろきながらも、総一郎は反はん射しや的てきにそう聞き返していた。思い当たる節ふしはふたつある。ひとつは、途と中ちゆうから仕切り直しとなった卒業式で、答辞を読んでいる場面。もうひとつは、仕切り直しの原げん因いんとなった美み咲さきの答辞を、最後の最後でフォローしたこと。

　答えは聞かなくてもわかる気がした。

　けど、沙織の返答は、総一郎の予想と違ちがった。

「両方ともかっこよかった。彼かの女じよとして鼻が高い」

　少し悪戯いたずらっぽく沙織が笑っている。

「そう言ってもらえると、彼氏としてはうれしい限かぎりだな」

「美咲に答辞を読ませたこと、後こう悔かいしてる？」

「してるな。高校最後の思い出が、胃の痛いたみで埋うめ尽つくされた」

「だったら、せめて美咲の答辞の原げん稿こうを事前に見ておけばよかったのに」

　沙織の言う通り、総一郎にはその機会があった。

「その点は、読まなくて正せい解かいだったと思っている」

「どうして？」

「上かみ井い草ぐささのあれは、どう見ても途中からアドリブ全開だった。それに……」


「それに？」

「内ない容ようを知っていたら、こんなすがすがしい気持ちにはなれなかったと思う」

「そうだな。あれはいい答辞だった」

　嚙かみ締しめるように、沙さ織おりが小声でそうもらした。

「おかげで、仕切り直しになったあとは、やりにくくて仕方がなかったよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと泣いている生徒もいた」

「沙織は？」

「わ、私か？　私は、まあ、その」

　噓うそをつけない素す直なおな反はん応のうで、答えはわかってしまう。

「結局、最後の最後まで、俺おれは上かみ井い草ぐさには勝てなかったわけだ」

　今はそれすらも心ここ地ちいい。上井草美咲という人間と出会わなければ、こんな気持ちになることもなかっただろう。そもそも、成せい績せき順じゆん位いで一位を取ろうとなんて、考えなかったかもしれない。目標にできる相手がいたことで、自分の高校生活は充じゆう実じつしたものになっていたんだと、今なら思うことができる。

　そんなことを考えていると、ポケットの中でケータイが震ふるえた。

　メールの着信だ。

「誰だれから？」

　見ると、仁じんの名前が表ひよう示じされている。

「三み鷹たかだ」

　沙織に答えながらメールを開く。


　――卒業、おめでと。今後も、よろしく



　と淡たん々たんと綴つづられている。

「校長先生のお説教は終わったのかな？」

　沙織と同じ疑ぎ問もんを総そう一いち郎ろうも持っていた。答辞でさくら荘そうの取り壊こわしの反対を訴うつたえ、卒業式を無茶苦茶にした罰ばつとして、今いま頃ごろはまだ校長室でこってりと叱しかられているはずだ。


　――説教は終わったのか？ 



　とメールを返す。

　するとすぐに返事はあった。


　――絶ぜつ賛さんお説教中だよ



　まったくもってふざけた内容だ。


　――真ま面じ目めに怒おこられておけ

　――なんなら、代わろうか？ 



　もう返事をしない方がいいと思った。メールを返せば、仁も送り続けてくるに決まっている。それでも、最後のつもりで、総一郎はメールを書いた。


　――卒業、おめでとう。大阪に行っても、たまには連れん絡らくくらいよこせよ



　送信しましたというメッセージがディスプレイに表ひよう示じされる。

　しばらく待っても、仁じんからの返事はなかった。

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに進学する総そう一いち郎ろうとは違ちがって、仁は四月からは大阪の芸大に通うことになっている。三年間同じクラスで過すごした友人と、今後は離はなれ離ばなれになるわけだ。だが、それで仁との関係に変化が出るとは思っていなかった。きっと、この先も続いていく。

　ケータイをしまおうとしたところで、もう来ないと思っていたメールが来た。ただ、今度の相手は美み咲さきだった。

「あいつらは」

　校長の説教を受けながら、総一郎にメールを送ってくるとは、一体どういう神しん経けいをしているんだろうか。最後までその辺のところはまったく理り解かいできなかった。


　――ありがとう！　そーちゃんのおかげで、さくら荘そうを守れたよ！ 



　そこに続けて、もう一通メールが来た。


　――はうはうがいないからって浮うわ気きすんなよ！ 



「誰だれがするか」

「どうしたんだ？」

「上かみ井い草ぐさからだ」

　今届とどいた二通のメールを沙さ織おりに見せる。一通目には喉のどの奥おくで笑い、二通目には難むずかしい顔で反はん応のうした。なにやら疑うたがいの視し線せんを沙織が向けてくる。

「私もその点は心配だ」

「俺おれを三み鷹たかと一いつ緒しよにするな」

「本当に？」

「本当だ」

「じゃあ、証しよう拠こを見せてほしい」

「証拠って」

「……」

　無言になった沙織がわずかに頰ほおを染そめている。それで、何を要求されているのか、わかった気がした。

「沙織のことで、前から思っていたんだが」

「何を？」

「この手の話に対して、意外と大だい胆たんだよな」

「え？　そ、そうかな？」

「おかげで、俺はいつでも沙織に夢む中ちゆうだ」

　気き恥はずかしさから、後半は早口になっていた。今、沙織に何か言われると、頭が沸ふつ騰とうしそうだ。だから、総一郎はその前に身をかがめて、ベンチに座すわっている沙織にそっとキスをした。

　今月中には、沙さ織おりは留りゆう学がく先さきのオーストリアへ旅立つ。日本で一いつ緒しよにいられる日数は、もう指折り数える程てい度どしかない。寂さびしくないと言えば噓うそになる。後ろ髪がみ引ひかれる思いは、今だって付きまとっている。離はなれ離ばなれになっても、ふたりの関係が続いていくかは、何の確かく証しようもないのだ。だけど、決めたことだ。ふたりで決めたことだった。

　沙織から離はなれると、大空を飛行機が横切っていくのが目に入った。立ち上がった沙織も、総そう一いち郎ろうの隣となりで飛行機を見上げている。少しずつ、その影かげは小さくなり遠ざかっていく。

　完全に見えなくなる前に、総一郎は沙織の手を握にぎった。沙織はわずかに肩かたで反はん応のうしただけで、視し線せんは空の彼方かなたに向けたままだった。ただ、やさしく握り返してくれた。だから、総一郎も無言のまま、遠ざかっていく飛行機の軌き跡せきを追いかけた。

　どんな言葉よりも、この日繫つないだ手のぬくもりを、信じることができたから。
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　春休みのある日の朝。

　目が覚めると、裸はだかの彼かの女じよが隣となりに寝ねていた。

　その彼女が、

　——ねえ、空そら太た

　——なんだよ

　——わたしのこと、よろしくね

　と告げてきた。
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　一体全体、どうしてこうなってしまったのだろうか。

　椎しい名なましろの体温を背せ中なかに感じながら、神かん田だ空そら太たは階かい段だんを一段ずつ上がっていた。足を踏ふみ出すたびに、床ゆか板いたがぎしぎしと危あやうげな呻うめき声を上げている。

　場所はさくら荘そう。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの問題児を集めた一いつ風ぷう変わった学がく生せい寮りようだ。

　木もく造ぞう二階建てのボロアパート風の建物。空太はその１０１号室に住んでいて、背せ中なかにおんぶしている椎名ましろは２０２号室の住人だ。ふたりともこの春から三年生になる。

　本当に、どうしてこうなってしまったのだろうか。

　再さい度ど、同じ疑ぎ問もんを思い浮うかべていると、

「ふう……」

　と、熱っぽいましろの吐と息いきが首くび筋すじを撫なでた。

　それもそのはず。ましろは風か邪ぜを引いていて熱があるのだ。

　その原げん因いんを、空太はよ～く理り解かいしていた。だから、本来は理由など考える必要はない。だけど、この先に待ち受けているであろう困こん難なんを思うと、考えずにはいられなかった。

　本調子であっても、朝起こしてあげて、服を用意してあげて、パンツも用意してあげて、お風ふ呂ろ上がりにはドライヤーもかけてあげないといけない生せい活かつ破は綻たん者しや……それがましろだ。出かければ迷まい子ごになり、買い物だってひとりではできない。

　物心がつく前から絵の勉強ばかりをしてきた天才画家は、世界的に認みとめられた才さい能のうと引き換かえに、一いつ般ぱん常じよう識しきをどこかに落としてきたらしい。

　そんなわけで、一年前にましろがさくら荘にやってきて以来、空太が『ましろ当番』として、日々の面めん倒どうを見てきたのだ。

　当然、風邪を引いたましろのお世話も、空太がしなければならないということになる。

　普ふ段だんから手間がかかるというのに、風邪など引いたらどうなってしまうのだろうか。

　はっきりしているのは、今日という日が平へい穏おんに過すぎ去ってはくれないだろうということ……。だから、憂ゆう鬱うつにもなるのだ。無意味な思考を繰くり返してしまうのもしょうがない。

　だが、落ち込こんでばかりもいられない理由が空そら太たにはあった。

　春休みになって、先に風か邪ぜを引いたのは空太の方なのだ。そんな空太を、ましろは一いつ生しよう懸けん命めい看かん病びようしてくれた。もちろん、生せい活かつ破は綻たん者しやらしく色々と的外れな看病をしてくれたわけだが……。寒いと寝ね言ごとを言っていたらしい空太をあたためるために、裸はだかでベッドに潜もぐり込んできたくらいだ。

　とは言え、空太の力になりたいという、ましろの気持ちはしっかりと伝わってきた。トータルでは感かん謝しやしている。

　実じつ際さい、ましろの看病のおかげかどうかはわからないが、今け朝さ方がたには空太の体調は快かい復ふくした。ただ、その代わりに、今度はましろが体調を崩くずすという結果を招まねいた。それが、今の状じよう況きようだった。

　どう考えても、ましろの風邪は空太の責せき任にん。誰だれのせいにもできない。ましてやましろに文もん句くなど言えるはずもない。自じ業ごう自じ得とくだ。

　だからこそ、自問自答するように、意味もなく

「どうしてこうなってしまったのだろうか」と考えてしまう。

「ねえ、空太」

　ましろが後ろからしっかりとしがみ付いてくる。

「なんだよ？」

「わたしのこと、よろしくね」

「それはさっき、俺おれの部屋で聞いたぞ」

　正せい確かくには空太の部屋のベッドの上で、だ。

「きちんとした返事はもらってないわ」

「きちんとした返事がほしければ、もうちょい普ふ通つうの聞き方にしてくれ。なんだ、その、嫁よめに行くみたいな言い方は！」

「なら、嫁に行くわ」

「こんでいい！」

「酷ひどいわ」

「適てき当とうなことを言って俺をもてあそんでいるお前の方がよっぽど酷いわ！」

　階かい段だんを上り切った空太は、三つ並ならんだ部屋の真ん中……２０２号室にましろを運び込む。

　一いち目もく散さんにベッドを目指し、その上にましろを下ろして横に寝かせた。

「空太」

　熱い吐と息いきで、ましろがまた名前を呼よんで来た。少しとろんとした視し線せんは、ちょっと色っぽくも見えて、不ふ謹きん慎しんだとはわかっていてもドキッとしてしまう。

　それでも、動どう揺ようを隠かくしながら、肩かたまでしっかりとましろに布ふ団とんをかけてあげた。

　すると、身をかがめた空太の耳元で、

「今日はやさしくしてね」

　と、ましろが囁ささやいてきた。

「ばっ！」

　慌あわてて距きよ離りを取る。

「バカ、お、お前、なにを言うかな！　ベッドの中からそんなこと言われると変な気分になるだろ！」

「わたしもよ」

「え？」

「胸むねがドキドキして、頭がぼんやりして……体が熱いわ」

「それは典型的な風か邪ぜの症しよう状じようだ！」

　一いつ瞬しゆんでもドキッとして損そんをした。

「とりあえず、熱を測はかれ」

　持ってきた体温計をましろに手て渡わたす。ましろが脇わきに挟んだのを確かく認にんして五分待つ。

「測ったわ」

　パジャマの中から出てきた体温計を確認する。人ひと肌はだにあたためられた体温計は、三十七度八分を示しめしていた。

「よし、今日は大人おとなしくしているんだぞ」

　そう告げて、ベッドの側を離はなれようとすると、

「空そら太た、いっちゃうの？」

　と、少し不安げな視し線せんをましろが向けてきた。

　掛かけ布ふ団とんの縁ふちを両手で摑つかんで、じっと見上げてくる。

「俺おれがいると落ち着かないだろ」

「落ち着くわ」

「そういうこと言われると、俺が落ち着かないんだよ！」

「落ち着きのない子ね」

「確たしかに、小学生の頃ころは、そう成せい績せき表ひように書かれたけど……って、俺のことはどうでもいいんだよ。ほれ、ケータイ、枕まくら元もとに置いておくから」

「うん」

「用事があったら鳴らせよ」

「すぐ来る？」

　なんだか、今日のましろは少しだけ気弱な気がした。瞳ひとみに宿ったいつもの揺ゆるぎない意い志しがぼやけている。

　風邪を引けば誰だれでも気持ちが小さくなる。それはましろも同じなのだ。

「すぐ来るよ」

　最さい大だい限げんのやさしさを込こめて、空そら太たはそう答えた。言ってすぐに照れくさくなり、ドアの方に顔を背そむけた。

　それから、ごまかすように、

「じゃあ、おやすみ」

　と早口で続けた。

「眠ねむくないわ」

「それでも寝ねなさい」

「やるだけやってみる」

　決意の重さが気になったけど、空太は我が慢まんして何も言わなかった。返事をしている間は会話が続いてしまい、ましろが寝る時間がなくなってしまう。

　もう一度、ましろにしっかりと布ふ団とんをかけてから空太は部屋を出た。

　静かにドアを閉しめる。

　最後までましろの視し線せんを感じたけど、あえて気づかないふりをした。

「さて、今日は何をしようかな」

　一階に戻もどろうとしたところで、ポケットの中でケータイが鳴った。

　発信者はましろだ。

　電話には出ずに、２０２号室のドアを開ける。

「早速、何か用か？」

「ほんとに来た」

「試しただけかよ！」

「これ、便利ね」

「遊んでないで寝ろ！」

　勢いきおいよくドアを閉めて部屋を出る。

「ったく」

　半分呆あきれながら、半分はまんざらでもない気分で、空太は一階に下りていった。どんな形であれ、頼たよりにされて悪い気はしない。

　ダイニングの前を通りかかると、中から人ひと影かげが出てきた。

　２０３号室に住む青あお山やま七なな海みだ。変へん人じん揃ぞろいのさくら荘そうにおいて、空太が気を許ゆるせる唯ゆい一いつの常じよう識しき人じん。良りよう心しん的てきな存そん在ざいである。

　私し服ふく姿すがたのところを見ると、これから出かけるようだ。手には紙かみ袋ぶくろをふたつ提さげている。

「青山、どこに行くんだ？」

「繭まゆとやよいにお土産みやげを渡わたしにね。生ものだから早くしないと」

　どうやら、紙袋の中身がそれらしい。

「さくら荘のみんなの分はテーブルに置いておいたから」

　円えん卓たくに視し線せんを送ると、生なま八やつ橋はしとういろうの包みが置いてある。

「……あのさ、青あお山やま」

「質しつ問もんは却きやつ下かします」

　構かまわずに、空そら太たは言葉を続けた。

「なんで、大阪の実家に帰っていたのに、お土産みやげがそれなんだ？」

　生八つ橋は京都で、ういろうは名古屋定番のお土産だ。

「仕方ないでしょ。繭まゆとやよいに何がいいか聞いたら、そのふたつだったんだから」

「まあ、いいんだけどさ」

「約束の時間に遅おくれるから、私、もう行くね」

　七なな海みは壁かべにかけられた時計を見ていた。

「おう、気をつけてな」

　玄げん関かんまで見送りについていくと、靴くつを履はいたところで七海が振ふり向いた。

　なにやら、じっと空太を見つめてくる。

「な、なんだ？」

「ましろとふたりきりだからって、変なことしたらダメだよ」

「するか！　ってか、赤あか坂さかは部屋にいるからふたりきりじゃないだろ！」

　さくら荘そうで監かん督とく教きよう師しをしている千せん石ごく千ち尋ひろは朝から学校に出しゆつ勤きんしている。春休みとは言え、教師は色々とやることがあるらしい。もうひとりの住人である赤坂龍りゆう之の介すけは、必要がなければ部屋から出てこない引きこもり体たい質しつ変わり者だ。昨年度は一学期の期間、丸々学校を休んでいる。

「くれぐれも気をつけるようにね」

「だから、しないって言ってるだろ！」

　くすくすと笑いながら七海は玄関を出て行った。どうやら、からかわれたらしい。

「さて、俺おれはどうするかな」

　とか思っていると、再ふたたびケータイが鳴った。

　発信者はもちろんましろだ。

　とりあえず、電話に出てみる。

「どうした？」

「用はないわ」

「イタ電はやめてね！」

「空太の声を聞きたくなった」

「お、おう、そうか……って、ころっと行きそうだから、そういうこと言うのもやめようか！」

　早々に電話を切った空太は、ひとまず昼食の準じゆん備びをはじめることにしたのだった。
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　コンロに載のせた小さな土ど鍋なべがぐつぐつと音を立てている。噴ふき上がる湯ゆ気げを、空そら太たはぼんやりと眺ながめていた。

　足元に白しろ猫ねこのひかりが擦すり寄よってきて、「にゃ～」と鳴いている。他にもキッチンカウンターの上に二匹ひき、ダイニングテーブルの上に二匹、椅い子すのところにも二匹の猫がいる。黒、三毛、茶トラにコゲ茶トラ、それに、シャム猫っぽいのに、アメショっぽいやつ。

　空太が問題児扱あつかいされている理由が、この七匹の猫だ。

　拾った猫を一いつ般ぱん寮りようで飼かっているのがばれて、ここさくら荘そうへと島流しにされたのだ。その後、最初は一匹だった猫だが、今では七匹に増ふえている。

　コンロの前を離はなれ、ダイニングテーブルの下にキャットフードを出してあげると、七匹の猫たちが我われ先さきにと群むらがってきた。がつがつとキャットフードを頰ほお張ばる。

「仲良く食べろよ」

　猫からの返事はない。エサを食べるのに夢む中ちゆうでそれどころではないらしい。

「さて、もう一匹の大きな猫にもご飯を持っていくか」

　コンロの火を止めて、土鍋をお盆ぼんに移うつした。薬味を入れた小こ鉢ばちを添そえて、ダイニングを出る。それから、本来は男だん子し禁きん制せいのはずだった二階に上がっていく。

　今は空室になっている２０１号室の前を通り過すぎ、お隣となりの２０２号室の前で立ち止まる。もう一匹の大きな猫とは、もちろん椎しい名なましろのことだ。

　一いち応おう、ノックはしておく。

「お～い、椎名」

　予想通り返事はない。

　鍵かぎのかかっていないドアを開ける。

　どうしたことか、ベッドの上にましろの姿すがたはなかった。

「おい……」

　部屋の主は机つくえの前に座すわっていた。モニターを真しん剣けんに見み据すえ、ペンタブレットを軽けい快かいに操あやつっている。

「お前、なにしてんだ？」

　風か邪ぜを引いて熱が出ていたから、てっきりベッドで大人おとなしく寝ねていると思ったのに。

　振ふり向いたましろの目が空太を捉とらえる。透とう明めい感かんのある白い肌はだは、ほんのりと朱しゆに染そまっていた。

「誰だれ？」

「記き憶おくが飛ぶほど熱でやられてんの!?」

「そのツッコミは空そら太たね」

「お願いだから顔で認にん識しきしてくれるかな」

「それは難むずかしいわ」

「どの辺が？」

「空太の大部分はツッコミで出来ているのよ」

「そう言われるとそんな気がしてくるけど、やめてね！　半分くらいにしておこうか。頭ず痛つう薬やくみたいにさ！」

　空太の意見には興きよう味みがないらしく、ましろは言っている途と中ちゆうでモニターに向き直ってしまった。

「まだ話が途中なんですけど！」

「わたしはもう満足よ」

「わがままな女王様か、お前は！」

「……」

　これは何を言ってもダメそうだ。

「最初の質しつ問もんに戻もどるけど、お前、何してるわけ？」

「漫まん画がを描かいている」

「それは見ればわかる。熱があるんだから、大人おとなしく寝ねてないとダメだろ」

「……」

　お盆ぼんを机つくえの脇わきの棚たなに置き、無言で作業を続けるましろのおでこに手を当てる。

　熱い。

　まだ結けつ構こうありそうだ。

「空太、冷たいわ」

「手がね！」

「空太、手も冷たいのね」

「他はどこ!?　心じゃないよね!?」

「足？」

「俺おれは、冷え性しようのＯＬだと思われてるわけ？」

「……」

「いや、別にいいんだけどね。てか、体調悪いときに描いて、作業はかどるのか？」

「ノリノリよ」

　背はい後ごからモニターを覗のぞき込こむ。

　ましろはいつも通り滑なめらかに手を動かして、次々とページにキャラクターの線を描いていく。ただし、いつもの生き生きとして眩まぶしいくらいのラインではない。

　キャラの顔もだいぶ崩くずれていた。

「どう？」

「どう見てもダメだろ！　一番下のコマなんてヒロインの顔面が崩ほう壊かいしているぞ？　ゴリラにでも殴なぐられたのか？」

「じゃあ、そうするわ」

「今のアイディアは採さい用ようしなくていいから！　……って、言っている側からゴリラを描かくな！」

　本調子ではないとは言え、さすが世界的に実力を認みとめられている天才画家だ。無む駄だに上手なゴリラがものの十数秒で誕たん生じようした。

「おい、今度はリアルゴリラのせいで、世界観が完全に崩壊したぞ」

　ましろが連れん載さいしているのは少しよう女じよ漫まん画が誌しだ。物語の内ない容ようは、シェアハウスで共同生活をする男女六人の友ゆう情じようやら恋れん愛あいやらを描えがいたもの……。動物園にでも行かない限かぎり、画面にゴリラが入り込こむ余地はない。あったとしても、真ま面じ目めに描き込む必要はないだろう。

「どこから来たんだ、このゴリラは？」

「玄げん関かんを開けたらいたのよ」

「ネームが適てき当とうすぎませんか!?」

「ウッホ」

　台詞せりふまで書き込まれている。

「ウッホじゃねえ！　つうかまじで今は漫画を描くのはやめておけ！」

「なんで？」

「読者が泣くから！　号泣するからさ！」

「大成功ね」

「感動の涙なみだじゃないからね！」

「よく描けたのに」

「確たしかに上手うまいよ！　でも、ダメなものはダメだろ！　担たん当とう編へん集しゆうの飯いい田ださんに絶ぜつ対たいに怒おこられるぞ。説教されるぞ、お前」

「それはいただけないわ」

「だろ？　だから今日は大人おとなしく寝ねておきなさい」

「わかったわ」

　もぞもぞとましろが机つくえの下に潜もぐり込んでいく。いつもましろは寝落ち寸すん前ぜんまで漫画を描いて、机の下に作った巣で眠ねむるのだ。

「今日くらいはベッドで寝ようか」

「……」

　ましろの頰ほおがわずかに膨ふくらんでいる。

「なんで不満そうなのかな？」

「空そら太たが運んで」

「子こ供どもか……」

「大人おとなよ、知っているくせに」

「なにその意味深な感じ？」

「わたしの大人なところ」

　なんだろうか、この雰ふん囲い気きは……。

「どこだろうね！」

「見たくせに」

「無自覚に変なムードにするのは、やめてくれるかな！」

　部屋の空気はふわふわして、ピンク色に染そまっている気がする。

　仕方がなくましろに背せ中なかを向けてしゃがみ込こむ。

「ほれ、おぶされ」

「嫌いやよ」

「運べって言ったの、椎しい名なだよね!?」

「だっこ」

「へ？」

「だっこがいい」

　赤い顔で机の下からましろが両手を伸のばしてくる。

「まじで？」

「あじよ」

「そりゃあ、魚だ！」

　呂ろ律れつまで怪あやしくなっているようでは、さっさと寝ねかせた方がいい。そう自分に言い聞かせ、空そら太たは羞しゆう恥ち心しんをどこかへと追いやって、ましろをよいしょと持ち上げた。お姫ひめ様さまだっこ状じよう態たいだ。

　上半身全体に熱を帯びたましろの体温が伝わってくる。女の子のやわらかい感じが、肌はだに張はり付いてきた。おかげで、旅に出したはずの羞恥心はすぐに帰ってきた。

　顔が熱い。今ならましろより熱があるんじゃないだろうか。全身にじわっと汗あせをかいた。

　それでも、短い距きよ離りなので何とか運び終える。ベッドの上にましろを下ろして、伸のばしたままの足に布ふ団とんをかけてあげた。

「おかゆ、作ってきたけど食べるか？」

　机つくえの脇わきに置いておいたお盆ぼんを手にする。

「お腹なかは空すいてないわ」

　とましろが言った直後、ぐうとかわいい音が聞こえてきた。

「腹はらは減へったと申しているようだぞ」

「ちょっと待って。話し合ってくる」

「そんな不毛な話し合いはいいから、とにかく食え」

「食べたくないわ」

「まあ、食しよく欲よくがないってのはわかるけど。食べて体力つけないと治らないぞ」

「じゃあ、空そら太たが食べておいて」

「俺おれが食っても椎しい名なの体力は回かい復ふくしないからね？」

「そうなの？」

「俺と椎名の体はどういう関係だと思ってたわけ!?」

「気持ちいい関係よ」

　目め尻じりの下がった潤うるんだ瞳ひとみで、空太を見ている。

「よし、もうこの際さいだから思い切って言うけど、なんか今日のお前エロいな！　興こう奮ふんして俺まで熱が上がりそうだよ！」

「そんな目でわたしを見てたの？」

「わ、悪いか！」

「いいわ」

「え？」

　じっとましろが熱い視し線せんで見み据すえてくる。

「わたしとどうしたいの？」

「そ、それはだな」

「どうしたいの？」

　ましろの唇くちびるから零こぼれるため息のような吐と息いきは、やけに色気をはらんでいる。

　思わず、ごくりと空太の喉のどが鳴った。

「ど、どうって」

　座すわっているのもしんどいのか、ましろがぽてっと横に倒たおれた。顔の半分をベッドにつけた格かつ好こう。パジャマが着き崩くずれて、鎖さ骨こつから肩かたまでの素す肌はだが見えている。

　そんなましろが、横目で空太を見上げてくる。揺ゆれる心を試すような色いろ香かをはらんだ瞳だった。

「わたしは空太にしてもらいたいわ」

　心しん臓ぞうがどくんと高鳴る。

「お、お前、な、何を言ってるかわかってる？」

「空太はしていいのよ」

　口の中がやけに渇かわいてきた。

「け、けど、それって、そういうのは段だん取どりというものがあってだな！」

「だって、空太はなんでもしてくれる人でしょ？」

「……え？」

　何か話が食い違ちがっているような気がした。

「わたしは空そら太たになんでもしてもらう人」

「……」

　さ～っと熱が引いていく。空いた口が塞ふさがらない。どうやら、空太は壮そう大だいな勘かん違ちがいをしていたらしい。

「ほら、わたしと空太は、気持ちいい関係ね」

「俺おれが一方的に搾さく取しゆされている気がするのは気のせいですか!?」

「気のせいよ」

「あ、そっか。じゃあ、大だい丈じよう夫ぶ……な～んて言うと思ったか！　いつもそのローテンションなせいで、気づいてなかったけど、お前って何なに気げに女王様気き質しつだよな！」

「そうね」

「認みとめるの!?」

「わたし、決めたわ」

「今の会話の流れで、唐とう突とつに何を決意したのかな!?」

「空太が食べさせてくれるなら食べる」

「その決意をする前に、ぜひ俺に相談してほしかったよ！」

　寝ね転ころがったままのましろが「あ～ん」と口を開ける。

「いやいや、いくらなんでもそれはダメだ。そんな体たい勢せいで食べるとむごいことになるから、まずは起きようか」

「起こして」

「やっぱり、そうなるよね……」

　ため息はなんとか呑のみ込こんで、空太はましろの両手を取って、引っ張ぱり起こした。ベッドの上に座すわらせる。

　倒たおれる前に、背せ中なかに枕まくらを差し込んで支ささえにしておくのも忘わすれない。

　その間、ましろは口を「あ～ん」と開けたままだ。

「ったく、今日だけだぞ」

　土ど鍋なべからお茶ちや碗わんによそったおかゆを一口分だけレンゲで掬すくう。

　ふうふうして冷ましてからましろの口元に持っていった。

「ほれ」

　やはり食しよく欲よくがないのか、少し嫌いやそうな顔をしながらも、ましろはぱくりと食い付いた。

「どうだ、美味うまいか？」

「いいえ、普ふ通つうよ」

「お前のそういう正直なところには毎度脱だつ帽ぼうするね！」

「空太も食べればわかる」

「一いち応おう、味見はしたんだけどな」

　言いながらレンゲを口に持っていく。ぱくりと一口。

　確たしかに普ふ通つうだ。美味うまくもなければまずくもない。

「どう？」

「椎しい名なの言う通り普通だな」

「わたしと間かん接せつチューよ」

「ぶっ！」

　おかゆを思い切り喉のどに引っ掛かけて、空そら太たはげほげほと激はげしく咽むせた。

「お、お前はなんてことを言うかな！」

「お礼はいいわ」

「俺おれは少しも謝しや辞じを述のべた覚えはないんだけど？　あ、それとも、あれか？　今のはわたしの唇くちびるのお礼って意味？」
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　それには答えてくれず、ましろが口を開けておかゆを要求してくる。

「普通とか言いながら食うのかよ！」

「だって、空太にしてもらうのは気持ちいいわ」

「具体的な内ない容ようを省かないでくれる？」

「熱いのを口に入れてもらうのが」

「ごめん！　やっぱり、具体的に言わなくていいです！」

　結局、ましろは用意したおかゆを全部食べ、お腹なかが膨ふくれると空そら太たの存そん在ざいなど忘わすれて、すやすやと眠ねむってしまった。空太の脳のう裏りに張はり付いた『間かん接せつチュー』発言のことなど、もちろんお構かまいなしだ。

　そんなましろの寝ね顔がおを見ながら、

「かつおと昆こん布ぶだしの味だったかな……」

　と、空太は間接チューの味を思い出しては、

「だ～、俺おれは何を考えてんだ！」

　と、ひとり悶もん絶ぜつし、ぐったりとくたびれていくのだった。

「はあ～。……俺、無事に明日の太陽を拝おがめるのかな……」









　　　　３









　しばらく悶々としながらましろの寝顔を眺ながめていた空太だったが、ぐうと腹ふく部ぶが空腹を訴うつたえてきたので、部屋を出て昼食を取ることにした。

　メニューはキャベツとにんじん、それに豚ぶた肉にくを加えた焼きそば。

　ものの数分で平らげたところで、空太は溜たまっていた洗せん濯たく物ものを片かた付づけるために、洗せん面めん所じよへと向かった。

　半分は空太のＴシャツや靴くつ下した、それにパンツなどなど。もう半分はましろの衣服で、パジャマやシャツに加え、ひらひらのキャミソールに、色いろ鮮あざやかなブラやパンツも混まざっている。手て洗あらいが必要なものはそうして、他は洗濯機にお任まかせだ。

　洗い終わったら早速干ほしていく。

　空太は、ましろの水色のパンツを物干しにぶら下げながら、

「一年前は、視し界かいに入れるのも恥はずかしかったのにな」

　と独ひとり言を口にした。

　下着に触ふれようものなら全身が汗あせばんだし、鼓こ動どうは激はげしく高鳴ったものだ。

　それが今ではどうだろう。

　手に持って、洗濯して、干して、たたんで、今日はこれをはきなさいとましろに手て渡わたすことだって平然とやってのけている。

　成長したものだと思う。

　いや、単に慣なれただけだろうか。もしくは、感覚が麻ま痺ひしてしまっただけかもしれない……。

　洗濯物を全部干すと、空太は掃そう除じ用ようのコロコロを持って、再ふたたび階かい段だんを上がって二階にやってきた。

　ましろが寝ているであろう２０２号室ではなく、そのお隣となり……今では空室となっている２０１号室に足を踏ふみ入れる。

　何も置かれていない六ろく畳じよう一ひと間まの部屋。

　空そら太たの部屋と同じ間取りなのに、ものすごく広く見える。

　窓まどを開けると春のあたたかい風が吹ふき込こんできた。周囲に並ならんだ桜さくらの木から、はらはらと花びらが散り、舞まい上がっている。

「春だなあ」

　しみじみとそう感じながら、空太は床ゆかにコロコロを転がした。部屋の隅すみから隅まで念入りに掃そう除じする。

　——いつ誰だれが引っ越こして来てもいいように、空室は綺き麗れいにしておく

　それは、三月までこの部屋に住んでいたひとりの先せん輩ぱいから、空太が受け継ついだ大切な想いだった。

　２０１号室の掃除が終わると、今度はもうひとつの空き部屋である１０３号室も掃除をする。同じように隅から隅まで丁てい寧ねいにゴミを絡からめ取っていった。

　一度はじめると掃除に夢む中ちゆうになってしまい、空太は続けてダイニングと廊ろう下かにもモップがけをしておいた。ついでに玄げん関かんの前も箒ほうきで掃はく。

　そんなわけで、清掃が終わる頃ころには日もだいぶ傾かたむき、西の空は赤く染そまっていた。

　すっかり乾かわいた洗せん濯たく物ものを部屋に取り込み、ベッドの上に山積みにする。空太の分とましろの分を一枚まいずつ分けながら、丁寧にたたんでいった。

　最後に残ったのは、ましろの純じゆん白ぱくパンツ。

　たたんでいるとケータイが鳴った。

　ディスプレイには、ましろの名前が表ひよう示じされている。

「どうした？」

「わたし、起きたわ」

「この状じよう況きようでまだ寝ねてるんだったら、ぞっとするぞ」

「わたし、待ってる」

　それだけ言って、ましろは電話を切ってしまう。

「あ、おい」

　返ってくるのは、ツー、ツーという無愛想な音だけ。

　空太は最後にたたんだパンツを洗濯物の一番上に積み、ましろの衣類を持って２０２号室に向かうことにした。




「入るぞ」

　ノックをしてから、ましろの部屋のドアを開けた。

　また漫まん画がでも描かいていたらどうしようかと心配していたが、ましろはきちんとベッドの中にいた。電気を点つけながら部屋に入る。

　ましろはだいぶ汗あせをかいたようで、額ひたいに前まえ髪がみが張はり付いていた。それでも、頰ほおはほんのりと赤みが差し、呼こ吸きゆうは今も熱を帯びている。

　おでこに触ふれると、やっぱりまだ熱かった。

「汗かいたなら着き替がえるか？　丁度パジャマもパンツもあるぞ」

　とりあえず、洗せん濯たく物ものをベッドの脇わきに置く。

「お風ふ呂ろ入る」

「それは熱が下がるまでダメだ」

「入りたい」

「ダメだ」

「じゃあ、空そら太たが一いつ緒しよに入って」

「それ、結局風呂には入ってんじゃねえか！」

「嫌いやなの？」

「え？」

「わたしとお風呂」

「い、嫌というわけではなくてだな！　これはその！　椎しい名なが風か邪ぜを引いているという観点から見て、風呂に入れるわけにはいかないということを俺おれは言っているのだよ」

　変な想そう像ぞうをした結果、口調がおかしくなっていた。

「わたしは嫌よ」

「だったら、最初から誘さそわないでくれるかな！　もしかしたら、このまま押おし切られて、本当に一緒に風呂に入るのかもしれないとか、ちょっとだけ想像しちまったじゃねえか！　俺の純じゆん情じようをもてあそばないでくれる？」

「想像したの？」

「そこは食いつかなくていいから」

「わたしの体」

「そこまで具体的にはしてないからね！」

「してないの？」

「してほしいのか？」

「されるのは嫌よ」

「だったら……」

　しなくていいだろと言いかけたところで、ましろが言葉をかぶせてきた。

「されないのも嫌よ」

「それは結局どっちだ？」

「微び妙みようなお年とし頃ごろね」

　想像されるのは恥はずかしいけど、されないのは興きよう味みを持たれていないようで嫌、ということだろうか。確たしかに微び妙みようなお年とし頃ごろだ。

「ある意味、答えになってるな！」

「だから、お風ふ呂ろ」

「接せつ続ぞく詞しが繫つながってないから却きやつ下かだ。とりあえず、タオルで体拭ふいて着き替がえろ」

　洗せん濯たく物ものの中にあったタオルと、着替えをセットで枕まくら元もとに置いた。

「……」

　だけど、ましろは一向に起き上がろうとしない。

　ただ、なんとなくといった視し線せんで空そら太たを見ている。

「あの、椎しい名なさん？」

「なに？」

「着替え、そこに置いたからちゃんと着替えるんだぞ？　俺おれ、外に出てるからさ」

「ねえ、空太」

「ん？」

　熱っぽい視線でましろが見上げてきた。まあ、実じつ際さい、熱はあるのだが。

「空太が脱ぬがせて」

「は？」

　今、ましろはなんと言ったのだろうか。

「空太が脱いで」

「え？

　俺!?」

　さっきと違ちがうことを言ってきた。

「やっぱり、空太が脱がせて」

「お、お前、自分が何を言っているのか、わかってるよな？」

「だって」

「だってなんだ？」

「……」

　ふうと熱い吐と息いきをましろがもらす。しゃべるのも億おつ劫くうという感じだ。

「椎名？」

　先を促うながすと、体たい勢せいが辛つらくなったのか、ましろはぐるりと寝ね返がえりを打ってうつ伏ぶせになる。枕まくらに顎あごを乗せて、肩かたを上下させていた。

「だるいわ」

「風か邪ぜだからな、そりゃあ」

「動きたくない」

「それはわかる」

「面めん倒どうくさい」

「それもわかる」

　体調が悪いときは、どんな些さ細さいなことだってしたくなくなるものだ。

「だから、空そら太たが脱ぬがせて」

「それはわからないな！　理由の説明がずさんすぎるしね！」

「パジャマのボタンを外すのよ」

「具体的な内ない容ようを聞きたいわけじゃないんだけどね！」

「ひとつずつ、外すのよ」

「ちょっとシーンを想そう像ぞうしそうだから、それくらいにしておこうか！」

「空太の指で」

「だから、やめてくれる！」

「ズボンは引っ張ぱればいいわ」

「俺おれの話も聞いてくれるとうれしいな！」

「パンツも同様に」

「できるか！　丸出しになるだろ！」

「もろだしよ」

「ニュアンスの問題はこの際さい無む視ししようか！」

「むう」

　枕まくらに抱だきつくようにして、ましろが拗すねた声を出す。

「空太、いじわるね」

「俺は親切心で言ってるんだけどね！　よく考えてみようか？　俺が椎しい名なのパジャマを脱がしたとしよう。ほら、色々と見えてしまって、大変なことになるぞ」

「空太のエッチ」

「お前が言い出したんだよ！」

「でも、大だい丈じよう夫ぶよ。わたしにプランがあるわ」

「ほう、聞くだけ聞いておこうか」

　すると、ましろはうつ伏ぶせの体たい勢せいから振ふり向いて、枕に半分顔を埋うめたまま、ちらりと空太に視し線せんを送ってきた。どこか照れたような雰ふん囲い気きをまとっている。

「空太」

「な、なんだよ」

　ましろの上うわ目め遣づかいに、空太の心はあっさり動どう揺ようした。

「お願いがあるの」

「できることと、できないことがあるからな」

　視線を逸そらして、予よ防ぼう線せんを張はっておく。

　けど、そんなことをしても、ましろの発言の前には無意味だった。

「電気を消して」

「ますますそれっぽい雰ふん囲い気きになっちゃうだろうが！」

「消して」

　しなだれかかるような声こわ音ねに、心しん臓ぞうがどくんと反はん応のうする。もちろん、ましろにそんな気はないのはわかっている。さっきも騙だまされたばかりだ。本当に風か邪ぜで体がだるくて自分で着き替がえたくないだけなのだろう。だからと言って、冷静にこの状じよう況きようをやり過すごせるほど、空そら太たは経けい験けん豊ほう富ふではないのだ。

「明るいままは、わたしも嫌いやよ」

　完全に顔を枕まくらに埋めて、ましろがそう付け足してきた。

「恥はずかしいわ」

「毎日、俺おれにパンツを用意させているやつがなにを言うかな！」

　その一言は、気分を変えるための照れ隠かくしだ。けど、その程てい度どで状況が好転するほど、生なま易やさしい環かん境きようではなくなっていた。

「……」

　ましろはベッドにうつ伏ぶせになったまま、空太が電気を消すのを待っている。

　もはや退たい路ろはない。留とどまるのも地じ獄ごくで、進むのも地獄。気が動転しながらも、空太は現げん状じようの空気に耐たえ切れず、衝しよう動どう的てきに後者の地獄を選んでいた。

「わ、わかったよ！　消せばいいんだろ、消せば！」

　立ち上がって電気のスイッチに指をかける。

「じゃ、じゃあ、消すぞ」

　と、上うわ擦ずった声で、空太はましろに告げた。

「うん」

　返事を聞いてから、ぱちんと電気を落とす。

　話をしているうちに太陽は完全に沈しずんでしまったようで、部屋の明かりがなくなると、周囲は一いつ瞬しゆんで暗がりに変わった。

　それでも辛かろうじて、室内のシルエットだけは判はん別べつすることができる。

　ベッドの脇わきに戻もどると、まずはましろを起こしてベッドの縁へりに座すわらせた。

　その背はい後ごに、空太は両りよう膝ひざを立てた体たい勢せいで陣じん取どる。さすがに面と向かってましろのパジャマを脱ぬがす勇気はない。

「じゃ、じゃあ、脱がすぞ」

「空そら太たの好きにしていいわ」

「このタイミングでお前はなんてことを言うかな、ほんとに！」

　ひとつ深しん呼こ吸きゆうを落としてから、空太は両手をましろの体の前に回した。ましろの肩かた越ごしに一番上のボタンの位置を確かく認にんして指で触ふれる。手の甲こうに吐と息いきがかかってくすぐったい。

「空太」

「ど、どうした？」

「息、くすぐったいわ」

　どうやら、空太の吐はく息もましろの耳元にかかっていたらしい。言われてから自分の呼こ吸きゆうを意い識しきすると、鼻息が荒あらくなっていることに気づいた。途と端たんに、顔面が熱くなる。

「わ、悪い」

「悪くはないわ」

「だ、だったらちょっとの間、我が慢まんしといてくれる？　今は話しかけられるだけでも、ドキッとするからさ！」

　なんとか最初のボタンを外した。続けて、ふたつ目も攻こう略りやく完かん了りよう。けど、三つ目に手を伸のばそうとしたところで、空太の視し線せんはボタンが外れて開いたましろの胸むな元もとに向かってしまった。カーテン越ごしに届とどく街灯の薄うす明あかりの中でもはっきりとわかる肌はだの白さ。男の体にはないなだらかな曲線を描えがいている。

　風か邪ぜを引いたましろに欲よく情じようしている場合ではないのだが、簡かん単たんに視線を逸そらせるような軽い誘ゆう惑わくではなかった。

「空太？」

　肩かた越ごしに振ふり向いたましろの顔が目の前にやってくる。

「ち、違ちがうんだ、これは！」

　しかも、動いた拍ひよう子しに、ましろのパジャマの片かた側がわが肩からずり下がった。首の後ろから背せ中なかにかけて、一気に肌色の面積が広がる。面めん食くらった空太は、完全に言葉を失った。

「ボタン、まだ残ってるわ」

　小声でそう言いながら、ましろが床ゆかに視線を落とす。ずれ落ちたパジャマも自分で肩にかけ直していた。

「……」

　もしかして、恥はずかしがっているのだろうか。

「……早くして」

　かすれ気味の小さな声。

「あ、ああ」

　ぶんぶんと首を左右に揺ゆすって、空太は煩ぼん悩のうを振ふり払はらった。それから、残りのボタンを全部外した。

　ふうと息を吐く。

「えっと……じゃあ、脱ぬがすぞ」

「……うん」

　後ろから剝はがすようにパジャマの上着を引っ張ぱっていく。だけど、両肩を脱がしたところで、ましろが小さな声で、

「……ダメ」
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　と口にして、それ以上は引っ張ぱれなくなった。

「やっぱり、ダメよ……」

　改めてそう言いながら、ましろがあらわになった上半身を、袖そでをまとったままの両りよう腕うでで隠かくしたのだ。圧あつ迫ぱくされた胸むな元もとのふくらみは強調され、隙すき間まから覗のぞくやわらかそうな肌はだは、より刺し激げき的てきに空そら太たの目に映うつった。

　なにより、普ふ通つうの女子のようなましろの仕草が、空太の血けつ圧あつを上じよう昇しようさせた。一いつ瞬しゆんで、頭はのぼせた。

「ご、ごめん！」

　とっさに出た言葉はそれだった。別に悪いことをしているわけではないのだが……。

「うん」

　俯うつむいているせいか、ましろの返事はこもっている。

「……」

「……」

　お互たがいに身動きの取れない状じよう況きようで訪おとずれた沈ちん黙もくは、果てしなく深い。

「え、えっと、だな」

　無理やりに何か言葉を吐はき出そうとする。けど、意味のある言葉は出てこない。

　心しん臓ぞうはどくんどくんと脈打っている。その音しか聞こえない。呼こ吸きゆうは荒あらく、視し界かいはやけに狭せまくなり、空そら太たにはましろしか見えていなかった。

　理り性せいなどとっくに吹ふき飛んでいたと思う。けど、自分を抱だくようにしたましろの背せ中なかのか弱さが、空太の欲よく望ぼうに待ったをかけていた。

　ギリギリの膠こう着ちやく状じよう態たい。それを打ち破やぶったのは、ドアを叩たたくノックの音だった。

「神かん田だ君、いるの？」

　その声は七なな海みだ。

「い、いるぞ！」

　冷静な判はん断だん力りよくを欠かいていた空太は、反はん射しや的てきに返事をしていた。直後にしまったと後こう悔かいしたところで、あとの祭りだ。

「入るよ」

「ちょ、待った！」

　制せい止しの声と同時に、ドアが開いた。

「ましろの容よう態だい、ど……う!?」

　ドアノブを握にぎったまま七海が停止する。

「……」

「……」

　空太とましろを見て、瞬まばたきを数回。口は「あ」の形で止まっている。かと思ったら、わなわなと全身を震ふるわせはじめた。

「ち、違ちがうぞ、これは！」

「お……」

「お？」

「お邪じや魔ましました！」

　何の説明も聞かずに、七海がばたんとドアを閉しめる。

「だ～、ちょっと待て！　本気で待って！　誤ご解かいだから！」

　必死にドアの向こうに呼よびかける。

　だけど、七海は戻もどってこない。それはそうだろう。空太自身も自分の言葉に説得力があるとは思っていなかった。

　状じよう況きようが鮮せん明めいに物語っているのだ。

　電気の消えた薄うす暗ぐらい部屋。空太とましろはベッドの上。しかも、ましろはパジャマを半分脱ぬいだ状態。脱がそうとしているのは空太ときている。

　誰だれがどう見ても、これは完全にその場面だった。

「や、やっぱり、あかん！」

　再ふたたび、ドアを開けて七なな海みが部屋に入ってきた。

「か、神かん田だ君！」

　びしっと空そら太たを指差してくる。

「は、はい！」

　脊せき髄ずい反はん射しやで返事をした空太は、言われる前にベッドの上で正せい座ざした。

「い、いくら気持ちが盛もり上がってもあかんよ！　ましろは風か邪ぜを引いてんねん！　そ、そういう行こう為いは治るまで我が慢まんせんと！」

「待て待て！　そういう行為ではないから！」

「言い訳わけはえーねん！」

「いや、聞いてくれ！　誤ご解かいだから！　単に、椎しい名なが汗あせをかいたって言うから、着き替がえを手伝っていただけなんだ！　だるくて自分じゃ着替えられないって言うし！　汗かいてそのままだとまずいだろ？　ね、まずいよね？」

　必死にそうまくし立てた。

　すると、七海の口からは、

「……へ？」

　という間ま抜ぬけな声がもれた。

「な、椎名？　そうだよな？」

「そうよ」

「ほ、ほんまに？」

　改めて七海がましろに確かく認にんをする。

「ほんまよ」

　七海の口調を真ま似ねて、ましろが答えた。

「だ、だって、電気消えてるし……」

「そ、それは、まあ……なんか、椎名が恥はずかしいとか言うからであって、べ、別に変な意味はない！　他意はないんだ！」

「確たしかに、ましろならありえるか……え～と……」

　事じ情じようを理り解かいしてくれたらしい七海は、視し線せんを泳がせている。自分の勘かん違ちがいが照れくさくなってきたのだろう。

「つまり、私の早とちり？」

「そうだ」

「七海、なんだと思ったの？」

「そ、それは……」

　真っ赤な顔で七海が口くち籠ごもる。

「それは？」

　問答無用のましろがさらに追つい及きゆうした。

「な、なんでもないの！　ましろは着き替がえが途と中ちゆうでしょ！　あとは私がやるから、神かん田だ君はさっさと出て行って」

　無理やり空そら太たを立たせて、七なな海みが背せ中なかをぐいぐいと押おしてくる。

「なんで俺が怒おこられるわけ？」

「ま、紛まぎらわしいことをするからでしょ。ほ、ほんとにびっくりしたんだから」

「俺もほんとにびっくりしたよ……」

　それは噓うそ偽いつわりのない言葉だった……。
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「はあ……酷ひどい目にあったな」

　先にひとりでダイニングに下りてきた空太は、椅い子すに座すわってくつろいでいた。背もたれに身を預あずけて目め一いつ杯ぱい伸のびをする。肩かたと首がばきばきと音を立てた。

「おいしい思いの間ま違ちがいじゃないの？」

　声と一いつ緒しよにやってきたのは七海だ。ましろの着替えは済すんだらしい。

　七海は円えん卓たくを挟はさんで空太の正面に座ると、頰ほお杖づえをついた姿し勢せいで睨にらんできた。とりあえず、言い訳わけを聞きましょうかと、その視し線せんは語っている。

「さ、さっきのは不ふ可か抗こう力りよくというか、頼たのまれたんだから仕方がないだろ」

「ましろの肌はだ、白くて綺き麗れいだったよね」

「まあ、それは……」

「ふ～ん、やっぱり、そういう目で見てたんだ」

　じと～っとした七海の視線は、ありありと軽けい蔑べつを含ふくんでいる。

「って、違ちがう！　誘ゆう導どう尋じん問もん反対！」

「神田君のどすけべ」

「いやいや、これが健全な男子高校生の姿すがただぞ」

　話を一いつ般ぱん論ろんにすり替かえてみる。

「いつも、いやらしいこと考えてるんだ」

「いつもというわけではないぞ」

「いつもではないけど、風か邪ぜを引いた女子には欲よく情じようするんだ」

「ほ、本ほん能のうゆえです」

「人として、どうかと思うな」

「その点については、釈しやく明めいの余よ地ちがないです……」

　素す直なおに反省を口にすると、七海は小さく息を吐はいていた。

「別にいいんだけど」

「だったら、不満そうな目でこっちを見るのはやめてくれますか？」

　今もなお、咎とがめるような目つきで、空そら太たを見み据すえているのだ。

「私は元からこういう顔なの」

「いや、そんなことはないぞ。いつもはもっと、こう……」

「もっと、こう？」

「えっと……いい感じ？」

　慎しん重ちように言葉を選んだ結果、中ちゆう途と半はん端ぱな発言になっていた。

「期待はしてなかったけどね」

　言葉とは裏うら腹はらに、七なな海みは盛せい大だいなため息を吐つく。

　その直後、円えん卓たくの上に置いてあった空太のケータイがガタガタと暴あばれ出した。

　今日、何度目になるだろうか。ましろからの呼よび出しだ。

　無言で、ケータイを摑つかんで立ち上がる。

「鳴らせば、来てくれるんだ」

　ぽつりと七海がそんなことを口にする。

「どうせたいした用事じゃないと思うけどな」

「私も、風か邪ぜ引こうかな」

「ん？」

「なんでもない」

　どこかふてくされた感じの七海に見送られて、空太はダイニングを出た。




「椎しい名な、どうした？」

　ましろの部屋にやってくると、空太はベッドの脇わきに座すわり込こんだ。

「眠ねむれないわ」

「それは、俺おれにはどうにもできそうにない相談だな」

「今夜は空太が寝ねかせてくれない」

「『今夜』をつけるのだけはやめようか！　激はげしい夜を想そう像ぞうしちゃうからさ！」

「空太、激しいのね」

「まだ何もしてないぞ！」

「これからするの？」

「するか！　ってか、何の話だ、これは……」

　部屋に来て一分足らずで、早くも息が上がりそうだ。

「空太」

「なんですか？」

　投げやりに返事をする。

「何か話して」

「何かとはなんだ？」

「たとえば、そうね……つまらない話」

「それで、眠ねむろうという魂こん胆たんか？」

「期待してるわ」

「滑すべるのを期待されてもうれしくないんだけど！　それ以前に、俺おれはトーク芸人じゃないから、人様に聞かせられるようなネタのストックはないぞ」

「使えないわね」

「俺、怒おこっていいかな？　いいよね？」

「なら、恥はずかしい話でいいわ」

「余よ計けいに嫌いやだな！」

「どうして？」

「恥ずかしいからに決まってるだろ！」

「だったら、初はつ恋こいの話」

「え？」

　意外な提てい案あんに、素すの驚おどろきが出た。一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまってしまう。だけど、よくよく考えてみると、話の流れはやっぱり色々とおかしい。

「恥ずかしさが具体的になっただけじゃねえか！」

「聞くまで、わたしは寝ねないわ」

「俺にも選せん択たくの余よ地ちを残しておいてくれない？」

「……」

　話は済すんだとばかりに、ましろは空太が話しはじめるのを無言で待っている。こうなってはもはや何を言っても無む駄だだ。マイペースにして、マイルールで生きているましろにとって、空太の都合など関係ないのだ。

　覚かく悟ごを決めて……というか、半なかば諦あきらめて、空太は口を開いた。

「あれは、俺がまだ幼よう稚ち園えんに通っていた頃ころだったな。相手は新人の保ほ母ぼさんで……」

「すう……すう……」

「……」

　気のせいだろうか。今、寝息が聞こえたような……。

「すう……すう……」

　気のせいじゃない。

「即そく寝ねするほどつまらなかった!?」

「……むう、空太、うるさいわ」

「あ、しまった！」

　せっかく寝ねてくれたのに、勢いきおいよく突つっ込こんだせいで、ましろが目を覚ましている。

「空そら太た、却きやつ下かよ」

　何がだろうか。意味不明だ。

「急にそんなことを言われた俺おれは、困こん惑わくしているので、何が却下なのかを、きちんと説明してもらってもいいですか？」

「幼よう稚ち園えんの初はつ恋こいなんて、おままごとだって、綾あや乃のが言ってたわ」

「飯いい田ださん、よくも余よ計けいなことを言ってくれたな！」

「もっと、リアルな初恋の話を要求するわ」

「小学校高学年くらいの？」

「それね」

「偉えらそうだな、お前」

「話して」

「また速そつ攻こうで寝るなよ？　いや、寝ていいんだけどさ！」

　むしろ、さっさと寝てもらった方がありがたい。釈しやく然ぜんとしない気持ちは残るけど……。

「空太の初恋に興きよう味み津しん々しんよ」

　ましろが布ふ団とん中から手を出してきた。

　なんだこれはと視し線せんで問いかけると、

「握にぎって」

　と言ってきた。

「俺を困こまらせることに関して、お前は天才だよな……」

「握って」

　もう一度言われて、空太は断ことわることもできず、そっとましろの手を握った。

「そして、話して」

「はいはい。……あれは、小五のときだったな。どういうルートで入手した情じよう報ほうだったかは不明だけど、ある日の学校からの帰り道のことだ。一いつ緒しよに帰っていた西にし谷や君から聞かされたんだよ。一組の星ほし川かわが、どうやら、俺のことを、そ、その好きらしいってさ。クラスも違ちがったし、話したこともなかったから、それまで、そういう風に意い識しきしたことは全然なかったんだけど……。その話を聞いてからは妙みように意識するようになっちゃって。最初は、どうせ噓うそだろとか思ったんだぞ？　でも、廊ろう下かですれ違うときに、やたらと目が合うし、俺、その頃ころサッカーやってたんだけど、試合のたびに星川が見に来たりしてて……そんなことを繰くり返しているうちに、俺の方がものすごく気にしちゃって、気づいたら、まあ、その……好きになってたんだと思うわけだ。ははっ……」

　最後の笑いは完全に照れ隠かくしだ。

「結局、小学校を卒業して、星ほし川かわは私立の中学に行ったから、何があったってわけじゃないんだけどさ。俺おれも、今の今まで忘わすれてたくらいだし……」

　焼けるほどに顔が熱い。

　とてもじゃないが、ましろの様子を窺うかがう余よ裕ゆうはなかった。

「そ、その、椎しい名なの初はつ恋こいはいつなんだ？」

　今なら聞けるような気がして、空そら太たは思い切って聞き返してみた。

　返ってきたのは、

「すこ～」

　という遠えん慮りよのない寝ね息いき。

「……」

　文もん句くを言いたい衝しよう動どうを必死に堪こらえる。ここで、またましろを起こしてしまっては、学がく習しゆう能のう力りよくがなさ過すぎる。

「……俺はどうしてクソ真ま面じ目めに、初恋の話なんてしたんだろうね」

「空太……」

「うおっ」

　起こしてしまったのかと思ったけど、ましろは眠ねむったままだ。どうやら、寝言だったらしい。

「それは……ダメよ……」

「それって、どれだよ……」

　寝言に返事をしながら、空太はましろのおでこに手を当てた。今朝けさと比くらべたら、だいぶ、熱は下がったように思える。微び熱ねつ程てい度どじゃないだろうか。これなら、明日の朝には元気になっているような気がした。

　とりあえず、今日一日の空太の苦労は無事に報むくわれそうだ。そう思うと、ほっとした気持ちになれた。

　握にぎっていたましろの手を、布ふ団とん中に戻もどしておく。

　だけど、離はなそうとしても離れない。ましろがしっかりと握っているのだ。無理に引き離そうとして、目を覚まされても困こまる。

「……あれ？　俺、このまま？」

　その問いかけには、誰だれにも答えてくれなかった。

　なので、仕方がなく、

「このままか……」

　と、空太は自分で結けつ論ろんを出した。
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　翌よく朝あさ、空そら太たは誰だれかに体をゆさゆさと揺ゆすられて目を覚ました。

　すぐにここが自分の部屋ではないことに気が付く。床ゆかに座すわったまま、ましろの部屋のベッドに突つっ伏ぷして眠ねむってしまったらしい。背せ中なかを丸めていたので、腰こしのあたりが痛いたい。

　身を起こすと、ベッドに座ったましろと真っ先に目が合った。

「おはよ」

「おう、おはよう……風か邪ぜは治ったか？」

「いいえ、だるいわ」

「どれどれ」

　ましろのおでこに手を伸のばす。熱い。確かに熱い。困こまったことに、昨日よりも熱い気がする。頰ほおもぽ～っと赤くなっていた。

「ほれ、体温計」

　空太が差し出した体温計を、ましろは襟えり元もとからパジャマの中に突っ込こむ。ちらりと覗のぞいた胸むな元もとの白さに視し線せんが行かないように、空太はそっぽを向いておいた。

　待つこと五分。

「測はかったわ」

　返へん却きやくされた体温計の目め盛もりに視線を落とす。

　三十八度二分。

「昨日よりも上がってんじゃねえか！」

「昨日？」

　なにそれ、みたいな言い草だ。

「お前が無自覚に俺おれの理り性せいをもてあそんだ、昨日だよ！」

「昨日、わたしは大人おとなしく寝ねてたわ」

「発言の方はだいぶ乱みだれていらしたと思うんだよね！」

「昨日は何もなかった」

　そう断だん言げんするましろの表ひよう情じように噓うそは見当たらない。

「……お前、昨日のこと、ほんとに覚えてないのか？」

　おんぶして部屋まで運んだこと。間かん接せつキスのこと。電気を消して着き替がえを手伝ったら、それっぽい場面になってしまったこと……。その全部を、熱で頭がぼんやりしていたせいで、覚えていないというのだろうか。

「昨日は……」

「よ～く考えてみようか？　ほら、俺が色々と大変だった数々の場面が思い起こされてこないか？」

「そう言えば……」

「お！　思い出したか！」

「空そら太た、一ひと晩ばん中じゆう一いつ緒しよだったのに、何もしてくれなかったわ」

「過あやまちが起きた方がよかったの!?　まさに、そういう発言で俺おれをもてあそんだんだよ！」

　そこへ、ノックの音が割わり込こんできた。

　続けて、ドアが外から開き、七なな海みが顔を出す。

「ましろ、どう？」

「俺の看かん病びようも虚むなしく、昨日よりも悪化している……」

「そうなの？　……くしゅん！」

　気のせいだろうか。今、七海がくしゃみをしたような気がする。

「……」

「……」

「もしもし、青あお山やまさん？」

「ちゃうねん……くしゅん！」

　気のせいでは済すませてくれないらしい。

「説得力のかけらも見当たらないけど、どうしようか！」

　朝からどっと疲つかれが押おし寄よせてきた。

「くしゅん！」

　今度に至いたっては、言い訳わけもなくただのくしゃみになっている。

「なんか、俺も頭が痛いたくなってきたよ……」

「空太」

　ましろに呼よばれて、ベッドの方に向き直る。

「なんだよ……」

「わたしのこと、これからもよろしくね」

「自分のことを丸投げするな！」

「ダメなの？」

「お前の面めん倒どうを見なければならない俺の苦労も考えてくれ！」

「大だい丈じよう夫ふよ、空太」

「その根こん拠きよを聞こうか」

「だって、いつものことじゃない」

　真顔でましろが言ってきた。

「くそっ、確たしかにその通りだな！」

　そんな空太の脇わきでは、七海がすんすんと鼻をすすっている。

「くしゅん！」

　そして、四度目になるくしゃみ。もはや疑うたがいようもなかった。

「てか、昨日より状じよう況きようが悪化してんのが、とにかく納なつ得とくできないんですけど！」




この日のさくら荘そう会議の議事録には次のように書かれている。


——こうして、空そら太た様の春休みは、風か邪ぜと共に過すぎ去っていくのでした。書記・メイドちゃん
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　同じクラスになれただけで、泣きそうになるのはどうしてかな。

　隣となりの席になれただけで、笑みがこぼれるのは……。

　側にいたいと思うのに、側にいると息苦しくなるのは……。

　どうしてなのかな？




　……きっと、それは彼かれのことが好きだから。








　　　　１









　桜さくらの花びらが舞まい散る春。

　四月八日は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こう……通つう称しようスイコーの新学年初日だった。

　始業式で「三年生は高校生活最後の年を……」と繰くり返す校長先生の話を聞いていると、少しだけ三年生になったのだという実感が青あお山やま七なな海みにはあった。

　そう、今日から三年生。残された高校生活は、校長先生が熱心に語っていたように、あと一年しかない。決して、短いとは思わないけど、たぶん、長くもないのだろう。

　来年の三月にはスイコーを卒業する。その日を迎むかえた自分の姿すがたは、今はまだ上手うまく想そう像ぞうできないけど、毎日少しずつ卒業の日は近づいてくる。

　だからこそ、悔くいのない一年にしたいと七海は思っていた。声せい優ゆうを目指すことも、進路のことも……あと、恋れん愛あいも全部。

　そんな始業式が終わり、今朝けさ発表されたばかりの三年一組の教室に戻もどってくると、

「よかったね、七海」

　と言って、高たか崎さき繭まゆが腕うでにしがみ付いてきた。短めの髪かみにくりっとした瞳ひとみ。声をかけられて少し驚おどろいた七海を、悪戯いたずらっぽい上うわ目め遣づかいで見つめてくる。

「なんのこと？」

　ある男子と同じクラスになれたことを言っているのはわかっているけど、わざとわかっていないふりをする。

「またまた、そんな態たい度ど取っちゃって」

　口元に手を当てた繭が、意地悪な顔でくすくすと笑う。クラスで一番背せが低く、高三にしてはだいぶ童顔な繭には、そうした大げさな仕草がよく似に合あった。

　その繭の視し線せんは、教きよう卓たくの上に置かれた席せき替がえ用のくじを引いているひとりの男子生徒の背せ中なかに向かっている。身長は特に高いわけでも、低いわけでもない。体たい格かくも、まあ、平へい均きん的てきだ。野球部のエースでもなければ、サッカー部のキャプテンでもない。ごくごく平へい凡ぼんな高校三年生のひとりで、名前は神かん田だ空そら太たという。

　空太は大きなあくびをしながら、引いたくじと黒板に書かれた座ざ席せき表ひようを照らし合わせていた。

「うん……よかったかな」

「おやおや、七なな海みも成長したね～」

「なにがよ」

「だって、去年は『べ、別にクラスくらい、違ちがってもよかったし……』とか、素す直なおじゃないこと言ってたの忘わすれた？」

「そ、それは、まあ……言ってたかもしれない」

「でもさ～、三年連続で同じクラスになれるなんて、運命の赤い糸で繫つながってるのかもね～」

　からかうような口調の繭まゆを、

「それを言ったら、繭とやよいも一いつ緒しよに繫つながってることになるでしょ」

　と、七海は軽めにあしらった。

　三年連続で同じクラスになれたのは、何も空そら太ただけじゃない。未いまだに腕うでにぶら下がっている繭と、さっきからふたりの後ろに立っている本ほん庄じようやよいもそうなのだ。七海が空太と赤い糸で結ばれているのなら、繭とやよいとも結ばれていることになってしまう。

「大だい丈じよう夫ぶ、神かん田だ君は私の趣しゆ味みじゃないし」

「卒業式の直後は、『ありかも……』とか、ぽ～っとしながら言ってなかった？」

　黙だまって話を聞いていたやよいが口を挟はさんできた。さばさばした態たい度どは大人おとなっぽく、長身なのも手伝って、制服を着ていなければ大学生だと思うだろう。ソフトボール部で鍛きたえた体は、すらっと引き締しまっている。主にウエスト回りがとても羨うらやましい。

「あ、あれは気の迷まよいだから！　つーか、七海には言うなって言ったっしょ！」

　繭がやよいのお腹なかにパンチを叩たたき込む。だけど、小こ柄がらな繭のへなちょこな一いち撃げきでは、やよいはびくともしなかった。逆ぎやくに、繭が跳はね返されてしまう。

「繭は相変わらずミーハーでお子様だな」

「私は恋こいに恋してるお年とし頃ごろだからいいの」

「そこがお子様だってやよいは言ってるんだと思うよ」

「そうそう」

「だ～！　私の話はいいっつーの！　あ、ほら、神田君の席、決まってる」

　促うながされて空太に視し線せんを送ると、窓まど際ぎわの後ろから二番目の席に座すわるところだった。都合のいいことに、今のところ、前も後ろも隣となりも空席だ。

「七海は絶ぜつ対たいに三番のくじを引くんだよ」

　空太の隣の席だ。

「別に、席は離はなれてもいいよ」

「ほんとに？」

　背せ伸のびをした繭が、ずんと顔を近づけて睨にらんでくる。

「隣となりになれたらいいなと思っています」

　仕方がなく、小声で本音を打ち明ける。

「でしょ！　だったら、がんばらないと」

「くじ引きをどうがんばるんだ？」

　呆あきれたようにやよいが問いかけていた。

「そこは、ほら、あれよ」

　繭まゆの目は、明後日あさつての方向へと泳いでいる。

「どれ？」

　容よう赦しやなくやよいが追つい及きゆうした。

「き、気合いよ！」

「要するにノープランなのか」

「じゃ、じゃあ、やよいには何か手があるっていうの？」

「必勝法とはいかないけど、私か繭が近くの席を引いた場合、こっそり代わればいいんじゃないの？　それで少しは確かく率りつも上がるでしょ」

「それだ！」

　何のプライドもなく、繭がやよいの案に食いつく。

「い、いいよ、そんなの。ルール違い反はんだし」

「違反上等！　七なな海みはもっとライバルとの戦力差を考えないとダメ！」

「戦力差って……」

「椎しい名なさんなんて、存そん在ざいそのものが反はん則そくみたいなかわいさなんだし、神様だってこれくらいのハンデが必要だってわかってるって」

「……そりゃあ、ましろと比くらべられたら私なんて生まれてきた価か値ちもないだろうけどさ」

「七海は十分かわいいから、繭の言ってることは気にするな」

　そう口にしながら教きよう卓たくの前に移い動どうしたやよいは、箱の中から席せき替がえ用のくじを引いていた。

「あ！　私が先に引いて、七海に恩おんを売ろうと思ったのに」

　すぐさま繭が追いかける。

「そういう本音は、隠かくしてね、繭」

　小さな背せ中なかに、七海もついていった。

　側まで行くと、やよいが早速引いたくじを広げる。

「ごめん。廊ろう下か側がわの一番後ろだった」

「いいとこじゃん！　……んじゃ、次は私ね」

　箱の中のくじを繭が見み据すえる。

「見えた！　これだ！」

　勝ち誇ほこった笑みを浮うかべながら繭がくじを開ける。

「……」

　でも、数字を見た瞬しゆん間かん、繭まゆは文字通り絶ぜつ句くしていた。

　やよいと顔を見合わせてから、七なな海みは繭のくじを覗のぞき込こんだ。書かれていた番号は十番。一番前……しかも、教きよう卓たくの真ん前という生いけ贄にえの席だ。

「ご愁しゆう傷しよう様さま」

「やよい、代わって！」

「繭の場合、一番後ろだと小さすぎて黒板が見えないだろ？」

　ぽんとやよいが繭の頭に手を置く。ふたりには頭ひとつ分の身長差があるので、こうして並ならんでいると、ちょっと同級生とは思えない。

「見えるっつーの！」

「繭なら教卓前の席でも、みんなの邪じや魔まにならなくていいじゃないか」

「あ～、そっか、さすがやよい！　な～んて言うと思ったか！」

「言ってるじゃん」

　相変わらずふたりは仲良しだ。七海は気にせずに自分のくじを引くことにした。

　一度、振ふり返って窓まど際ぎわの席を見る。後ろから二番目。空そら太たは片かた肘ひじをついてぼんやりと空を流れる雲を眺ながめていた。

　狙ねらうのはその隣となりの席。

　再ふたたび、くじの入った箱と向き合う。なんだか緊きん張ちようしてきた。

　心臓がどくんどくんと脈打っている。

　足元からはそわそわした感覚が駆かけ上がってきていた。

　――三番が引けますように

　誰だれにともなくそうお願いしたあとで、七海はだいぶ数の減へったくじの中から、これだと思った一枚まいを選んだ。

　ふうと息を吐はき出してから、震ふるえる指先でゆっくりと開いていく。

　そして、目に飛び込んできた数字を認にん識しきした瞬間、

「あっ」

　と自然と声がもれた。

「どうだった？」

　体をくっつけて繭が覗き込んでくる。

「あっ」

　すると、繭も七海と同じように口を開けていた。

　無言でくじを確かく認にんしてきたやよいも、

「あっ」

　と驚おどろきを声に出す。

　なぜなら、七なな海みの引いたくじには三番と書かれていたから……。それは、望んでいた空そら太たの隣となりの席だった。

「やったね、七海！　すごい！　てか、ちょっと気持ち悪い！　ほんとに赤い糸で結ばれてんじゃない？」

　ばしばしと繭まゆが背せ中なかを叩たたいてくる。

「ほらほら、挨あい拶さつにいかないと」

「ちょ、ちょっと繭、押おさないで」

　繭に押し出され、ばたばたした足取りで座ざ席せきに近づく。

　表ひよう情じように出るうれしさを隠かくすのが大変だった。我が慢まんしようとしても、口元が緩ゆるんでにやけてしまいそうになる。

「ん？　隣、青あお山やまか」

　七海が席に着くと、空太はすぐに気づいて声をかけてきた。能のう天てん気きな顔。この席を引き当てたいと思っていた七海の気持ちになど、もちろん気づいた様子はない。気づかれても困こまるけど……まったく気づかれないのもなんだかしゃくだった。

「なんで、こういうことは上手うまくいくんだろ」

　八つ当たりだとわかっていても、思わずため息がもれてしまう。

「俺おれ、なんか悪いことしたか？」

「もしかして、私って意外と恵めぐまれてるのかな」

　上手く行かないことが多い中で、叶かなったことと言えば、空太と同じクラスになれたこと……それと、空太と隣同士の席になれたこと。全部空太が関係している。

「……さっきから何の話だ？」

「神かん田だ君がこれじゃあ、恵まれてるとは言えないかな」

　心の中でもう一度深いため息を吐ついた。

「俺の評ひよう価かは俺にわかるように言ってくれますか？」

「嫌いやです」

　意地悪を言うと、空太はわけがわからないといった感じで眉み間けんに皺しわを寄よせた。それがおかしくて、七海は喉のどの奥おくで笑った。

　すると、空太はさらに困こまった顔をするので、それがまた七海の笑いを誘さそった。

　こんな些さ細さいなことにちょっとした幸せを感じてしまうのは、少し浮うかれているせいかもしれない。いや、空太と隣同士になれて、だいぶ浮かれているのだろう。

　そんなことを考えていると、七海は誰だれかの視し線せんを感じた。教室を見回す。すぐに繭とやよいと目が合った。

　教きよう卓たくの前の席から、繭が「こっちに来い」と手て招まねきをしている。

　担たん任にんの白しろ山やま小こ春はるが来る気配はまだない。時間がありそうだったので、七海は席を立って繭のもとに向かった。机つくえに荷物を移い動どうさせたやよいもすぐにやってくる。

「なに？」

「もうこの勢いきおいでコクっちゃいなよ」

　さらっと、とんでもないことを言ってきた。

「な、なにゆーてんの！」

「だって、七なな海みはこのままでいいわけ？」

「それは、まあ……」

「はっきりせんかい」

「うっ、よくないです」

　そう、よくはない。よくはないと思っている。だから、一度は告白をしようと決心だってした。クリスマスイブのデート中に、空そら太たとひとつ約束をしたのだ。二月のオーディションが終わったら、聞いてほしい話があると……。

　だけど、肝かん心じんのオーディションの結果に七海は打ちのめされ、前三年生の卒業や、寮りようの取り壊こわし問題も重なって、空太に気持ちを伝えている場合でもなくなってしまった。

　それから時間だけが経けい過かして、もう四月……。

「付き合いたいんでしょ？」

「……」

　繭まゆの質しつ問もんに、即そく答とうはできなかった。

「今は……よくわからない」

「なんじゃそりゃあ」

「なんていうか、その……」

「その？」

「神かん田だ君を独どく占せんしたいと思うことはある」

　ないものを強請ねだっているのだということは理り解かいしている。何かと空太にお世話をしてもらっているましろを、単に羨うらやましく思っているだけなのだ。

「……」

「……」

　そんな七海の発言を聞いた繭とやよいは、無言で顔を見合わせている。

「うわっ、七海ってば重っ！」

「え？　そ、そうかな？」

「それくらい普ふ通つうでしょ」

　やよいがさらっとフォローしてくれた。

「ま、やよいみたく、さばさばしてるよか、男受けはいっか。うん、ここは、ありってことで話を進めよう」

　なにやら、繭まゆはひとりで納なつ得とくしている……かと思ったら、

「とにかく！　七なな海みは神かん田だと彼かれ氏し彼かの女じよになって、甘あまくてすうぃ～とな関係になりたいんでしょ？」

　と、興こう奮ふんした様子で詰つめ寄よってきた。

「甘々な関係になるけど、それで繭の言いたいことは合ってるのか？」

「やよいは揚あげ足を取んな！」

　びしっと繭がやよいを指差す。

「表ひよう現げんはどうあれ、まあ、私も繭の意見には賛さん成せいだけどね」

　繭を無む視しして、やよいがそう言ってきた。目を見て、真っ直ぐに。

「ちょっ、ちょっと、やよいまでやめてよ」

「気持ちを伝えないまま神田が誰だれかと付き合い出したら、七海は絶ぜつ対たいに後こう悔かいするよ」

「それは、そうだろうけど……後悔なら、ずっとしてるよ」

　そう、ずっとしている。

「どうせなら、ましろが来る前に、告白しておけばよかったと思ってる」

「……」

　顔を上げると、いたたまれないという表ひよう情じようをした繭とやよいがそこにいた。

「ご、ごめん、忘わすれて！　ものすごく後ろ向きなこと言った」

「あ～、もう！　七海はかわいいな！　私が男だったら絶ぜつ対たいに惚ほれてんのに。というわけで、告白大作戦を立てます」

「お、大きな声で告白とか言わないでよ」

　近くにいた何人かが露ろ骨こつに反はん応のうしている。そういう話題にみんな敏びん感かんなのだ。

「作戦ってどうする気？」

「どうせ、またろくな作戦なんてないんだろ」

「ふふふっ、おふたりともお忘れかな？　我われ々われ、三年生には修しゆう学がく旅りよ行こうというビッグイベントが用意されていることを！」

「五月の中間が終わったあとでしょ？　まだ先の話なんじゃ……」

「しゃらっぷ！　じゃあ、今すぐ七海はコクれんのか！」

「無理です」

　即そく答とうする。

「でしょ？　だから、その日に向けて今から準じゆん備びをすんの！」

「準備？」

　首を傾かしげながら聞き返す。

「ふたりの気持ちをもりもりっと盛もり上げる」

「具体的に何をするんだ？」

　今度はやよいが質しつ問もんをぶつけた。

「そりゃ、一いつ緒しよに住んでんだから、色々とやりようはあるっしょ」

「色々って？」

　あまり期待はせずに、とりあえず聞いてみる。

「寝ねぼけて、神かん田だのベッドに忍しのび込こむとか」

「七なな海みのキャラ的にないだろ」

　はあ～、とやよいが深いため息を吐ついた。

「お風ふ呂ろ上がりにバスタオル一枚まいで、神田君の目の前をうろうろするとか」

「で、できるわけないでしょ、そんなこと！」

「だから、七海はダメなのよ！」

「私って、ダメなんだ……」

「その乳ちちはなんのために育てたんだ！」
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　繭まゆの手が伸のびてきて、七海の胸むねを鷲わし摑づかみにする。

「きゃあっ！」

「知ってんだぞ。私を差し置いてサイズアップしていることは！」

「こ、これは、三月はバイトも減へらして、あんまり動かずにいたせいか、体重が増ふえてしまって、その副産物というか……」

「やっぱり、でかくなってんじゃねーか！」

　胸むねに顔を埋うめてきた繭まゆの脳のう天てんに、

「やめい」

　と言って、やよいが手刀を叩たたき込こむ。

「いで」

　大げさに繭が痛いたがっていた。いや、意外と本気で痛かったのかもしれない。

「とにかく、もっと誘ゆう惑わく！　男子なんてどうせやりたいだけなんだから、まずはエサをチラつかせて食いつかせんの！」

「繭が言うと説得力が違ちがうな」

　皮肉を込めた視し線せんで、やよいが繭の体を上から下までなめ回す。全部が小さくまとまった繭は、とてもスレンダーなのだ。

「私は中身で勝負してんの」

「七なな海みの方がよっぽど中身で勝負できるよ」

「やよい、それどういう意味？」

　にっこりと繭が聞き返す。やよいは、その質しつ問もんを無視して、

「繭は、凹おう凸とつって知ってる？」

　と、さらに繭を挑ちよう発はつした。

「知ってる。だって、私の憧あこがれの言葉だもん！　って、ふざけんな！」

「やっぱり、繭で遊ぶのは最高に楽しいな」

「私はちっとも楽しくねー！」

「七海の告白の話はもういいのか？」

「よくない！」

　繭は頰ほおをぱんぱんに膨ふくらませている。

　いっそ、このまま話が逸それてくれた方が七海としてはうれしかったのに……。

「なにはともあれ、七海は神かん田だ君を日々誘ゆう惑わくすること！　で、修しゆう学がく旅りよ行こう中ちゆうにコクるんだからね」

「だからねって、言われても」

「いい？」

「う、うん……努力はしてみる」

　もはや返事をしないと終わらない雰ふん囲い気きだったので、七海は渋しぶ々しぶ答えた。

「よろしい」

　とは言え、誘惑しろというのは、なかなか難むずかしい。そりゃあ、さくら荘そうという同じ寮りように住んでいるわけだから、ちょっとしたハプニングが起こることはある。

　あるのだけれど、たとえば、繭が言っていたような寝ねぼけて空そら太たのベッドに忍しのび込こんだり、お風ふ呂ろ上あがりにバスタオル一枚まいで目の前をうろつくなんていうのは、七なな海みではなくてましろがやっていること……。

　今さら、七海がやったところで効こう果かがあるとも思えない。先ほど、繭まゆが言っていた通りで、ましろは存そん在ざいそのものが「反はん則そくか！」と言うくらい、現げん実じつ離ばなれしたかわいらしさがあるのだ。それは、同じ寮りようで生活をしている七海の方が、繭ややよいよりもよくわかっているし、空そら太たをめぐるライバルとして痛つう感かんしている。

　だったら、潔いさぎよく空太のことは諦あきらめればいいのかもしれない。けれど、気持ちはそう簡かん単たんではないのだ。理り屈くつなんて関係ない。駆かけ出した想いは、七海の言うことなど聞いてはくれず、今さら自分ではどうにもできなかった。

「繭の冗じよう談だんはさておき、気持ちを伝えることだけは真しん剣けんに考えた方がいいかもね」

　チャイムが鳴ったところで、やよいはそう言い残して席に戻もどっていく。

「誰だれが冗談よ！」

　繭の叫さけびを聞きながら、七海も自分の座ざ席せきに戻ることにした。

　席に着くと、隣となりの空太と目が合った。

　胸むねがどくんと跳はね上がる。繭が告白しろなんて言ってきたせいだ。

　だけど、このままでいいと思っていないのも事実なわけで、七海は空太の横顔を盗ぬすみ見ながら、心の中で「好きです」と語りかけてみた。

　すると、黒板の方を向いた空太は大きなあくびをした。さすがに「俺おれも」とアテレコするには無理がある表ひよう情じようだ。

　そんな空太に、七海は「バ～カ」と心の中で言ってやるのだった。

「先が思いやられるな……」

「青あお山やま、なんか言った？」

「ただの独ひとり言です」

　こんな調子では、告白はまだまだ先になりそうだなあとこのとき七海は思っていた。






　けれど、七海の予想に反して、告白の機会は思った以上に早くやってきた。

　その日の夕食後、さくら荘そうのダイニングで、七海は気き恥はずかしい雰ふん囲い気きをまとって空太と対たい峙じしていた。

「急に話があるって……なんだ？」

　緊きん張ちようにかすれた空太の声。

「うん、結けつ構こう、重要な話……かな」

　七海の声こわ音ねも震ふるえていた。

「ずっと……言いたかったことがあるの」

「そうか……」

「うん、私ね」

　胸むねが高鳴っていく。

「……」

「ずっと、ずっとね」

　早はや鐘がねのように鳴っていた。

「……っ」

「ずっと好きでした。大好きです」

　空そら太たに言いたくて、ずっと言いたくて……だからこそ言えなかった言葉。

「……」

「……」

「一いつ緒しよだ。俺おれも同じ気持ちだよ」

　そして、それは空そら太たから聞きたい言葉でもあった。

　これがオーディションに向けた演えん技ぎの練習でなければ、どれほどよかっただろうか。

　そう思わずにはいられない。

　そう願わずにはいられない。

　練習が終わり、ひとり自室に戻もどってからも、七なな海みの胸のドキドキは収おさまる気配がなかった。ベッドに潜もぐり込こんでも全然寝ね付つけない。

　薄うす暗ぐらい部屋の中で、虎とらの抱だき枕まくらにしがみ付いて丸くなる。

「あんなあ、虎とら次じ郎ろう」

「『なんや』」

　声こわ音ねを変えて虎次郎の台詞せりふを自分で当てる。

「ウチな」

「『ああ』」

「神かん田だ君のこと好きやねん」

「『俺おれに言わんと、本人にゆーたれや』」

「それができたら、虎次郎にこんなことゆーてへん」

「『せやなあ』」

　まだ、鼓こ動どうは高鳴っている。演技でも、やっぱり「好き」という言葉は特別で、しかも、それを空太に言うとなると、平へい常じよう心しんでなんていられなかった。

　思い出すだけでも顔が真っ赤に染そまっていく。

　同時に、たとえ演技だとしても、空太から「俺も同じ気持ちだよ」なんて言われたら、頰ほおの筋きん肉にくはだらしなく緩ゆるんでしまうのだ。ひとりでにやついてるのに気づいて、真顔に戻ろうとするけど、これがなかなか難むずかしい。

　別のことを考えようとしても上う手まくいかない。結局、演えん技ぎで告白してしまった気き恥はずかしさを再ふたたび思い出し、七なな海みはひとり布ふ団とんの中で悶もだえるのだ。

「あ～、も～、こんなん寝ねられへん……」

　そんなことを、明け方近くまで続けていた……。








　　　　２










　オーディションに向けた演えん技ぎの練習をはじめて三日間くらいは、空そら太たと共有する気き恥はずかしい時間に、ドキドキしたり、「でも、これは演技なんだ」と思ってちょっと落ち込こんだりと、七海は気分の浮うき沈しずみの激はげしい日々を過すごした。

　ずっと続いてほしいような、そうじゃないような……そんな複ふく雑ざつな空太との関係。

「でも、今ぐらいは、いいかな……」

　そう思いはじめた矢先だった。

　予想外の形で、七海は浮かれてばかりもいられなくなった。

　理由はましろだ。

　週が明け、授じゆ業ぎようがスタートした火曜日。授業中にもかかわらず、突とつ然ぜんましろが普ふ通つう科かの教室にやってきて、空太の手を取って連れ出していくという事じ件けんが起きたのだ。

　クラスはふたりの噂うわさ話ばなしで溢あふれ返り、同じ寮りように住んでいる七海は、

「あのふたりってどうなの？」

「やっぱり、付き合ってるの？」

「意外な組み合わせだけど、ありなのかな？」

「釣つり合ってなくない？」

　とか聞かれて大変だった。クラスメイトに悪意がないのはわかっていても、立て続けにふたりのことを質しつ問もんされると、

「そんなこと私に聞かないで」

　とふてくされた声が出てしまう。

　けど、この件に関する問題の根本はそこではない。

　ましろが空太を連れ出した理由の方が、七海にとっては重要だった。

　――空太の絵を描かくため

　言葉にすれば、たったそれだけのこと。絵を描くのがましろでなければ、気にも留とめなかったことだろう。けれど、ましろだからこそ、空太の絵を描くことに大きな意味があるのだと、七海はすぐに気がついた。

　物心がつく前から絵筆を握にぎっていたましろ。

　言葉や表ひよう情じようではなく、自らを絵で表ひよう現げんする天才画家。

　そのましろがこの時期に空太の絵を描き出した理由に、七海は心当たりがあった。七海が空太と演えん技ぎの練習をしているときのましろは、どこか不満そうに見えたから……。

　絵が完成したときには何かが変わってしまう。そうした予感が七なな海みにはあった。いや、実感と言った方がいいかもしれない。それくらいに確たしかな感覚だったし、それ以上に、ましろの絵が表ひよう現げんする彼かの女じよの想いには説得力があることを七海は知っていた。


　


　帰りのＨＲの終了を告げる鐘かねが鳴った。

　日直だったやよいが淡たん々たんとした口調で、

「起立、礼」

　と声を出す。

　今日一日の授じゆ業ぎようから解かい放ほうされた教室内は、一いつ斉せいに騒さわがしくなる。

　隣となりの席の空そら太たを見ると、ひとり熱心にノートに何かを書き込こんでいた。最近になってはじめたゲーム制せい作さくのアイディアをメモしているのだろう。授業もそっちのけで、ゲーム制作に夢む中ちゆうなのだ。

　試験の直前になったら、たぶん、ノートを貸かしてほしいと頼たのまれる。

　だからというわけではないけど、七海は出来るだけ丁てい寧ねいにノートを取っていた。空太からの「ありがとな」をちょっとだけ期待して……。

　そんな七海の地道な努力など伝わるわけもなく、空太は放課後になるとましろの絵のモデルをするために美び術じゆつ室しつに向かうのだ。ましろが絵を描かきはじめて早十日が経たった今も、休むことなく続いている。

　それが、なんだか面白くない。そんな風に思っている自分もまた嫌いやになった。

「はあ……」

　濁にごった気持ちはため息となって吐はき出されていく。

「どうした、青あお山やま？　嫌なことでもあったのか？」

　アイディアのまとめが一いち段だん落らくしたのか、ノートを鞄かばんにしまいながら、空太が無む邪じや気きに聞いてくる。気にしてくれたことはうれしいけど、ため息の原げん因いんは空太にあるから、素す直なおには喜べない……。

「ちょっと自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいっていただけです」

「へ～」

　わかっているような、わかっていないような曖あい昧まいな反はん応のうだった。いや、たぶん、これはわかっていない。

「このあとはバイトか？」

「ううん、今日は入れてない。小こ春はる先生と進路の面談はあるけど」

「ああ、あれか……。気をつけろよ。変なこと聞いてくるから」

　その口調は苦々しい。空太は先に面談を終えているから、何かあったのかもしれない。

「変なこと？」

　聞き返すと、空そら太たは少し戸と惑まどったように視し線せんを逸そらした。

「なんていうか……プライベートなことだ」

「ふ～ん。……神かん田だ君は、今日もましろのモデル？」

　無む意い識しきに少しきつい聞き方になってしまった。

「ん？　ああ。演えん技ぎの練習は帰ってから付き合うよ」

「そういう心配をして聞いたわけじゃない……」

　理り不ふ尽じんだとはわかっている。けど、ちょっと空太に不満をぶつけたくなったのだ。

　そんな話をしていると、ざわついていた教室の空気が一いつ瞬しゆん静まった。続けて、

「空太」

　という、ましろの声が教室内に浸しん透とうしていく。

　残っていた生徒の視線が、ましろに集中する。それを意にも介かいさずに、ましろは教室の奥おくにいた七なな海みと空太のすぐ側まですたすたとやってきた。

「やるわよ」

「はいはい」

　躊躇ためらうことなく、ましろは空太の肘ひじのあたりを引っ張ぱっていく。

「ふたりの共同作業」

「ケーキ入刀みたいに言うな！　お前が一方的に絵を描かくだけだろ！」

　周囲に言い訳わけするような言葉を残して、空太はましろに連れられて教室を出て行った。すると、思い出したように教室内はざわめきを取り戻もどす。

「ちょっと、七海、あれいいわけ？」

　ふたりの去ったドア口に視線を送ったまま話しかけてきたのは繭まゆだ。

「いいわけって聞かれても、私が口を出せることじゃないし」

「わかってないな～」

　心底呆あきれたように繭ががっくりと肩かたを落とす。

「七海には男を振ふり回す図々しさが圧あつ倒とう的てきに足りてない」

「そんな迷めい惑わくな要よう素そ、必要かな？」

「絶ぜつ対たい必要！　嫌いやな女の方がモテんの！」

「その割わりには、繭は一向に彼かれ氏しが出来る気配がないよな」

　力説する繭に冷静なツッコミを入れたのはやよいだ。

「ほっとけ！」

「え～と、繭？　嫌な女だって暗に言われたことは怒おこらなくていいの？」

「やよい、あとでじっくりと語り合おうね」

　誘さそいを受けたやよいはというと、繭の話は最後まで聞かずに、肩に大きなスポーツバッグをかけて部活に行く準じゆん備びをしていた。今日もソフトボール部の練習で汗あせを流すのだろう。

「おい、こら、待ちやがれ、やよい」

　繭まゆがやよいのバッグにしがみ付く。

「行くなら、七なな海みにアドバイスをしてからいきやがれ」

「い、いいよ、そんな」

「じゃあ、七海はどうすんの？　椎しい名なさんにぐいぐい、がんがんやられて、神かん田だ君取られちゃうよ？」

「一いち応おう、これでもがんばってます」

「具体的には？」

「今度、美み咲さき先せん輩ぱいが作ってるアニメのオーディションを受けることになったので……」

「それは知ってる」

「その練習と言いますか、演えん技ぎの参考のために、神田君に協力してもらうことになっていて……」

「なっていて？」

「……神田君をデートに誘さそいました」

　迷まよいながらも、繭とやよいにだけ聞こえるようにそう告げた。

「そう、デートにくらい誘わないと……って、デートですと!?」

「ちょ、ちょっと繭、声が大きいって」

　デートという単語に反はん応のうしたクラスメイトの視し線せんが痛いたい。でも、七海と目が合うと、みんなさっと逸そらす。なんとも言えない居い心ごこ地ちの悪さが漂ただよっている。

「えっと、期待させて悪いんだけど、ほんとオーディション用の演技の参考に……という名目だから、正式なデートかというとそうでもないです」

　さらに小声になりながら付け足した。

　空太が誘いを受けてくれたのは、声せい優ゆうになるという七海の夢ゆめを、本気で応おう援えんしてくれているからだ。だから、これをデートと呼よんで浮うかれるのは、正直後ろめたい。

「真ま面じ目めか！　図々しく行けって言ったばっかでしょ。理由なんてこの際さいどうでもいいわ！」

「それはそれでどうでもよくないけど……がんばろうとは思っている」

「どんな風にがんばるんだ？」

　珍めずらしくやよいが口を挟はさんできた。

「え～っと、手を繫つなぐ、とか？」

「小学生か」

　繭が露ろ骨こつにがっかりする。

「じゃ、じゃあ、お化け屋や敷しきで抱だきつく、とか？」

「もう一声」

「こ、これ以上って何？」

「キスとか」

　即そく答とうしたのはやよいだ。表ひよう情じようひとつ変えず平然としている。

「キ、キスって、あのキス!?　そ、そんなんできひん！」

「私はそれで彼かれを攻こう略りやくしたよ」

　何かとんでもない発言が聞こえてきた。

「え!?」

「ふ～ん……って、おい！」

　七なな海みと繭まゆが過か敏びんに反はん応のうする。

「驚おどろいてどうかした？」

「しれっと爆ばく弾だん発はつ言げんしたのは、やよい！」

　びしっと繭がやよいを指差す。

　その指を、ウザそうにやよいが横にどける。

「……やっぱり、彼氏いたんだ」

　少し前からなんとなくやよいからはそういう空気を感じていた。時々、熱心にケータイのメールを打っていたし、「誰だれ？」と聞いても「うん、まあ」とごまかされることが多かったから。

　そして、今日もまた、そのときと同様に、

「うん、まあ……」

　と、やよいはばつが悪そうに視し線せんを窓の外へと向けている。

「今まで黙だまっていた罰ばつとして、相手が誰か教えなさい」

　ぐいぐいと繭がやよいに詰つめ寄よる。

「スイコーの人？」

　横から七海も質しつ問もんをぶつける。

「そうだけど……秘ひ密みつ。彼との約束だから」

「三年？」

　でも、簡かん単たんに諦あきらめる繭じゃない。

「違ちがう」

「じゃあ、後こう輩はいなの？　二年？」

　七海も質問を飛ばしていた。

「違う」

「一年ってことはないか……って、卒業生か？」

「どっちでもない」

「どっちでもないですと？」

　首を傾かしげた繭と顔を見合わせる。三年生じゃない。二年生でもない。一年生も違って、卒業生でもない。なのに、スイコーの人間……とすると、あと残っているのは……。

　繭まゆもひとつの答えにたどり着いたのか、口を「あ」の形にしていた。

「あんた、まさか、教きよう師しとか言わないでよ？」

　恐おそる恐る繭が小さな声でやよいに囁ささやく。

「……」

　一いつ瞬しゆん、やよいの動きが止まった。それから、わざとらしく、

「さて、部活に行くか」

　とか言って、教室を出て行こうとする。

「だ～、ちょっと待て！」

「もう部活はじまるから」

　繭の制せい止しを聞かずに、そそくさとやよいは教室を出て行ってしまった。

「逃にげ足の速いやつめ」

「じゃあ、私もそろそろ……」

　この隙すきに七なな海みも逃にげようかと思ったけど、がしっと繭が肩かたを摑つかんできた。

「テーマは図々しく。いい？」

「お、覚えておく」

「青あお山やまさん、今から大だい丈じよう夫ぶ？」

　声をかけられて振ふり向くと、担たん任にんの白しろ山やま小こ春はるが立っていた。

　今日は放課後に進路についての個こ人じん面めん談だんの約束をしている。

「はい、大丈夫です」

　これならさすがの繭も引き下がってくれる。すぐ脇わきで、繭は、「こんなことならやよいを追いかけるんだった」とかなんとか呟つぶやいていた。

「じゃあ、別べつ棟むねの空き教室でやろうか」

　先に小春が歩き出す。

　繭に「じゃあね」と言ってから、七海もすぐに追いかけた。






　別棟の空き教室に入ると、真っ先に向かい合わせになった机つくえが目についた。がらんとした教室の中心にぽつんと佇たたずんでいる。

「はい、座すわってね」

　小春に促うながされて、席に着いた。

「それでは、青山さんの個人面談をはじめます」

「よろしくお願いします」

「とは言っても、あんまり話すことないんだけどね、青山さんの場合は」

「はあ」

「進しん路ろ調ちよう査さ票ひようだと、第一から第三まで全部うちの大学の『演えん劇げき学がく部ぶ』で、違ちがうのは学科だけだもんね」

「はい」

「成せい績せきも付ふ属ぞく推すい薦せんの合ごう格かく圏けん内ないだから、油ゆ断だんして勉強をサボらなければ大だい丈じよう夫ぶかな」

「気をつけます」

「そうだ。演劇学部の場合は実じつ技ぎ試し験けんがあることは知ってるよね？」

「はい」

　小こ春はるの言う通り、学校の成績は悪くないので、不安があるとすればその点だけだ。

「まあ、青あお山やまさんは、声せい優ゆうさんの養成所に通っていたくらいだから心配はないのかな」

　小春とその話をしたことがないので、急に話題に出てきて少し驚おどろいた。同時に、事じ務む所しよに所しよ属ぞくできなかったことへの古ふる傷きずが、ずきんと胸むねを疼うずかせる……。

「……養成所のこと、千ち尋ひろ先生に聞いたんですか？」

「うん」

　千尋が自分のことをどんな風に話したのだろうか。その場面を想そう像ぞうしようとしたけど、上手うまくイメージは定まらなかった。

「二年間、演技の勉強はしてきたつもりですけど、結局、事務所には所属できなかったので、実技試験は正直心配です」

「だったら演劇学部の先せん輩ぱいに、どの程てい度どの技ぎ術じゆつが必要か、話聞いてみる？　大学の方に掛かけ合うことはできるよ」

「……」

　意外な提てい案あんに目をぱちくりとさせてしまった。というか、今日の小春はいつもの小春と様子が違う。

「『あれれ？　なんだか小春先生、意外と頼たよりになるぞ？』とか思ってるでしょ」

「……少し」

「酷ひどいな～、もう。神かん田だ君と同じような反はん応のうしちゃって」

「神田君と？」

「ああ、それはそうと、青山さん」

　小春が表ひよう情じようを引き締しめる。実技試験が上手くいかなかった場合のことを考えておいた方がいいとか、そういう話だろうか。

「なんですか？」

　神しん妙みような面おも持もちで聞き返す。

「とても大事な話なんだけどさ」

「はい」

「神田君と付き合ってるの？」

「……」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか理り解かいできなかった。瞬まばたきを二度繰くり返した。

「あれ？　聞こえなかった？　神かん田だ君と付き合ってるの？　って聞いたんだけど」

「な、なにゆーてんですか！」

「だって、よく授じゆ業ぎよう中ちゆうに仲なか睦むつまじく筆談してるし」

「あれは、そういうのとはちゃいます！」

「仲睦まじく筆談していることは認みとめるんだ。仲睦まじく」

「うっ」

　小こ春はるの指し摘てきで、墓ぼ穴けつを掘ほったことに気づく。否ひ定ていするなら、筆談のところからにするべきだった。

「いいわよ、別に。なんかもう、楽しそうなふたりを見ていると、むかつくを通り越こして、最近は微笑ほほえましくなってきちゃったから」

　以前はむかつかれていたらしい。

「若いからっていい気になっちゃって、ほんと腹はら立だたしいんだから」

　少しも微笑ましく思っているようには思えない。

「小春、いる？」

　呆あきれて声も出ない七なな海みの代わりに、突とつ然ぜんドアを開けて千ち尋ひろが割わり込こんできた。

「あ、千尋ちゃん。どうしたの？」

「どうしたのじゃないでしょ。あんたがこないから職しよく員いん会かい議ぎがはじめられないのよ」

　のんきな小春とは対照的に、千尋の表ひよう情じようは明らかにイラついている。

「え～、私は今、大事な生徒の個こ人じん面めん談だん中ちゆうなのに」

「もう面談は終わったと思います」

　自分を理由に職員会議をサボられてはたまったものではない。

「まだ恋こいバナは途と中ちゆうだったのに」

「そんな話はしていません」

　ここはきっぱりと否定しておく。

「いいから、さっさと来なさい」

　千尋が小春の腕うでを引く。

「もう、なあに千尋ちゃん、やる気出しちゃって。あ、さてはデートの約束でもあるんでしょ？　だから、早く帰りたいんでしょ？」

　渋しぶ々しぶといった様子で、小春は机つくえに広げた書類をまとめて立ち上がる。

「じゃあ、ごめんね。青あお山やまさん。個人面談はここまでね」

「あ、千尋先生」

　教室を出ていく寸すん前ぜんで、七海は千尋を呼よび止めた。

「なによ？　恋れん愛あい相そう談だんなら受け付けないわよ」

「私も相談相手は選びます」

「あんた、意外と酷ひどいこと言っているわよ？」

「前から保ほ留りゆうにしていた例の件けんなんですけど……」

　構かまわずに、七なな海みは本題を切り出した。

「例の、ね」

　千ち尋ひろは素そっ気け無い感じで窓まどの外を見ていた。

「私、さくら荘そうを出て行くことにしました」

「あ、そ。わかったわ。校長に伝えて、一いつ般ぱん寮りようの方にも話を通しておく」

「よろしくお願いします」

　それで話は終わると思った。けど、千尋は、一いつ瞬しゆん考えたあとで、

「……神かん田だたちにはもう話したの？」

　と尋たずねてきた。

「いえ、まだです」

「そう」

「折を見て自分で話しますから、先生は黙だまっておいてください」

「そうするわ。神田に『なんでですか!?』な～んて詰つめ寄よられてもウザいだけだしね」

　確たしかに、空そら太たなら言いそうだ。その姿すがたを想そう像ぞうすると、なんだか笑えてくる。

　今度こそ、話はここで終わりだと思った。千尋は生徒の自主性を尊そん重ちようし、滅めつ多たなことがなければ口を挟はさんでこないから……。

　だけど、このときは違ちがった。千尋は敷しき居いを跨またいだところで立ち止まると、どうしたことかドアの縁へりに寄よりかかって視し線せんを天てん井じようへと向けた。

「どうせ、あんたのことだから、さくら荘にいると周囲に甘あまえてしまうとか考えたんでしょうけど……別に他人に寄りかかることの全部が弱さというわけじゃないのよ」

　まるで独ひとり言のような口調だった。

「自分の弱さを認みとめた上で、誰だれかに頼たよるのはある意味じゃ強さだし、あんたが寄りかかった分だけ、誰かがあんたに寄りかかることもできる。お互たがい様ってこと」

「……」

「『誰か』とか、『他人』なんて言葉じゃぴんとこないなら、神田のことだと思えばいいわ」

　最初からそう聞こえていたから、今さら空太の名前を出されても、七海の心が動どう揺ようすることはなかった。千尋の言っていることが、妙みようにしっくりきただけだ。

「先生の目には、きっと、私はバカなことをしているように見えているんですよね」

「バカなことだって自覚があるくせに、結局、そのバカな選せん択たく肢しを選んでしまうあんたを少し眩まぶしく思ってるわ。それに……」

「それに？」

　途と中ちゆうで言葉を止めた千ち尋ひろは、露ろ骨こつに口を滑すべらせたという顔をしていた。だからこそ、何を言いかけたのかが妙みように気になった。ここまでの話だって、普ふ段だんの千尋なら絶ぜつ対たいに思っていても言ってこないような内ない容ようだった。

「なんでもないわ」

「今さらそれはないんじゃないですか」

　食い下がると、千尋は下した唇くちびるを嚙かみ締しめて困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべた。

「言ってください」

「……はあ」

　千尋が諦あきらめたようにため息を吐つく。

「それに……今の神かん田だに、憧あこがれと恋れん愛あい感かん情じようの区別がついているようには思えないしね」

「……」

　先ほどは気にならなかった空そら太たの名前に、今度は心しん臓ぞうが大きく跳はね上がった。

「それと同じくらい、恋愛感情と友情を勘かん違ちがいすることはあるでしょ。あんたらくらいの年ねん齢れいだと、特にね」

　話し終えた千尋は、明らかに失敗したという顔で頭をかいていた。髪かみ型がたが思い切り乱みだれている。

「だから、どうって話じゃないわ。私は神田じゃないし、あんたも神田じゃない。実じつ際さいのところ、相手の気持ちなんてわからない。神田自身にだってわかっていないことだろうし」

「……先生でもそうなんですか？」

　何とか返せた言葉はそれだった。空太のことよりも、こんな話を今になってしてきた千尋に対して、七なな海みは興きよう味みを抱いだいていた。

「さあ、どうかしらね。あと十年もすれば、あんたにもわかるわよ」

　だから、答えを急ぐなと千尋の目は語っていた。そんな答えには意味がない。自分で気づいて感じたことだからこそ意味がある。そう言っているのだと思った。

「ありがとうございます」

「礼を言われるようなことは何も言ってないわよ」

　そこへ、小こ春はるが小走りで戻もどってきた。

「ちょっと千尋ちゃん。職しよく員いん会かい議ぎでしょ」

「私のことはいいから、先にはじめておきなさいよ」

「それ、私を呼よびに来た千尋ちゃんが言う？」

「あ～、はいはい。行けばいいんでしょ。ったく、面めん倒どうくさいわね～」

　そんな感じで、小春と文もん句くを言い合いながら千尋の声は遠ざかっていった。

　ひとり残された七海は、机つくえに頰ほお杖づえをついて何も書かれていない黒板に目を向けた。

　千ち尋ひろと小こ春はるのせいで、頭の中は空そら太たのことでいっぱいだった。

「デート……なに、着ていこうかな」

　だから、個こ人じん面めん談だんをやったことなど、すっかり忘わすれていた。
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　空太とはじめて言葉を交わしたのは、今から約二年前……七なな海みがまだスイコーに入学したばかりの四月半なかばの頃ころだったと思う。

　担たん任にんの先生から頼たのまれた日直の日につ誌しを渡わたすために声をかけたのだ。

「神かん田だ君」

　普ふ通つうに名前を呼よんだつもりなのに、顔を上げた空太はきょとんとしていた。まるで不思議な動物にでも出会ったかのような反はん応のうだった。だから、名前を間ま違ちがえたのかと思って、内心少し焦あせったのを覚えている。

「どうしたん？」

　空太の驚おどろきの理由は、聞き慣なれていない関かん西さい弁べんにあったのだが、このときは、そんなことに気づきもしなかったし、特に理由を深く考えもしなかった。

　七海にとって空太はたまたまクラスが一いつ緒しよになった男子のひとりに過すぎず、正直、顔と名前が一いつ致ちしている程てい度どの存そん在ざいでしかなかったから……。別に空太の反応など、どうでもよかったというのが本音だったのだと思う。同時に、自分がどんな風に見られているのかもまったく気にならなかった。

　

　次に話をしたのは春と夏の間の季節。

　ある日の放課後、七海が一いつ般ぱん寮りように帰ろうとしていると、校門の前にちょっとした人だかりができていた。

　何事かと思って様子を窺うかがうと、子こ猫ねこがダンボール箱に入れられて、置き去りにされているのが目に入った。

　通りすがりのスイコーの生徒たちが、かわいいと頭を撫なでたり、持っていたお菓か子しを食べさせようとしていた。

　そして、それに満足すると誰だれもが結局は通り過ぎていく。子猫を連れて帰ろうとする生徒はいなかった。スイコーの生徒は寮生も多いから仕方がない。一般寮はペット厳げん禁きんなのだ。

　そんな中、またひとりの生徒がダンボールに近づいていくのが目に付いた。どうするのかと思って見守っていると、その生徒は子猫の頭を撫でようとするでもなく、エサをあげようとするでもなく、子猫の前にしゃがみ込こむと、ダンボール箱ごとひょいっと持ち上げた。まるで自分の持ち物を拾うかのような自然さだった。

　その生徒が空そら太ただった。

　ちょっと周囲の目を気にしながら、空太はダンボール箱の中の子こ猫ねこに何か話しかけていた。かと思ったら、特に迷まよった様子もなく、すたすたと一いつ般ぱん寮りようの方向へと歩き出した。

　考えるよりも先に、七なな海みの体は動いていた。

　空太の背せ中なかを追いかけて、

「神かん田だ君」

　と声をかける。

「えっと……青あお森もりさん？」

　振ふり向いた空太はわずかに困こまった顔をしていた。

「それは本州の最さい北ほく端たん。私は同じクラスの青あお山やま七海です」

「そう、青山だ」

「まだ覚えられていないとは思わなかった」

「いや、覚えていたけど、名前が出てこなかったんだ」

「それを覚えてないって言うんだと思うけど？」

「今度こそ、覚えたよ」

　ごまかすように空太が笑う。

「その猫、寮に連れて帰る気？」

「そうだけど」

「そうだけど……って、寮はペット厳げん禁きんだよ」

「そうだな。それが問題だ」

　とか言う割わりには、さほど悩なやんでいる風には見えなかった。

「寮りよう母ぼさんに怒られるよ」

「それで済すむなら、まあ、いいかな」

「いや、よくないと思うんだけど……」

　なんだか会話が思った方向に転がっていかない。普ふ通つうだと思っていたクラスメイトに、違い和わ感かんを覚えた瞬しゆん間かんだった。

　他のクラスの男子とは何かが違ちがう。ひとりだけ別の色をしている。最初の変化はそんな感じだった。

　一ひと目め惚ぼれだったとか、そういう浮うわついた気持ちは一切なくて、空太への印象をあえて言葉にすると、それはたぶん「変な人」というのが正しい。

　きっと、空太に言えば、

「そんなことはない！　俺おれは普通だって！」

　と力強く反はん論ろんしてくることだろう。

　けれど、普通の人は捨すて猫を見つけても、見て見ぬふりをするのだ。「かわいそう」という態たい度どだけ取って、責せき任にんを果たした気持ちになるのだ。

　それが悪いわけじゃない。実じつ際さいにどうにもできないことはあるし、七なな海みだって「寮りようでは飼かえない」という言い訳わけを免めん罪ざい符ふに、結局は素す通どおりするつもりでいた。誰だれも責せめられない。

　だから、そのことにさほど罪ざい悪あく感かんなどなかった。空そら太たが猫ねこを拾うまでは……。

　たぶん、ダンボール箱を持ち上げた空太に話しかけたのは、見て見ぬふりを決めていた自分に対する後ろめたさを払ふつ拭しよくしたかったからなのだ。

　猫を拾った空太。拾わなかった自分。わずかに心に芽生えた罪悪感をどうにかして埋うめたかったのだろう。何か理由を探さがしたかった。空太が普通じゃなくて、自分が普通なのだと安心したかった。

　このときは恋こい心ごころとはまったく違ちがう目で、空太を見ていたのだと思う。






　空太が拾った子猫は、ひかりと命名された。

　なんでも、新しん幹かん線せんから名前を取ったらしい。どういう脳のうの働きで空太が決めたのかは謎なぞだったけど、真っ白い毛け並なみの子猫に、ひかりは似に合あっている気がした。

　ひかりを飼っていることは、空太と七海、それと空太と同室の宮みや原はら大だい地ちを含めた三人だけの秘ひ密みつになった。

　猫の世話をする傍かたわら、空太とはよく話をするようになった。

　そうした中で、空太は元々この街で育ったのだと聞かされた。スイコーの合ごう格かく発はつ表ぴようの直後に父親の転てん勤きんが決まり、家族は空太だけを残して福岡に引っ越こしてしまったらしい。

　だから、地元である赤レンガ通りの商店街などにも詳くわしいのだと。ハシモトベーカリーの究極メロンパンのことは、そうした流れで空太から教えてもらった。

　他にも、学校の宿題のこと。面白かった漫まん画がのこと。昨日見たＴＶのこと。噂うわさにだけ聞いていたスイコーの文化祭は、本当に地ち域いきのお祭り状じよう態たいで、ものすごく盛もり上がるらしいこと……。そんな他た愛わいのないおしゃべりをたくさんした。

　いつしか、夢ゆめの話なんかも、空太とはするようになっていた。

「養成所に通ってることとか、誰にも言わないでよ？」

「なんで？」

「目標持って、がんばってるとか、イマドキ流行はやらないでしょ」

「そうかな？　俺は羨うらやましいって思うよ。俺おれがサッカーをやめたのって、ちゃんと本気になれる……目標っていうのかな、そういうのを見つけたいと思ったからだし」

　そう言ってくれた空太の横顔は、どこか息苦しそうで、何かに堪たえているように見えた。それまで見たことのない切なげな表ひよう情じよう。照れくさいからなのか、決して七海とは目を合わせようとはしなかった。

　だからこそ、空太の言葉は上うわ辺べだけのものには聞こえなくて、普ふ段だんは表に出さない彼かれの本音なのだと感じだ。そして、自分を認みとめてくれた空そら太たの言葉は、父親に反対されながらも、単身大阪から出てきた七なな海みにとって、ささやかだけど確たしかにそこにある支ささえとなった。

「……ありがと」

「なにが？」

「わかんないなら、いいや」

「俺おれはよくないんですが？」

　その頃ころからだろうか。気がつくと、空太の姿すがたを視し線せんで追うようになったのは……。

　毎日、遅ち刻こくすれすれで登校してくる姿を、横目で確かく認にんしていた。体育の授じゆ業ぎよう中ちゆうは、ジャージを着た男子の集しゆう団だんの中から空太を探さがしていた。すぐに見つけられると、今日はいい日になるような気がした。気が付くと、どこにいても、空太を見つけるのが上手うまくなっていた。

　あるときには、空太の癖くせをひとつ見つけて、ノートの端はしっこにメモったりした。昼食がパンの日は必ずコロッケパンを買ってくるのをからかったりもした。

　猫ねこを飼かっていることが学校側にばれて、空太がさくら荘そうへと島流しにされてからは、なんだか急に距きよ離りが遠くなってしまったような気がして不安だった。その不安を埋うめるように、より空太の存そん在ざいを意い識しきするようになっていた。

　冗じよう談だんで、「さくら荘に行こうかな」なんて考えたこともあった。

　まさか、二年の夏にそれが現げん実じつになるとも知らずに……。

　けれど、今から振ふり返ると、一年生の頃ころの出来事など、空太を意識するほんの切っ掛かけに過すぎなかったのだと思う。

　二年生になって取り巻まく環かん境きようは何もかもが変わった。

　ましろがスイコーに編へん入にゆうしてきて、気持ちは大きく動き出したのだ……。

　空太の視線が、声が、笑顔が……その全部がましろに向けられているのを知ると、胸むねにちくりと痛いたみが走った。

　その痛みは、それからさらに一年が経けい過かして、三年生になった今も消えていない。むしろ、時間の経過と共に、大きくなっている。






　四月二十九日。ゴールデンウィークの初日。

　ふたりは港にほど近い遊園地の中にいた。五月の三日に決定したオーディションに向け、演えん技ぎの参考になればとデートをしている真っ最中だった。

　――この痛みはどうすれば消えるのかな？

　丸いテーブルの向かいに座すわった空太に、心の中でそっと問いかける。けれど、空太は答えてくれない。今はハンバーガーを頰ほお張ばるのに夢む中ちゆうだ。

　お化け屋や敷しきに行く途と中ちゆう、空太のお腹なかが「ぐう」と鳴ったので、先に何か食べることにしたのだ。テーブルには、ポテトとドリンク付きのハンバーガーセットがふたり分置いてある。

「神かん田だ君、そんなにがっつくと喉のどに引っかけるよ？」

「漫まん画がじゃあるまいし……うっ」

　言ってる側から、空そら太たが苦しげな声を上げた。

　慌あわててジュースに手を伸のばし、ストローに口を付ける。だけど、すぐにずずずっという空っぽの音がした。

「もう、だから、言ったのに」

　七なな海みはとっさに自分のジュースを差し出していた。

　受け取った空太がぐびぐびと七海のジュースを飲んでいく。

「……」

　その様子を見ながら、今さらのように七海はあることに気づいた。ついさっき、七海もそのストローに口を付けたばかり……。

「ふ～、助かった」

「き、気を付けてね」

「おう。サンキュ」

　と言いながら、空太が無む邪じや気きな顔でジュースを七海のトレイに置く。反はん射しや的てきに視し線せんがストローに向かっていた。

「……」

「……」

　妙みような沈ちん黙もくがふたりの間に落ちる。

　上うわ目め遣づかいで空太を見ると、照れたような困こまったような顔をしていた。七海の反はん応のうを見て、そのことに気づいたのだろう。

「わ、私はもういいから、全部飲んでいいよ？」

　お互たがいに意い識しきした状じよう態たいで、ジュースに手を伸ばす勇気はない。

「い、いや、俺おれもお腹なかいっぱいだし」

「そ、そうなんだ……」

「お、おう……そ、そろそろお化け屋や敷しきに行こうか」

「う、うん、そうしよっか」

　先に席を立った空太の背せ中なかを追いかけて、七海もハンバーガーの包みをゴミ箱に捨すて、プラスチックのトレイを返へん却きやくした。

　――キスとか？

　そのとき、七海の脳のう裏りには、前にやよいが言っていた言葉がよぎっていた。






　お化け屋敷を出ると、すっかり日も暮くれていて、ライトアップされた遊園地内は昼間とはまた違ちがった姿すがたを見せてくれた。

　家族連れはそろそろ家路についたのか、子こ供どもたちの声も殆ほとんど聞こえない。逆ぎやくに、周囲にはカップル客が目立つ。

　――私たちもそう見えるのかな？

　声に出して聞く勇気はない。だから、七なな海みは隣となりを歩く空そら太たの横顔にそっと問いかけた。

　肩かたが触ふれ合うほどの距きよ離り。

　それもそのはずで、ふたりの手は繫つながれているのだ。

　指と指を絡からめて結ばれた手と手。いわゆる恋こい人びとつなぎ。

　お化け屋や敷しきの中で繫いで、出たあともそのままになっている。

　ずっとこのままでいられたらいいのに……。そう思う一方で、汗あせのことなんかが気になって、一度離はなしたいという気持ちもあった。けど、離したら離したで、もうこの状じよう態たいに戻もどれないような気がして、七海の胸きよう中ちゆうは大きく揺ゆれていた。

　そんな七海の心しん境きようなど伝わるはずもなく、空太は四月に早速さくら荘そうへと島流しにされた一年生のことが心配だと話していた。

「……」

　せっかくふたりきりなのに、どうしてその話題なのかと思う。

「ん？　なんか怒おこってる？」

　どうやら、不満が顔に出てしまっていたらしい。

「別に怒ってないけど」

「そうか？　なら、いいんだけど……次はどうする？」

　十字路を直進しようとする空太の手を引いて右に曲がる。

　それから、

「あれに乗ります」

　と言って、七海は繫いだままの手で前方を指差した。

　真っ直ぐに伸のびたメインストリート。その先では、イルミネーションに彩いろどられた大きな観かん覧らん車しやが、たくさんの恋人たちを乗せて、ゆっくり、ゆっくりと回っていた。






　四月二十九日。

　この日の青あお山やま七海の日記には、「キス」と書いてはくしゃくしゃに塗ぬり潰つぶし、また「キス」と書いては同じように消した痕こん跡せきが何なん箇か所しよも残っていた。そして、そのページの最後には、小さな文字で、「すき」とだけ綴つづられているのだった。








　　　　４










　五月二日。ゴールデンウィーク谷間の月曜日。

　長く感じた午前中の授じゆ業ぎようの終わりを告げる鐘かねが、ようやく鳴った。

　七なな海みは、隣となりの席の空そら太たがそそくさと教室を出て行くのを確かく認にんしたあとで、

「はあ～」

　と、盛せい大だいなため息を吐つきながら机つくえに突つっ伏ぷした。

「どうしよう……」

　続けて、息苦しい悩なやみが口を継つぐ。

「ねえねえ、これ、どういうこと？」

　顔を上げると、お弁べん当とう箱ばこを持った繭まゆがひとつ前の席に座すわっていた。困こん惑わくと好こう奇き心しんが半々くらいの眼まな差ざしを七海に向けてきている。

　その脇わきに、無言でやよいもやってきた。右手には購こう買ばい部ぶのパンの袋ふくろ。左手にはお弁当箱の包みを持っている。運動部はお腹なかが減へるらしい。

「ど、どうって、何が？」

「ふたりとも、明らかに様子おかしいじゃん」

「ふ、ふたりって？」

「七海と神かん田だ君」

　繭のじと～っとした目は、「いちいち言わなくてもわかってんでしょ」と語っている。当事者ゆえに、もちろん、七海はよくわかっている。上手うまくごまかせているなんて、思っていなかった。

「デートで何かあったんでしょ」

　焼きそばパンを頰ほお張ばりながら、やよいが図星を突ついてくる。

「え、えっと、それは……」

　観かん覧らん車しやの中でのことがフラッシュバックして、七海は顔を真っ赤に染そめた。無む意い識しきに指で唇くちびるに触ふれてしまう。

　その反はん応のうに、繭とやよいは顔を見合わせていた。

「詳くわしく聞かせてもらおうか」

　先さき割われスプーンをマイクのようにして、繭が突つきつけてくる。

「ゴールデンウィークの初日に、神田君と遊園地でデートをしました」

「それは知ってる。内ない容ようを聞いてんの。まず、どうしたの？」

「ジェットコースターに乗って……」

「乗って？」

「目を回した神田君に膝ひざ枕まくらをしました……」

　言葉にするのは恥はずかしくて、自然と小声になっていく。演えん技ぎの参考とは言え、なんて大だい胆たんなことをしでかしたのだろう……。

「うわっ、七海ってばマニアック」

「ちゃ、ちゃうねん！　そ、それは演技の練習で！　そういうシーンがあんねん！」

「はいはい、それからそれから？」

「お化け屋や敷しきで手を繫つなぎました」

　まだ繫いだ手の感かん触しよくは残っている。やんわりと絡からんだ指と指……。

「あとは？」

「そ、それだけです」

「噓うそおっしゃい！」

　びしっと繭まゆがタコのウィンナーの刺ささったスプーンを振ふり下ろす。

「ふたりの態たい度どからして、まだ何かあるだろうね」

　やよいまで一いつ緒しよになってそんなことを言ってくる。

「そ、その……最後に、観かん覧らん車しやに乗ったんだけど……」

「ほう、それでそれで？」

　興こう奮ふんした様子の繭が顔を近づけてきた。

「……してしまいました」

「なにを？」

「キス」

「ええっ!?」

　両手を上げながら繭が大げさに仰のけ反ぞる。

「ちょ、ちょっと大声出さないでよ」

　昼食を教室で取っていたクラスメイトの視し線せんは七なな海みたちに集中していた。

「コクったの？」

「それはまだ……」

「先にチュー!?　七海ってば、やる～！」

「へ～、これは驚おどろいたな」

　普ふ段だん冷静なやよいも、珍めずらしく興奮気味だ。

「あ～、もう！　言い出したのは繭とやよいでしょ」

　責せき任にんを押おし付けるつもりはないけど、ふてくされた言い方になってしまう。

「ごめん。まさか本当にするとは思ってなかった……けど、でかした！」

「ああ。効こう果かはてき面なんじゃないかな？　神かん田だは見るからに七海を意い識しきしていたし」

　やよいの言葉に、繭は腕うでを組んでうんうんと大きく頷うなずいている。

「あれは完全に意識しちゃってるね。頭ん中、七海でいっぱいだよ、絶ぜつ対たい」

「だと、うれしいけど……」

　思わず本音を口走ったことに気づいて、はたと顔を上げる。繭とやよいの満足げな眼まな差ざしが待っていた。

「で、どうだった？」

「どうって？」

「チューの感想に決まってんじゃん」

　繭まゆはなんだか楽しそうだ。にこにこしている。

「そ、それはいいでしょ」

　ぷいっとそっぽを向く。

「いいわけあるか！」

　けど、繭に両手で顔を挟はさまれて、元もとに戻もどされてしまう。

「さあ、大人おとなしく白はく状じようしろ！」

「そ、それは……な、なんていうか……」

「なんていうか？」

「神かん田だ君って、意外と体が大きいんだなあって思った」

「いや、誰だれもやった感想は聞いてないんだけど」

「そ、そんなんしてへん！」

　身を寄よせてキスをしたから、体の大きさをもろに感じたのだ。

「も、もうこの話はおしまい！　い、いっぱいいっぱいだったから、よく覚えてないし！」

　半分は本当のことで、もう半分くらいは噓うそだった。空そら太たの唇くちびるの感かん触しよくは今もしっかりと七なな海みの体に焼き付いている。吐と息いきの熱さも、空太を取り巻まくにおいも染しみ付いて消えてはくれないのだ。もちろん、消えてなんてほしくはないのだけれど……。

「え～、ひとつくらい感想はあるでしょ？」

　しつこく繭が食い下がってくる。

　やよいも横目で、七海が口を割わるのを待っている。

「感想って言われても……」

「実じつ際さい、してみてどうだったの？」

「どうっていうか……ひとつ、はっきりしたかも」

　そう、はっきりしたのだ。

「ほほう、その心は？」

「私……神田君のこと、本当に好きなんだって」

「……」

「…………」

　七海の言葉に、繭とやよいは口をぽかんと開けていた。何を今さらと、ふたりの目は語っている気がした。

「だ、だから言いたくなかったのに……」

　ふてくされたままお弁べん当とうを頰ほお張ばる。まさにやけ食いだった。

「うわ～、恋こいしてんだね、七海は」

　自分の言葉に納なつ得とくした繭まゆはタコのウィンナーをようやく口に入れた。

　やよいはというと、

「ごちそうさま」

　と言ってきた。まだパンは残っているから、今のごちそうさまは七なな海みの反はん応のうに対しての感想のようだ。

「あ～あ、私も好きな人、見つけよ」

　ストローでお茶を飲む繭は、どこまで本気かわからない。

「まず繭は背せを伸のばさないとな」

　その頭にやよいが手を置く。

「恋こいに、身長は関係ないでしょ！　あ、そうだ、七海！」

「な、なに？」

「ほら、さくら荘そうに島流しにされた一年生！　彼かれ、紹しよう介かいしてよ。普ふ段だんはなんだかぼ～っとしているくせに、ピアノ弾ひいてる姿すがたをこの前見たんだけど、これが、結けつ構こういいのよ」

「伊い織おり君は、やめておいた方がいいと思う」

「なんで？」

「胸むねの小さな女の子には興きよう味みないって言ってたし……」

　身長だけではなく、全体的に小こ振ぶりな繭では確かく実じつに恋れん愛あい対たい象しよう外がいだと思う。

「だ～、どいつもこいつも結局胸か！」

「ドンマイ」

　ぽんとやよいがまた繭の頭に手を置く。

　そんなやり取りを見ていると、自然と笑みがこぼれた。

　空そら太たとどんな顔で接せつすればいいか悩なやんでいたことが、急にバカらしく思えてくる。

　この胸を疼うずかせる気持ちの正体はもう知っている。うれしかったり、悲しかったり、切なかったり、恥はずかしかったり、つまらなかったり、怒おこったり……空太を前にすると色々な感かん情じようが次から次へと芽生えてくるのは、彼かれのことが好きだからだ。

　空太の一言に励はげまされたり、浮うかれたり、落ち込んだりするのも、全部好きだから。大好きだから……。

　たった、それだけのことで、ただ、それだけのこと。

　だけど、決して小さな想いじゃない。

　今日まで育ててきた大切な想いだ。

　だから、真っ直ぐに伝えようと思った。

　胸の中にある気持ちの全部を……。

　空太がくれた、空太を好きだというこの気持ちを……ひとかけらも残さず空太のもとに届とどけよう。










　――ウチな、神かん田だ君のことめっちゃ好きやで
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　あとがき








　二度目の短たん編ぺん集しゆうとなりました。

　鴨かも志し田だ一はじめです。

　

　近所にハクビシンが出たそうです。イタチをごっつくしたような生き物です。民家の壁かべをぶち破やぶって屋や根ね裏うらに住みついたりするらしい、あれです。

　よく迷めい惑わく動どう物ぶつ特とく集しゆう的なＴＶ番組で大だい活かつ躍やくしているので、その存そん在ざいは知っていましたが、身近にいるとは思っていなかったのでびっくりです。狸たぬきはたまに見るんですけどね。






　そんな話はさておき、短編集恒こう例れいの……というほど回数をこなしてはいませんが、各編のプチ解かい説せつをお届けします。






『生徒会長のはうはうな彼かの女じよ　上』

　最初は仮のつもりで付けたタイトルだったのですが、担たん当とう編へん集しゆうの荒あら木きさんから「このタイトルいいですね」と言われたので、調子に乗ってそのまま行くことにしました。






『生徒会長のはうはうな彼女　下』

　「生徒会長のはうはうな彼女　上」の続編である「下」です。以上、解説終しゆう了りよう。

　すいません。冗じよう談だんです。

　当初は前後編にするつもりなどなく、長さ的にも六十ページ程てい度どの軽い短編を想定していたのですが、生徒会長とはうはうの馴なれ初そめやらを真ま面じ目めに考えていたら、三倍にボリュームアップしてしまいました。

　「前後編になってもいいですかね」と、荒木さんに相談したところ「いいですね！」とのことだったので、またまた調子に乗って書いてしまいました。

　ちなみに、姫ひめ宮みや沙さ織おりことはうはうは、イラストを担当してくれている溝みぞ口ぐちケージさんお気に入りのキャラであることを、勝手にばらしておきます。






『風か邪ぜを引いたペットな彼女』

　六巻かんと七巻の間、春休み中の出来事の一ひと幕まくですね。この話ではましろが風邪を引いておりますが、その風邪は空そら太たからうつされたものです。その話はドラマＣＤの方で描えがいておりますので、興きよう味みがある方は聞いてみてください。






『青あお山やま七なな海みのもっと乙女おとめなスプリング』

　今回も、三十路みそじも半なかばになったおっさんが書いているということは、綺き麗れいさっぱり忘わすれて読んでいただければ幸いです。






　という感じの四編へんでした。

　

　今回も関係者の皆みな様さまには大変お世話になりました。

　あとがきまでお付き合いいただきましてありがとうございます。

　次回、八巻かんは秋です。


鴨かも志し田だ一はじめ











鴨かも志し田だ一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。ハクビシンを激写しようと思い、カメラを持ち歩く今日この頃。しかし、フレームに捉えることができたのはハト。平和の象徴です。ハートフルです。ハトだけに。






溝みぞ口ぐちケージ

梅雨と台風が合わさっている今、洗濯もできず室内なのにとてつもない不快指数に襲われてるなう。この本が出る頃にはカラッとした夏になってるといいなあ。
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さくら荘そうのペットな彼かの女じよ










鴨かも志し田だ一はじめ
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